


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: おねだりエルフ弟子と凄腕鍛冶屋の日常]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　黄金の竜騎士×白銀の竜殺しドラゴンキラー
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　　　　１




　何かを急せかすように、あるいは警鐘を鳴らすように。

　金属を叩たたく打撃音が、仕事場に響き渡る。金床の上で叩たたかれた素材が引き伸ばされ、それは炎を浴びて複雑な色を反射する。鞴ふいごによる送風と換気には十分に気をつけた室内でも、圧倒的な熱気と金属特有の臭気がこもるのは避けられず、しかしこの場の主は決してそれが嫌いではない。

　フィーゴ・アンヴィル。その名を知らぬ者は金属職人の世界で誰一人おらず、王侯貴族からの依頼も数多い。しかし気に入らない仕事はどれほど金を積まれても頑として受けず、ギルドの職人たちはこぞって彼を仲間に引き込もうとするが、いまだかつてこの赤髪の頑固者が他の職人たちとつるむような真ま似ねをしたことはない。

　──そろそろか。

　炎に素材をくべながら、その色合いを慎重に見極める。彼の髪と同じように真っ赤に染まったキメラ鉱は、炎の中で怒ったように発光しながら、無数の火花を咲かせている。この現象は『沸き花』と呼ばれ、この火花を的確に見極めるのが職人の腕の見せ所だ。

　火花が増える。しかし彼はまだ動かない。職人に必要な五感を総動員し、その時を待つ。じりじりと肌を焼く炎が、胸元から幾筋もの汗を流させたころに、さっと、彼は手元に素材を引き寄せた。そしてペンチで挟んだ素材の上に、カーン、とハンマーで小気味よい一撃を加える。室内に軽快に鳴り響く音は、徐々に旋律を変え、どこか哀愁漂う音色になっていく。

　ふっと、彼は目を閉じる。ハンマーと素材が奏かなでる音を楽しむように、耳を澄ますと、『それ』はやがて聞こえてくる。彼に囁ささやくような、金属がその性質を変化させるときに聞こえる、熟練した職人でなければ聞こえない音の波──職人たちはそれを『声』と呼ぶ。金属の『声』を聞き取り、それに従って素材を加工できることが、一流の職人の証あかしであり、フィーゴはこの点にかけて世界最高といってよい『耳』の持ち主だった。

　最高職人グランドマイスター──人は彼をそう呼ぶ。それは、世界で選ばれし者にしか与えられぬ称号。今日も若き天才職人は金属を焼き、その光り輝く名声にふさわしい火花を散らす。

　そのときだ。




「お・し・さ・ま♥」




　ぎゅっ、と背中に柔らかい感触があった。

　──！

「おしさま、朝から働きっぱなしで、そろそろお疲れではありませんか？　よろしかったら私が癒いやして差し上げますよ～？」

　彼の肩口には、白くて細い腕がまとわりついてくる。

　ったく……。

　フィーゴは相手を無視し、しばらくハンマーを振るうが、「おしさまってば、聞こえてますぅ？」と豊かな胸が背中にぎゅうぎゅうと押しつけられてくるにおよび、観念して素材を挟んだペンチを金床に置いた。一度熱が冷めてしまっては最初からやり直しだが、これ以上は仕事が雑になるだけだ。

「おしさま？」

「ルミア、おまえは何度言ったら分かるんだ」

　彼は絡からみついた腕をふりほどき、ぎろりと相手を睨にらみつける。

「あ、おしさま、やっとルミアのことを見てくれましたね？」

　少女は嬉うれしくてたまらないというように、両手を合わせ、ニッコリと笑みを浮かべる。それがあまりにも底抜けの笑顔で、彼はいつもこの顔を見た途端、どこか毒を抜かれたような気分になる。

「おしさま、エルフェン・ルイボスティーが入りましたので、休憩時間にしましょう。美味おいしいパンケーキも焼いたんですよ？」

「朝から何度休憩させる気だ」

「えへへ、そうおっしゃらずに」

　少女が照れたように頰を搔かいて笑うと、その豊かすぎる胸がかすかに揺れた。

　ルミア・ニューム。大粒のサファイアのごとき大きな青い瞳、流れるような水色の輝く長髪。透き通る白い肌と整った目鼻立ち、何より細く上品に伸びた長い耳。

　純血エルフ。人と交わらず、エルフ族の生息地とされる聖なる森の奥深くに棲すむ種族。人間の数倍は長く生き、種族固有の『掟おきて』と『思想』を持つ。かつては森の中に一大王国を築いていた種族だが、百年以上も前に聖スチリア王国──人間たちによって滅ぼされ、今では小さな集落ごとにひっそりと森に暮らしているというのが一般的な認識だ。孤立主義で、気位が高く、人間とは極力関わらない性質とされる。

　しかし、どういうわけかこの少女は例外で、実に屈託なく、はっきり言えばベタベタと彼に甘えてくる。ちなみにルミアのいう『おしさま』は、師匠に対する敬称、すなわち『お師様』の意味だ。

「おしさま、今度のお休みはどこか遊びにいきませんか？　私、まだ新婚旅行に連れていってもらってません」

「おまえと結婚した覚えはない」

「またまたぁ～。おしさまは冗談がお上手ですね」

「冗談じゃないぞ」

　彼はカップを手に取り、ズズッと紅茶をすする。エルフの森の奥深くで採れるという、爽やかな香草の香りが鼻び腔こうを抜け、連日の仕事で疲れた体を癒いやしてくれる。五年前に弟子入りして来たときは料理がからっきしだったのに、メキメキと腕を上げ、今では味に文句をつけることは滅多にない。料理だけでなく、炊事も洗濯も買い出しも、この店の雑事をすべて手て際ぎわよくこなし、近所では『アンヴィル亭の看板娘』と呼ばれて久しい。おまけに、ぶっきらぼうで愛あい想そのない店主よりも評判が良いいと来ている。

　紅茶を飲み干し、新鮮な卵の味がするパンケーキをかじったときだ。

　店の外で、オオッという歓声が湧いた。なんだ、とパンケーキを咀そ嚼しやくしながらカーテンを開けると、向かいの通りでは、屈強な男たちの隊列が見えた。各自がその腰に大仰な武器を差し、荷車には陽光で輝く獲物が山と積まれている。

　──隊旗からして、ダイヤン・ダルンのギルドか。今回は第二十九ダンジョンって話だったから、意外と早かったな。

　アンヴィル亭の前の通りでは、郊外のダンジョンから帰還してきた『冒険者』たちのキャラバンが、百名ばかりの隊列をなして歩いていく。馬車の荷台には数々の『戦利品』が山積みとなっており、鉄皮リザード、エナメル翼竜、スティール甲虫など、硬い金属外皮を持つ獣たちばかりだ。中にはレア度の高いものもちらほら見受けられ、あれだけの数となれば向こう半年は食うに困らないだろう。

　──今回はまたずいぶんと『豊作』だな。

　ここは『冒険者の街』アル・メタリア。世界の西、最後のフロンティアと言われる地域に位置するこの街には、世界中から膨大な数の冒険者たちが集まってくる。彼らの目当ては『金属外殻獣メタルモンスター』と呼ばれる、この近辺のダンジョンに生息する獣たちだ。その外皮は金属製の分厚い殻に覆われ、通常の武器では歯が立たない。ただ、そこから採取される金属は貴重な『資源』として取引されており、とりわけ『希少金属レアメタル』に分類される外皮を持つ外殻獣には法外な値段がつくこともある。ものによっては一匹で一生遊んで暮らせるほどの獲物もあり、このアル・メタリアの街はいつでも冒険者の活気で溢あふれていた。

　そうなると当然、彼ら相手の商売も数多く栄えた。宿屋や武器屋、酒場や飲食店はもちろん、毎年豊富に獲とれる『金属資源』を仕入れる貿易商や、貴族や富豪相手に『貴金属』を買い付ける宝石商など、その職種は幅広い。店舗を持つ商人以外にも、道端には無数の露天商がひしめき合っており、一本裏通りに入れば得体の知れぬ商品を売りさばく怪しげな業者も多い。近年は人口も右肩上がりで増え続け、出稼ぎに来てそのままここで所帯を持って永住する者も少なくない。かくいうフィーゴも、外の街からここに来て移り住んだクチであり、仕事は専ら冒険者から持ち込まれる武器・防具の修理と、獲物の『金属外殻獣メタルモンスター』の鑑定だ。

「ねえ、おしさま～、そんな汗臭い男ばかり見ていないで、ルミアと楽しいことしましょ？」

「ふむ、今度は王国竜騎士団か」

「無視しないでくださいよう」

　隙あらばひっついてくるエルフ少女にかまわずに、彼は帰還してきた冒険者たちを注視する。鍛冶屋の性癖というべきか、希少な金属が山積みの馬車を見ると、ついつい目を奪われてしまう。

「あ、おしさま、もしかしてあの女の人を見てます～？」

　ルミアが不満げに声を漏らす。

「女？」

「ほら、先頭の」

　少女の指した先には、数十名の屈強な騎士たちが隊列をなしており、黒毛の装甲馬に白銀の甲かつ冑ちゆうが並んでいた。その荷台には巨大なドラゴンが横たわっており、彼らの戦果をアル・メタリアの群衆に見せつけている。

「ああ、騎士団長か」

　騎士団の先頭には、明らかに異彩を放っている騎士がいた。団の中で唯一の白馬にまたがり、その甲かつ冑ちゆうは黄金に煌きらめいている。兜かぶとからは見事な金髪が風になびき、背中には巨大な竜殺しドラゴンキラー。まるで神話に出てくる戦女神そのものだ。

「さすがに貫かん禄ろくがあるな、エメロードは」

「美人ですもんね～」

「そういう意味じゃねぇ。ほら、おまえも聞いたことくらいあるだろ。『単騎狩り』の伝説」

　通常、ドラゴンのような上級外殻獣は、集団で包囲し、落とし穴などの罠わなにかけてから一斉攻撃するのがセオリーだ。訓練を積んだ精鋭の騎士団が、一頭のドラゴンを包囲して狩る。それでもドラゴンの吐く炎で全滅した部隊も枚挙に遑いとまがなく、普通の冒険者ならまず手を出さない相手。

　だが、そのドラゴンと一対一で渡り合った武勇伝を持つのが、いま行進中のエルセシル・エメロードだ。味方が総崩れになっているところ、当時一兵卒だった彼女が自ら殿をつとめ、一騎打ちで大型ドラゴンを討ち取った。彼女が王国の竜騎士団長に抜ばつ擢てきされるきっかけとなった武勲。ちなみに『竜騎士』といっても、ドラゴンにまたがるわけではなく、ドラゴン討伐専門の騎士団といった意味合いだ。

「ドラゴンを一人で倒すなんて、ものすごく凶暴な女なんでしょうね。きっと生肉を骨ごとバリバリ食べるような野蛮人ですよ」

「どんな女だよ」

「おしさまはルミアのことだけ見ていればいいんです」

　少女は真顔で言い切ると、怒ったように両腕を組んだ。細くて華きや奢しやな体には大きすぎる胸が、腕を台座のようにしてムニュッと形を変える。エルフ族はほっそりと瘦せたイメージが強いが、この少女は胸だけ年齢不相応に発達している。

　──ドラゴンといえば……。

　そこでフィーゴは、弟子の腰にある一振りの武器に目をやる。それは細身の少女には似つかわしくない、長く肉厚な『サーベル』。前に一度鑑定させてもらったことがあるが、これはその名もずばり『牙神龍サーベルドラゴン』という金属外殻獣メタルモンスターを元にしており、一頭のドラゴンからたった二本しか獲とれない『牙』を材料にしている。市場に出せばいくら値がつくか分からないくらいの超希少素材だが、ルミアは出会ったときからなぜかこのサーベルを四六時中装備していた。どこで手に入れたんだ、と尋ねると、「ただの護身用ですよ～」という答えがにこやかに返ってくる。別にアル・メタリアで武器を携行している者など珍しくもなんともないが、それはどこか気になるブツだった。詳しいことは今に至るまで謎のままだ。

　そもそも最大の謎はこの少女自身と言えた。エルフ族といえば、伝統的に金属をはじめ人間の加工した品物を忌避する種族として有名だが、この少女は五年前に『弟子にしてください！』とフィーゴのところに押しかけてきて、それから強引に住み着いている。今ではすっかり家族の一員のように馴な染じみ、たまに意外な才能を発揮することもあるので店に置いてやっているが、いまだにルミアのことはよく分からない。生い立ちも過去も知らないし、エルフのくせに鍛冶屋に弟子入りしている理由も知らない。ついでに言うと本人がなぜか『嫁』気取りなのも謎だ。

　そんなことを考えながら、窓から冒険者たちを見送っていると、

　──ん？

　ふと、彼はあることに気づいた。他の騎士たちは群衆に応こたえて手を振ったり、晴れ晴れとした表情をしているのに、騎士団長のエメロードだけがどこか浮かない顔をしている。

　なんだ……？

「あ、おしさま、またあの女を見てますね？　浮うわ気きですか？　花嫁の前で堂々と浮うわ気きですか？」

「結婚してねぇのに浮うわ気きもクソもあるか」

　気づけばすでに太陽が空に高く昇りつつある。

「……さあ！　俺たちも仕事だ！　今度こそ邪魔するなよ！　特にマグネの野郎が来たら速攻で追い返せよ！　セレスティアもだ！　あと、この前仕入れたヘパイストス銀はちゃんと選別しとけよ！　それとコチボロは安いからって買ってくるな！　あれは炉が煤すすだらけになるから室内で使うもんじゃねぇんだぞ！　だけどもったいないから湿気らねぇように梱こん包ぽうしとけ！　いいか、昼までにやっとけよ！　まだ他にやることあるんだからな！」

「はーい」水色髪のエルフは両手を後頭部で組み、気だるそうに返事をする。「まったく、おしさまはエルフ使いが荒いですー」

「給料分は働いてもらうからな」

　彼は再び仕事場に戻る。今週中にこなさないといけない金属加工がいくつもあり、それは弟子の妨害で遅々として進んでいない。いつものことだったが、そろそろ本腰を入れないと本気で終わらない。客の依頼は滅多に受けないが、受けた仕事は完璧にこなす。それがアンヴィル亭の伝統であり、この赤髪の職人の矜きよう持じだった。

　そう思って、再びハンマーを握り締め、仕事をすること十五分。

「おしさまー！」

　ったく。

　しばらく無視するが、おしさま、おしさまの連呼があり、彼は手にしたハンマーを置く。キメラ鉱は赤く輝き、平たい体を熱くして待っている。

　今度こそ無視を決め込もうと思ったが、「おしさま！　お客さん、お客さんが来てますー！」という言葉に、仕方なく重い腰を上げる。

　昼までは臨時休業にしとくんだったな、と後悔しながら、彼は店内に舞い戻る。

　玄関のカウンターには、二人の人物がいた。

　一人はでっぷりと太った男で、禿はげ上あがった頭、くわえ煙草タバコ。その隣にはしな垂れかかるように化粧の濃い女性がくっついている。一見してフィーゴは悪い予感がした。しけた店だな、という声が聞こえた。

「おまえがフィーゴ・アンヴィルか。最高職人グランドマイスターの」

「……ええ、まあ」

　くわえ煙草タバコの煙をくゆらせ、太った男はじろりと店内を見回す。四本の指にはめた大きめの宝石がギラギラと輝く。

「エルフを飼ってるのか？」

　太った客は不ぶ躾しつけに尋ねる。

「いや、あれはウチの──」

「嫁です♥」ルミアが話に割って入る。

「おいルミア、誤解を生むようなことを言うんじゃねぇ」

「まさか最高職人グランドマイスターともあろう者がロリ──」

「あんたも真に受けるな」

　フィーゴは慌てて否定する。妙な噂うわさが広まってはアンヴィル亭の名に関わる。

「こいつは俺の弟子なんだ。五年前からな」

「は……??」

　その言葉を聞いた途端、客が目を見開き、呆あつ気けに取とられたような顔をした。それからルミアを太い指で差しながら「弟子？　このエルフが？」と訊きき返す。フィーゴがうなずくと、

「ワッハハハハハハ……!!」

　さもおかしい、というように男は大きな腹を抱えて笑い出した。

「こいつぁ悪い冗談だ！　エルフが鍛冶屋!?　待て待て、正気か!?　エルフ？　百歩譲ってドワーフならまだ分かるぞ？　あいつらは金属を好む連中だからな！　だけどエルフと来ちゃあ話にならん！　あいつら、金属やら人工物やらを憎んでいるような連中じゃないか！　鍛冶屋なんて無理無理！　エルフなんてのは労働力にしたって非力で役に立たんし、せいぜい好こう事ず家かに飼われとるのがいいとこだ！」

「…………」

　フィーゴは黙ったまま、隣に立っているエルフの少女の横顔をちらりと見る。その顔は相変わらずニコニコとしているが、こめかみのあたりがぴくぴくと引きつり、何より耳が逆立っている。あとで大変そうだ。

「それでお客さん、ご用件は？」

　フィーゴは話を戻す。

「おっと、そうだった」男はまだおかしいというように口元をにやつかせながら、「こいつの首飾りを作ってもらおうかと思ってな」と隣の女性のほうを見た。入店してきたときからずっと男の腕にくっついている。

「奥さんかい？」

「そんなことはどうでもいい」言葉を濁し、男は続ける。「こいつに似合う首飾りを作れ。別に金はいくらかかってもかまわん。なるべくレア度の高い貴金属で、周囲に自慢できそうなものがいい」

　そこでフィーゴは小さくため息をついたが、男はかまわず続けた。

「値段は三百万アーツでどうだ」

　ぴくり、とルミアの耳が動く。金額に反応したのだろう。三百万アーツといえば、並の労働者が一年がかりで稼ぐ大金だ。ちなみにルミアの月給が十二万アーツ。

「お客さん、残念ですがウチではお引き受けできませんね」

「四百万出すぞ」

「お客さん」

「なんだ、五百万か？　ずいぶんボるんだな。まあいい。この指輪でいいか」

　男は指に嵌はめた貴金属を二つ、三つと外してカウンターに載せる。

「ウチは宝石商じゃないんでね。悪いがお引き取りを」

　フィーゴが強めに言うと、男は最初呆あつ気けに取とられたようにぽかんと口を開け、それからその眉間に見る見る皺しわが寄った。

「こ、こちらが下手に出ていれば調子に乗りやがって！　いいか、ギルドに申し立てて、おまえが商売できないようにしてやるぞ！　わしは長老のダイヤン・ダルンとだってクチが利きけるんだぞ！」

「どうぞご勝手に」

「ちきしょうめっ」

　男は喚わめき散らすと、自らが置いた指輪をむんずと摑つかみ、店の扉を蹴飛ばして出て行く。女が慌てて「ゴルドーンさまァ！」と甘えた声を出して後を追っていった。

　最近はああいう客が増えた、とフィーゴは嘆息する。冒険者が集うこの街では、一夜にして希少金属レアメタルを掘り当て、富豪にのし上がる者も多い。いわゆる成なり金きんというやつで、そういう連中ほど、どういうわけか財産以外に『名誉』を求め出し、フィーゴのような名の知れた職人に依頼をしてくるようになる。表に看板は出していないのに、いったいどこで聞きつけたのか。

「あー、せいせいした。あんな奴やつ、一角獣ユニコーンに蹴られて瘤こぶを作ればいいんです」

　ぷりぷりとした様子でエルフの少女が頰を膨らます。さきほどさんざんバカにされたのを根に持っているようだ。

　だが、男が蹴飛ばして半開きになったドアを閉めた後、

「でも、良かったんですか？」

「あ？」

「あの人、『商売できないようにしてやるぞ！』って言ってましたけど」

「放っておけ。だいたい俺はギルドに入ってねぇよ」

　このアル・メタリアだけでも、鍛冶屋ギルドは大小合わせて数百はある。先ほどの太った男が名前を挙げた『ダイヤン・ダルン』はその中でも最大手のギルドの長老で、ついさっき店の前を通過していたのもダイヤン配下のギルドだ。ただ、いくらダイヤンが権力を握っていようとも、そもそもギルドに属さないフィーゴには関係ない話だった。ギルドは職人同士の互助組合で、初期のころは技術の継承や品質の保持に役立っていたが、最近では利権の囲い込みや王家との癒着など、負の側面も目立つようになってきた。特定のダンジョンを『許可制』にして、そこで外殻獣を狩る冒険者から『手数料』を取るようなギルドもいる。

「おしさまは『最高職人グランドマイスター』なのに、客層が全然ですよねぇ……」

「そう思うならもうちょっと働いてくれ」

　最高職人グランドマイスター。それは世界でたった十名しかいない、金属を司つかさどる職人の最高位。こと金属に関することならどんな大貴族や大富豪が相手でも国王の名をもって『鑑定』する権限を持つ。その権限は有力諸侯と肩を並べるとさえ言われ、先ほどの『成なり金きん』のような世間知らずでもないかぎり、面と向かって喧けん嘩かを売ってくる愚か者はいない。

「でも、なんでおしさまはこんな辺へん鄙ぴなところに店を構えているんですか？　最高職人グランドマイスターなら、もっと割のいい仕事がたっくさんありますよね？　貴族とか、大商人を相手にするような」

「そういうのは飽きたんだよ。だいたい、儲もうかる仕事ってのは大量輸入品のたぐいだからな。決まりきった代物ばかりで面白くもなんともねぇ。だったらこうして店を開いて、たまに舞い込んでくる希少レアものを相手にしてたほうがマシってもんさ」

「そういうもんですかねぇ……」

　ルミアはまだ納得しない様子だ。

　確かに、弟子の言うとおり、フィーゴのやっていることはいささか最高職人グランドマイスターらしくなかった。普通、最高職人グランドマイスターともなれば王家や貴族を相手に高級品を鑑定したり、大商人などと破格の報酬で顧問契約を結ぶのが常だ。まず、そこらの郊外に店を構えて、庶民を相手に鍋や釜の修理をしたり、食い詰めた冒険者から中古の武具を買い取ったりするようなことはしない。そういう点で、フィーゴは最高職人グランドマイスターの中でも特に変わり種と言えた。

「さっきの客、おしさまが最高職人グランドマイスターだって知ってましたね。ウチの看板には最高職人グランドマイスターとか書いてないのに」

「どっかで聞きつけたんだろう。まあこの界かい隈わいの商人なら知ってることだしな」

「でも鍛冶屋にアクセサリーを頼むなんて変ですよね？　そういうのは宝石商が専門だと思うんですけど」

「まあ、俺の名前で作らせれば箔はくが付くし、愛人にも自慢できるって腹積もりなんだろうが。ブランドさえあればなんでもいいのさ」

「じゃあ、適当なイミテーションを売りつけてもバレないんじゃないですか」

「それは駄目だ。俺が噓うそを吐いても、金属は噓うそを吐かない。必ず後でバレるから、結果としてアンヴィル亭の信用に傷がつく」

「おしさまはそういうところ、お固いですよねぇ……」

　ルミアは腕を後頭部に回し、理解できないといったふうに話を聞く。

「さっきの客はともかく、もう少しお金になりそうなお仕事を請けてもいいんじゃないですかねぇ……」

「いつも言ってるだろ。仕事はカネじゃねぇって」

　金額の多寡で仕事を請けたことは一度もない。それは初代から続くここアンヴィル亭の伝統だ。先代──フィーゴの師匠はそれを鍛冶屋の『魂』と呼んでいた。

「でも、儲もうけたお金でルミアちゃんにボーナスを出してもいいんですよ♥」

「だったらもうちょっと真面目に働け」

「あー、ボーナスが出れば、おしさまがメロメロになる素敵なドレスを仕立てられるのに～」

　少女はスカートの裾を両手で摑つかみ、ひらひらとさせながらその場でくるりとターンする。ドレスで着飾った舞踏会でも想像しているのか、甘えた表情で猫のように擦り寄ってくる。

「おしさまはァ、どんなドレスがお好みですか？　大胆に胸元が開いたドレスですか？　それとも背中が丸見えのやつですか？　それともスカートに深い切れ込みが入ってるやつ？」

「どうでもいい」

「あ、分かった、もしかしてスケスケのやつですね♥」

「けっこうだ」

「ま、まさか全裸……!?　そんな、ちょっと、嫁入り前に、困っちゃいます……」

　顔を赤らめて、いそいそと服を脱ぎ出すルミアに、師匠は「いい加減にしろ」と拳げん骨こつを食らわす。ゴチンと音がして、早くも下着姿になっていた少女が「うぅ～、おしさまのいけず～」と涙目で喚わめき出す。

「とにかく、もう今日は店じまいだ。表には臨時休業の看板を掛けておけ。誰か来たら俺は外出中だと伝えろ。少なくとも昼飯まではな」

「はーい。昼までイチャイチャできますね」

「おまえは働けよ」

「えー」

「あんまり怠けるとボーナスどころか給料さっぴくぞ」

　ルミアは基本的には筋も良く、物覚えも早いのだが、いかんせんムラッ気が多い。目の前を蝶ちようが一匹飛んだだけで仕事が中断するし、珍しい金属をうっとり眺めて半日過ぎることもある。釘くぎを刺しておかないと何も進まない。

　今度こそ、仕事を進めよう。

　彼はそう考えて、仕事場の扉に手を掛けたとき。

　コンコン、と玄関がノックされた。

「あ、おしさま、また誰か来ましたよ？」

　──ちっ。

　どうせまたろくでもない客だろう。そう思い、彼は頭をガリガリと搔かく。

　ノックの音は続く。

「はーい、ただいま！」

　ルミアが元気よく返事をして、ぱたぱたと玄関まで小走りに進み、扉を開ける。

「いらっしゃいま……」

　そこで少女は、急に硬直し、無言でドアを閉めた。

「どうした？」

「いえ、なんでも」ルミアは視線を泳がせながら、玄関の前で瞬まばたきを繰り返す。

　ピンとくる。

　──女だな。

「ちょっとどけ」

「おしさま、大丈夫です、私が応対しますから」

「そうやっておめぇ、今まで何人追い返してきたんだよ？」

　ルミアは女性客、とりわけ若い女性が来ると急に不機嫌になり、隙あらば追い返そうとする。どうにも嫉妬深いのが困ったものだ。

「ほらどけ」

「ああん、おしさまがまた女め狐ぎつねにたぶらかされてっ」

「どこでそんな言葉を覚え──」

　そう言いながら、ルミアを押しのけてドアを開けると、

　──！

　そこで彼は言葉を飲み込んだ。

　玄関に立っていたのは、一人の騎士だった。

　すらりとした背丈に、黄金の鎧よろいをまとい、背中には巨大な白銀色の竜殺しドラゴンキラー。流れる髪が黄金の光沢を放ち、そのエメラルド色の眼まな差ざしは強い意志を宿している。

　それは勇壮にして優美な竜騎士団の団長。




「拙者、エルセシル・エメロードと申します。高名なるフィーゴ・アンヴィル殿にお会いしたく、参上つかまつりました」




　　　　２




　来客用のテーブルで、二人は向かい合う。

　黄金の鎧よろいをまとい、すっと背筋を伸ばした女性はエルセシル・エメロード。先ほど店の前の通りを行進していた王国竜騎士団の団長。武人らしい堂々とした佇たたずまいが、普段はまったりしたアンヴィル亭の雰囲気に緊張をもたらす。若い女性らしく香水でもつけているのか、その長くて美しい金髪が揺れると、ふんわりと甘い香りがした。

　傍かたわらでは、ルミアがどこか警戒した目つきでお盆を胸に抱いている。若い女性が来店するといつもこんな様子だが、今回はとびきりの美女とあって一層ピリピリした様子だ。

　フィーゴは向かいの椅子に座ったまま、予想外の客人を見つめていた。エメロードが壁に立てかけた巨大な竜殺しドラゴンキラーが歴戦の勇猛を物語っており、それが彼女自身をなおさら戦女神の化身のように演出した。

　奇妙だった。

　彼女は凱がい旋せんしたばかりで、まだ一時間かそこらしか経たっていない。本来なら獲物の積み下ろしやら、上層部への戦果の報告など、いろいろとやることがありそうだったが、こうして真っ先にこの店に顔を見せていることが、かなり急ぎの用件であるように思われた。

「このたびはご多忙なるところ、突然に訪問して誠に申し訳ございません」

　女性は折り目正しくお辞儀をする。金髪の毛先がテーブルに載ると、それは窓からの光で艶あでやかな流線を描いた。

「それでご用件は？」さっそく気になることを尋ねてみると、

「はい。それなんですが……」

　エメロードはわずかに視線を窓のほうに走らせ、視線を戻した。言いづらそうな気配が伝わる。凱がい旋せんして間もないのに、こうして騎士団の詰め所からも離れたアンヴィル亭を訪ねてきたことに何か事情を感じさせた。

「おいルミア」

「は、はいっ！」

　上ずった声で返事をするエルフ少女。

「紅茶のおかわりですか!?」

「まだ飲んでねぇよ。……ちょっと市場まで茶菓子を買って来い」

「えー、私が行くんですかァ!?」

「他に誰がいるんだよ」

「茶菓子なら先ほどのパンケーキがあります！」

「おまえの食いかけを客に出せるか。いいから買って来い」

　フィーゴは懐ふところから銀貨を投げるが、空中でキャッチしたルミアは、「おしさま、私がいない間にその女を口説くんでしょう？」と恨めしげに見つめる。

「早くいけ、業務命令だぞ」

「ぶ～！　おしさまの助平！　浮うわ気き者！　春先のグリフォン！」

　カランカラン、と鈴を鳴らして少女は扉から出て行く。市場までの往復は、どんなに早くても半はん刻ときはかかるだろう。ちなみに春先のグリフォンは、誰彼かまわず交尾することで有名だ。

　窓のカーテンを引くと、フィーゴは改めて席に着く。

「お人払い、かたじけない」

　また、エメロードは角度のついたお辞儀をする。武人の中の武人、という評判は伊達だてではないようだ。

「本日、アンヴィル殿にお願いしたい用件は、これです」

　そう言うと、彼女は背後の壁に目を向けた。そこには彼女の『竜殺しドラゴンキラー』が立てかけられている。座った状態だと、持ち主の背丈ほどになる逸品。

　──見事な大剣型だな。

　一般に、竜殺しドラゴンキラーには籠手型と大剣型があり、籠手型は腕に装着して鱗うろこを貫くタイプで、主に小型のドラゴンを狩るのに適している。対して、エメロードのものは大剣型と呼ばれ、その名のとおり巨大な刀身に、鱗うろこをこそぎ落とすためのギザギザの刃が加工されている。大型のドラゴンを仕留めるために特化された武器だが、その重量とサイズゆえに扱える使い手が極めて限られた代物だ。

「修理か」

「いいえ。実は──」

　そこで彼女は本題を切り出した。




「買い取っていただきたいと思いまして」




　耳を疑う。

「買い取る？　その『竜殺しドラゴンキラー』を？」

　竜殺しドラゴンキラーと言えば、竜騎士にとって『魂』とでも呼ぶべき武器だ。

「はい。それでおいくらになるか、鑑定していただきたく」

「待ってくれ。竜殺しドラゴンキラーを手放したら、あんた仕事にならんだろう」

　王国竜騎士団は、その名のとおりドラゴン専門の討伐部隊だ。アル・メタリア近郊のダンジョンに出没する獣たちはほとんどが硬い金属製の外皮に覆われているが、その中でもドラゴンは別格だった。刀身を特別に鍛え上げ、刃先に特別の加工を施した『竜殺しドラゴンキラー』以外はまず歯が立たない。並の武器なら一撃でぽっきり折れる。だからこそドラゴン討伐は、高額な装備が揃そろえられる王国騎士団や大手ギルドしか手が出せない。

「新しい武器を新調するのか？」

「それは……」

　エメロードは言葉を濁す。

「とにかく見せてもらおうか」

　事情を問とい質ただす前に、まずは現物を見ようと思った。時に金属は、人の言葉よりも真実を映し出す。

「よろしくお願い致します」

　見るからに重そうな竜殺しドラゴンキラーを、軽々と持ち上げるエメロード。白くて細い腕に急に筋肉の力ちから瘤こぶが盛り上がる様子は、内に秘めた力の凄すさまじさを雄弁に語る。

「テーブルに置いてくれ。鞘さやから引き抜いてな」

「はい」

　言われたとおり、彼女は鞘さやから竜殺しドラゴンキラーの刀身を引き抜く。その切っ先の鋭さとは裏腹に、刀身は人間の胴体はありそうなほど肉厚に膨らみ、両刃のうちの片方はギザギザになっている。元より、ドラゴンの硬い鱗うろこに負けないように重厚長大さが求められる武器だが、ここまでの見事な逸品は経験豊富な鍛冶屋の彼もなかなか見かけたことがなかった。特注品であるのは間違いない。

　刀身、波紋、反り、厚み。あらゆる角度から鑑定を試みる。使い込まれてはいるが、手入れも丁寧にしてあり、大事に使われてきたものだと分かる。銘を見ると、『マリア・グラシア』とある。聞かぬ名だが、この丁寧な仕事は腕の良いい職人で間違いない。職人レベル50超えは確実だ。たいていの鍛冶屋ギルドでトップを張るレベル。

「失礼するぞ」

　彼は腰からハンマーを引き抜き、刀身を軽く打った。

　キーン、と高い音色が響く。目を閉じて耳を澄ませる。

　──『金脈』は……混ざりっ気なしの鉱だな。何より──

　いい『声』だ。

　金属には固有の構造があり、それは鍛冶屋の業界用語で『金脈』と呼ばれる。フィーゴの場合、ハンマーで金属を叩たたき、そこから発する『声』によって金脈を判定するのが鑑定の基本となる。職人によっては『声』以外に、『色』や『味』で判定するのを得意とする者もいて、どこに重きを置くかは職人の個性が現れる。

　声が消え去ると、彼は目を開いた。そこにはやや不安げな面持ちの女騎士の姿がある。

「駆け引きナシでいこう。五百万アーツ。それ以上でも以下でもない」

　それは、彼としてはかなり奮発した額だった。手入れの行き届いた良品とはいえ、あくまで中古品であり、使用されている金属も一部を除いてそれほど希少なものとは言い難にくい。本来なら四百万アーツでも良かったが、プラス百万は今聞こえた『声』が気に入ったからだった。持ち主に愛された名品。それが伝わる声だった。

「五百万……ですか」

　それなりの値をつけたつもりだったが、エメロードは浮かぬ顔だった。あからさまに落胆した様子が分かる。

「なんだ、不服か」

「いえ、そういうわけでは……」言葉を濁しながら言う。「ただ、目標の金額に、届かなかったものですから」

「目標はいくらだったんだ」

「ええと……」

「参考までに聞かせてくれ。話によっちゃもう少し考えてもいい」

　普段は面倒な価格交渉などには応じないフィーゴだったが、今日は多少譲歩しても良い気分になっていた。世の中には、いたずらに高い武器を買い求め、しかもそれをろくに使いこなせない宝の持ち腐れのような冒険者が少なくないが、この女騎士はその逆だった。武器を愛し、武器にも愛されたことが先ほどの『声』ではっきりと分かった。それは金銭では推し量れない価値であり、この実直そうな武人の『魂』とでもいうべき武器にはその価値があると思えた。

　しかし。

「少なく見積もって……」次の言葉は別の意味で驚きだった。「三千万アーツ」

「三千万……だと？」

　相手はこくりとうなずく。

　──おいおい。

　無茶苦茶だった。いくらなんでもふっかけすぎだ。

「あんた、相場は知ってるのか？　この手の武器の」

「いいえ」

「自分の武器を売ったことは？」

　彼女は素直に首を振る。金髪が流れ、髪がわずかにほつれる。

　──素人しろうとか。

　竜騎士としては超一流でも、売買には素人しろうと。生粋の武人にはよくある話だが、それでもフィーゴは違和感を覚えていた。欲の皮が張っているようには見えないし、王国の騎士団長がそうそう金に困るとは思えない。

「三千万アーツ、必要なんです。だから、売れるものは、なんでも売りたいんです」

「なんでもって言われてもな」

「たとえば、この鎧よろいはいかがでしょうか」彼女は自らの胸に手を当てて言う。「これはかつて、王国剣術指南大会で優勝したときの副賞。売るには忍びないが、今はどうしてもお金が必要なんです。どうか、これも買い取ってください」

「そりゃかまわんが……」

　彼女は必死だが、それがかえって引っかかる。

「これ、おいくらになるでしょうか」

「鑑定しねぇと分からねぇよ」

「では……」

　エメロードはおもむろに立ち上がり、鎧よろいを脱ぎ始める。一体何をそんなに焦あせっているのか、彼には理解できない。

　黄金の鎧よろいを、するりと脱いだ瞬間だ。

　──ぶっ！

　彼は思わずのけぞった。




　エメロードは裸だった。




　鎧よろいの下には、下着すら身に着けておらず、白くて豊かな双丘がたわわに揺れる。おい、待て、何やってんだ、という彼の制止も聞かず、今度は鎧よろいの『下』まで脱ぎ出し、あっという間に彼女は上下ともに全裸になる。

「バカヤロー、何やってんだ!?」「え？　だって鎧よろいを鑑定していただけると」「いいから何か服を──」




「おしさま～!!」




　ガーンと扉が開いて、不肖の弟子が入ってくる。

「やっぱり浮うわ気きじゃないですか！」

「てめぇ、ドアの前で聞いてやがったな！」

「私というものがありながらっ！　私というものがありながらっ！」

　半泣きのルミアが師匠の胸をポカポカと殴る。

「これは誤解だ！」

「そうだぞ！　拙者、お金が必要だから脱いだのだ！」

「待てエメロード！　火に油を注ぐんじゃない！」

「やっぱりおしさまは全裸が好きなんですね！　なら私も脱ぎます！」

「やめろ！　店先で服を脱ぐな！」

　ルミアは対抗心を燃やしたのかいきなりスカートを下ろす。

「いいからアンヴィル殿、拙者のはおいくらになりますか!?」

[image: ]

「おしさま～！　女をカネで買ったんですね！」水色の髪のエルフ少女は、その尖とがった耳をピンと逆立てて怒りを露あらわにする。「おしさまの助平！　浮うわ気き者！　春先の──」

　そばにあった木き槌づちを持ち上げると、

「グリフォン！」

　それは勢いよくぶん投げられて、師匠の頭にスコーンと当たるのだった。
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　その日の夜。

「…………」

「…………」

　いつもならうるさいくらい饒じよう舌ぜつにしゃべるルミアが、今夜に限っては一言も発せず、黙々と食事をしている。いつもなら腕によりをかけたディナータイムとなるはずが、今日は水の一杯も出ず、ヒビの入った木皿にひからびたパンの欠片かけらが無造作に置かれただけだった。

　ルミアを見ると、リスのようにパンを頰張ってムグムグやりながら、眉を吊つり上あげて怒った顔をしている。昼間のことをまだ根に持っているのは間違いない。

「パン以外にねぇのか」

「…………」

　少女は答えない。耳は斜め上に固くそそり立っており、エルフ特有の怒りのポーズを示している。

「いつまでむくれてんだ。あれは誤解だって、エメロードも言ってたろ」

「…………」

「あいつは鎧よろいの下に何もつけない習慣なんだよ。蒸れるとか、風通しが悪いとかで」

「…………」

　ルミアはちらりとだけ片目を開けると、その青い瞳でフィーゴを睨にらみつける。普段はベタベタと寄ってくるくせに、一度機嫌を損ねると始末が悪い。とりわけ女性がらみのときは厄介だ。

　ハア、とんだ災難だ、あそこであの女騎士が裸になったりしなければ……そう思うフィーゴだが、当のエメロードはとっくに引き上げて今この場にはいない。結局あの後は、目標の買取金額に達しなかったことを不満に思ったのか、何も売らずに帰っていった。

　乾いたパンを水なしで無理やり飲み込み、今日はもう寝ようと思ったときだ。

「……昼間の人」

　ぽつりと、ルミアが口を開いた。

「とても、綺き麗れいでしたよね」

「ん？　まあ、そうかな」

「とっても美人さんでしたよねッ？」ルミアの語調はどんどん荒くなる。「スタイル抜群でしたよねッッ!?」

「何が言いたいんだ！」

「なんだか良いい香りもしましたよねッッッ!?」

「だから何が言いたいんだ！」

「おしさまは鼻の下を伸ばしてましたよねッッッッ!?」

「伸ばしてねぇし！」

「おっぱい大きかったですよね!?　でも私だって負けてませんからね!?　将来性を考えれば私のほうが勝ってますからね!?」

「近い近い近い！」

　すでにルミアはぐいぐいと胸を押し付けてフィーゴに詰め寄っている。彼はその体を押し返し、「いいからもう寝ろ！　明日も早いんだぞ！」

「じゃあ明日からアンヴィル亭は女性客立ち入り禁止でいいですよね!!」

「おまえは店を潰す気か！」

「おしさまに愛妻家を名乗る資格はありません[image: かんたんふ]」

「名乗った覚えもない！」

「ふーんだっ！」

　ぷい、とルミアはそっぽを向く。もう放っておこうかとも思うフィーゴだったが、そこで不機嫌な弟子は、ふと気になることを告げた。

「──それに」

　急に声のトーンを落として、真面目な口調になる。

「ちょっと不自然でした」

「不自然？」

「おしさまは、気づきませんでしたか？　あの人の匂い」

「匂い……」

　思い当たる節がある。

「香水のことか？」

「そうです。あの、甘ったるい香水の匂いです。すれ違ったときにはっきりと分かりましたが、あれはペインアップルという森の奥にしかない果実の匂いで、最近では女性向けの高級化粧品の原料にもなっているようです」

「それがどうして不自然なんだ？」

「血ち糊のりです」エルフの少女は己の推察を流りゆう暢ちように述べる。「あれほどの高級品で自分の匂いを気にしている人が、血ち糊のりの拭き残しがある鎧よろいをまとって出歩くこと自体、極めて不自然です」

　言われてみれば、確かにそのとおりだった。竜殺しドラゴンキラーのほうは丁寧に手入れをされていたが、鎧よろいはドラゴンのものらしき血ち糊のりがついていた。

「ふむ……」

　フィーゴも顎に手を当て、弟子の言葉に耳を傾ける。この弟子は、時々こうした鋭い観察眼を発揮するのだ。

「他に気づいたことはあるか？」

「えーと、あとは……、顔のお化粧ですね」

「化粧？」

「あの人、化粧品は確かに高級なんですけど、なんだかお化粧の仕方が、どこか不慣れな感じで……」

　ルミアの耳がかすかに揺れる。

「ここから先は、私の勘ですけど……」

「話してみろ」

「あの人が、大金が必要なのは……おそらくあの化粧品が、何か関わっているような気がするんです。いえ、化粧品だけでなく、何か良くない取引に関わっているのかも……」

「良くない取引？」

「借金とか、あるいは、その、男がらみとか」

　ルミアは心持ち小さな声で言う。

「…………」

　弟子の推理を静かに聞きながら、フィーゴは内心で感心していた。彼と違って、ルミアはすぐに店の外に追い出されたので、エメロードと会ったのは一瞬だ。扉の外で話を立ち聞きしていたにせよ、話の細かな内容までは知らないはずだ。にもかかわらず、彼女がお金を必要としている動機まですらすらと述べてしまった。その観察眼と推理力には感心する。こんなふうに、時々この少女は師匠を驚かせるような明めい晰せきさを見せるので、ただの不出来な居候いそうろうとばかり侮あなどることはできない。

「しかしおまえ、よくペインアップルなんて高級品を知っていたな」

「女の子ですから、それくらいは知ってますよ～。他にもグリーンネーブルとか、ブルーキウイとか、果物系の香水は定番ですし、近隣の森では自生している品種も多いですし」

　ルミアはおどけた様子で答える。この少女は時々、妙に上流階級の作法やたしなみに詳しかったりする。今回だけでなく、高級品の名前をすらすらと出したり、ふらりと入った料理店で作法が完璧だったりすることもあり、どこか育ちの良さを感じさせた。

「そ・れ・で」

　ルミアは急にフィーゴに近づき、上目遣いで尋ねた。

「肝心のおしさまは、どんなお化粧が好みなんですか？」

「は？」

「私、おしさまのお願いだったらどんなお化粧もしちゃいますよ♥　大人のフレグランスがする、あまぁ～い香水なんてのも……んぐぅ」

　接近してきた少女の顔面を、フィーゴは容赦なく手のひらで押し返す。

「俺は香水嫌いなんだよ」

「市場には嗅ぐだけで相手がメロメロになる香水もあるそうですよ？」

「なんだその怪しい薬物。くだらねぇこと言ってないで、さっさと寝ろ」

　少女をあしらいながらも、彼はエメロードの言葉を思い出す。

　──今はどうしてもお金が必要なんです。

　何か、あるな……。

　床に落ちていた金色の髪を拾い上げながら、フィーゴは女騎士の思いつめた表情を思い出していた。
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　数日後。夕ゆう陽ひが沈み、夜が支配した世界。

　低い音のベルを響かせて、酒場に足を踏み入れる。

「おや、こんな夜中に珍しいねぇ、最高職人グランドマイスター」

　年老いたマスターが、ワイングラスを拭きながらこちらを見る。顔に刻まれた深い皺しわが酸すいも甘あまいも嚙かみ分わけた人生の年季を感じさせる。

「その呼び名はやめてくれよダイヤン。あんたに言われると皮肉にしか聞こえねぇ」

「カカカ、わしなりの敬意じゃよ」

　ダイヤン・ダルンは歯を見せて笑う。ギルド協会で最も権威のある男が、こうして酒場のマスターをしていることを知る者は少ない。ギルドの会合では白い付つけ髭ひげをしているので印象がかなり違うし、こうして笑顔を見せることも滅多にないからだ。

「どうじゃ、新婚生活は？」

「俺は独身だ」

「ルミアちゃん、可愛かわいいし、ナイスバディだからのう。さっさと結婚しないと誰かに取られちまうぞ」

「そのときは祝しゆう儀ぎを弾んでやるさ」

　カカカ、と高らかな笑い声が響く。「大切なものはな、失ってから気づくんだ」と、ダイヤンは年寄りらしい説教を始めるが、フィーゴは「いいから酒。いつもの」と席につく。照れるな照れるな、と店主はまた大きな声で笑うが、それを見み咎とがめる者はいない。一見さんお断り、夜しか営業しない裏通りの酒場は、他に客はいないので誰に遠慮する必要もない。なぜギルドの長老がこんな副業をしているのかと尋ねれば、老後の道楽という答えが返ってくるのが定番となっているが、もちろんそれだけが目的ではないことをフィーゴは知っている。

　フィーゴがこの店にやってきたのは、確かめたいことがあるからだった。『あの人が、大金が必要なのは……何か良くない取引に関わっているのかも』──数日前に聞いたルミアの推理は、かなり真相に近いところを言い当てているように思えた。また、あの実直そうな女騎士が抱えている事情も気になったし、一度でも自分の店に持ち込まれた『金属』のことは、なんだか他人ひと事ごとではないような気もしていた。本音を言えば、あの見事な竜殺しドラゴンキラーが他人の手に渡るのが癪しやくだったということもある。

　しばらく、お勧めの酒やらツマミを飲み食いし、互いの近況などを話したあとだった。

「──あんたに訊ききたいことがあってよ」

「ほいきた」

「なんだ、嬉うれしそうだなダイヤン」

「おまえのことは亡なき先代からよろしく頼まれているからなあ。もっとも、おまえがなんでも一人で解決しちまうから、わしゃあ寂しくてならんわ」

「年寄りみたいなことを言うなよ」

「とっくに年寄りだよ。で、なんだね」

　ダイヤンは微笑を浮かべたまま、新たな酒を注つぎ足たす。

「エメロードって騎士、知ってるか」

「竜騎士団の？」

　フィーゴがうなずくと、ダイヤンは「戻ってきたのは三日くらい前だったかね」とグラスを拭きながら答えた。

「話が早い。何か知っていることはないか？」

「見初めたのかね。ルミアちゃんがヘソを曲げるぞ」

「もうとっくにご機嫌斜めだよ。というか、話の腰を折るな」

「おまえにはとんと浮いた噂うわさを聞かないからね。アンヴィル亭も夫婦で切り盛りしたほうが繁はん盛じようするだろう」

「ほっといてくれ」

　年寄りはこういうことに世話を焼きたがるから困る──そんなことを考えながらフィーゴは酒を一口飲み、話を戻す。

「何か知ってることはないか？　金に困ってるとか、借金取りに追われてるとか」

「あの堅物そうな騎士団長が？」

「噂うわさでもなんでもいい」

「そうだねぇ……。わしも顔だけは広いほうだが、鍛冶屋はともかく、騎士団のことはちょっとねぇ」

　老人はグラスを拭きながら、首をひねる。その間、フィーゴはぐいっと酒を呷あおり、グラスをカウンターに戻した。

「もう一杯いくかね」

「ああ。……だけどこのグラス、もうやめたほうがいいぞ」

「なんだって？」

「透明雀すずめの卵」彼はグラスを軽く弾き、音色を確かめる。「あと三回ってとこだ」

「いや、このグラス、最近下ろしたばっかりじゃぞ」

「金属がちっとばかし『鳴いている』。ま、どうするかは任せるが」

「やめておこう」ダイヤンは新たなグラスを取り出し、酒を注ぐ。「おまえさんの勘は当たるからねぇ。……どれ」

　そこで老人は、小さな麻袋を取り出すと、中に先ほどのグラスを入れた。卵の殻を割るように、麻袋をコンコンとテーブルに打ちつけると、三回目にしてパリンと音がした。

「市場で見つけて、掘り出しもんだと思ったのにのう……わしの眼めも老いぼれたもんだ」

「元のブツは悪くないから、要は古かったんだろ」

「慰めはいらんよ」

　ダイヤンは麻袋をゴミ箱に入れると、ふーっと息を吐いた。それから「あ、そういや……」と思い出したように言った。

「これを仕入れた市場の商人から、妙な噂うわさを聞いたなあ」

「どんな？」

「まあ、本来なら誰かに話すようなことじゃないが、おまえさんだけは特別に話してもいいかなあ、どうしようかなあ」

　老マスターは思わせぶりに白い眉を持ち上げ、ちらちらとこちらを見る。

「分かったよ、仕事を請けりゃいいんだろ」

「レベル80以上でな」

「言っておくがすぐには無理だからな。ルミアのせいで仕事がちっとも捗はかどらねぇんだから」

「分かっておるよ。なに、ちょっとした鑑定仕事だ。最近新参者が増えたぶん、市場にニセモノが多くてのう。おまえさんの力を借りたいんじゃよ」

「そういうのはセレスティアに頼めよ。孫だろ」

「いや、ダメだ。あの子に頼んだらわしの命がいくつあっても足りん」

「どんな孫だよ……」

「まあとにかく、わしはおまえさんを一番買っとる。だから頼むよ」

「まあ、いいけどよ」

「よーし！　儲もうけた儲もうけた！」

　急に商売人らしいことを口走りながら、ダイヤンは自分で入れた酒を呷あおる。仕事中だろ、と思ったが注意する気も起きない。元々この老人にとっては道楽なのだ。

「ぷはあー。染しみるのお」

「で、情報は」

「焦あせるな焦あせるな。……まあ、いくつか思い当たるフシはあるな。最近市場に増えたニセモノとか、ヤクザまがいのドワーフ・ギルド、あとは……ちょいと気に入らねぇ金貸しもどき」

「金貸しもどき？」最後の言葉が気になる。

「最近、冒険者を相手にした『金貸し』が増えているらしい。元手のない若い冒険者を狙って、最初は安い利息で金を貸す。冒険者はそれで武器や防具を揃そろえ、ダンジョンで外殻獣を狩る。で、それを売った儲もうけで借金を返す」

「普通だな」

「そう、そこまではな。問題はそこからだ」

　ダイヤンは声を潜める。

　金貸しは、確かに最初は安い利息で金を貸す。しかし、冒険者が長旅から帰ってくると、なぜか利息は膨れ上がり、当初の元本より何倍もの借金になっている。暴利だと反論しても、契約書には一見それと分からないように利息の計算方法が書いてある。なんでも、雪だるま式に利息が膨らむような契約になっており、こうしたことに疎うとい駆け出し冒険者が数多く被害に遭っているのだという。

「あこぎだな」

「ああ。命がけで帰ってきた冒険者から、一切合切を巻き上げる。しかもバックには、どうやら厄介な連中もいるようでな」

「マフィアか何かか」

「それは分からん。逆らえばちょいと腕っぷしの強いゴロツキが出て来るようだ。食い詰めた冒険者か、兵隊崩れかは知らん」

　あんまり目に余るようなら、冒険者ギルドと鍛冶屋ギルドで、何か対策を考えねばならんなあ、と老人は顔をしかめた。

　アル・メタリアでは毎日多くのダンジョンが開拓され、そこで狩られた外殻獣たちが多くの『金属資源』を市場に供給する。景気が良いい分だけ、怪しい話も多く、ニセモノを摑つかまされたり詐欺に遭ったりすることも少なくない。それゆえ、王国が『職人マイスター』の制度を国を挙げて推進しているわけだが、それでも被害は後を絶たなかった。

　最近は、冒険者のみならず役人や騎士までも借金を抱えて、王国側も手を焼いているようだ……という話まで聞いて、フィーゴはピンと来るものがあった。

「なあダイヤン。もしかしてだけど、その金貸しは人に物を売りつけて、その返済のために金を貸すタイプか？」

「分割払いってことかの？」

「それだ」

「あー、そうそう、思い出した」ダイヤンは白い髭ひげを撫なでながら、記憶をたどるように天井を見上げて告げた。「確か、男相手には武器・防具を売りつけ、女相手には異国から仕入れた珍しい衣服とか、ドレスとか、宝石とか……あとは化粧品なんかを売りつけて、高額の借金を背負わせる手口だったかな」

　──最近では女性向けの高級化粧品の原料にも──

「そうか」

　そこでフィーゴは席を立った。

「なんだ、もう行くのか」

「ちょっと急用を思い出してね」

　彼は支払いをしようとしたが、ダイヤンは手を振った。

「最高職人グランドマイスターから『契約』が取れたんだ。はした金などいらんよ」

「そうはいかねぇよ」

　女神像の彫られた銀貨を指で弾くと、それは老人のグラスに見事に収まった。
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　酒場からの帰り道。

　フィーゴは街外れの道を一人で歩いていた。

　──最近は、冒険者のみならず役人や騎士までも借金を抱えて、王国側も手を焼いているようだ。

　ダイヤンの情報から、彼には思い当たる節があった。あくまで可能性の話だが、せっかく近くまで来ているのだから足を延ばしてもいい。明日は明日で溜たまった仕事があるし。

　そんなことを考えながら、彼はアル・メタリアの東側にある『検問』に来ていた。聖スチリア王国の作った検問は、夜間でも何台か馬車が順番待ちをしている。ここで冒険者として登録しないと街には入れない仕組みだ。

　検問を通過した馬車が、今夜の宿を求めて街の一角に進んでいく。しかし、どこも満員で空きがなく、追い返されては困った顔で出てくる。近場の宿は昼間に到着した冒険者たちですぐに埋まってしまうので、夜間到着組は足を延ばして探さなければならない。

　フィーゴはその馬車の後ろを、距離を取って付いていった。

　ダイヤンの話から、彼はいくらか推測を巡らせていた。若い冒険者を狙う高利貸し。普通なら、そんなものはギルドによってすぐに取り締まられる。ギルドメンバーに手を出すヤツは袋ふくろ叩だたきになるのがこの街の掟おきてであり、そこに得体の知れない金貸しが入る余地はない。もし、冒険者酒場で融資の勧誘でもしようものなら、即座に囲まれてつるし上げに遭うだろう。金貸しはきちんと商人ギルドに登録し、しかるべき手続きを踏んで市場に参入しなければならないし、あんまり暴利をむさぼるようなら登録を抹消される。

　──もぐり業者。

　まず、そう見て間違いなかった。無登録で、ギルドや治安官の眼めを盗み、若い冒険者を騙だます。相手が払わなければゴロツキを雇って無理やり巻き上げる。役所の方も、個人の金の貸し借りにはそうそう取り合ってくれないし、ギルドも慈善事業ではないので、相談には乗ってくれるだろうが金を取り戻すまでの面倒は見てくれないだろう。また、『詐欺に遭った冒険者』という評判は、冒険者としての沽こ券けんと信用に関わるので、あまり大っぴらにしたくないのが被害者の正直な気持ちであり、そういう意味で発覚しにくい。良く言えば巧妙、はっきりいえば悪質な仕組みだ。

　だからこそ、行動は読めた。

　検問付近では衛兵の眼めがある。冒険者酒場ではギルドの眼めがある。となれば、ここ『宿場町』を狙うのが必然──フィーゴは自らの推測に従い、その馬車の後をつける。

　そして的中する。

　何軒もの宿屋に断られ、旅の疲れもあってへとへとの様相を呈している冒険者たち。そこに、物陰から一人の男が出て来た。その男は愛あい想そよく手を挙げ、「今夜の宿をお探しですか？」などと声を掛けた。宿探しに困っていた冒険者たちはその話に飛びつき、男に案内されて路地裏にある宿屋へと入っていく。一見すると、なんでもない宿の客引き。

　フィーゴは路地の出口で待った。

　そして、先ほどの客引き男が出て来たところで、

「どうも！」

　親しげに挨拶をしてみせた。いつものぶっきらぼうなフィーゴではない、いかにも愛あい想そのよい軽い声。もちろん演技だ。

　男はフィーゴの登場に驚き、ヒッと短く叫んでのけぞった。無精ひげを生やした、年齢はフィーゴよりだいぶいった中年男。

「借金を返しに来たんですが……まずかったですかね？」

「なんだ、驚かせるなよ。ギルドか治安官だと思ったじゃねーか！」

「すんません、ちょっと金ができたもんで」

　彼はポケットから、何枚かの金貨を出してみせる。暗闇の中で光る黄金の輝きに、男が目の色を変える。カマを掛けてみたのが功を奏したのが分かった。

「ついてきな」

　男はまた路地裏に引き返して行く。

　フィーゴが後についていくと、やがて男は小さな『宿』に入っていった。薄暗い路地で、言われなければ民家と区別がつかないようなたたずまいの建物。

　階段を上り、二階の一室に案内される。ここで待ってろ、と言い残し、男はいったん部屋を出て行った。

　──ここが『仕事場』ってわけか。

　フィーゴは室内を見回し、注意深く観察する。あまり掃除がされているようには見えない宿の部屋には、壁かべ際ぎわにベッドが一台あるほかは、小さなテーブルと椅子があるのみ。金に困った冒険者が、とりあえず雨風をしのげる安宿としてはこんなものだろう。表通りから離れ、引っ込んだ場所にある立地は、官吏の目を盗むには打ってつけだ。

　彼は椅子には座らず、腰に下げた愛用のハンマーを手に取った。くるくると指先で遊ぶように回しながら、室内を歩き、壁を触ったり、時に床を靴でコツコツと叩たたいたりした。宿は金属製の柱と壁からできており、そこに厚めの塗料が塗られている。ここアル・メタリアの建造物は八割以上が金属製で、地理的に圧倒的な金属供給量がある土地ならではの造りだ。

　──壁も柱も普通の『地下鉄アングラ』だな。そこにやっすい塗料でメッキ加工してごまかした感じか。

　職人らしく、金属製品の材質を確かめる。

　この『地下鉄』というのは、文字通り『地下』から採掘される鉄のことで、金属外殻獣メタルモンスターたちの死骸が時間をかけて変化し、鉄鉱石として産出されるものだ。街の近郊の土地を掘ればどこからでも出てくるようなごくごく一般的な金属資源であり、クズ鉄と揶や揄ゆされる向きもあるが、実際には軽くて丈夫、加工がしやすいという優れもの。ただ、あまりにも産出量が多いため、市場ではひと山いくらで取引される。

「どれどれ……どんなハコモノかな」

　フィーゴはハンマーを振り上げると、床の一点に向かって軽く振り下ろした。

　コーン。

　小気味よい金属音が、古い宿に響き渡る。彼は耳を澄まし、その残響を余すことなく聞き取る。

　──主要な素材は『地下鉄』だが、けっこう混ぜ物があるな。純度は低いし、仕事も甘い。職人レベルが低いっていうよりは、こりゃ手抜き工事だな。基礎工事はワイバーン銅、やけに分厚い……地下に倉庫でもあるのか？　それと、三階の一室だけハーピー製のメッキ加工……ここだけ素材が高級。『元締め』か、高い商談の部屋か。あとは……。

　ハンマーによる鑑定のうち、建物全体を鑑定する場合を『ハコモノ鑑定』と呼ぶ。それ自体が高等技術であるが、フィーゴのようにたった一度ハンマーを振るうだけで鑑定できる職人は数えるほどしかいない。

　──一階に七名、これは冒険者のキャラバンか。鉄分が減ってる。長旅の疲れだな。二階は五、いや六名。こっちは疲労も少ない。三階には二人。片方がさっきの男で、もう片方はだいぶ太った男だな。さっきのハーピーメッキの部屋か。じゃあこいつが親分さんか。

　人間の体内には、さまざまな『金属成分』が含まれている。血液の中を流れる鉄分はもちろん、亜鉛、銅、アルミニウムなど、微量の金属は人に限らず生命の構成要素だ。熟練した金属職人は、こうした人体が含有する金属成分を判別し、ときには診断すら下すことができる。これらの人体の血中成分を判定する『金脈』は、特に他と区別して『血脈』と呼ぶ。

　──よし。

　おおかたの情報を把握すると、彼は扉を開けた。待っているのは性に合わない。

　廊下に出て、階段まで戻る。それから建物の最上階である三階を目指し、鉄さびの浮いた階段をゆっくりと上っていく。三階の廊下に人影はない。彼は躊ちゆう躇ちよなく、とある一室の『錠前』に軽く一撃を加えると、それは氷砂糖のごとくあっさりと粉々になる。これは、対象の材質から、金属疲労の程度、構造上の弱点を瞬時に見抜く能力だった。古い金属ならかなりの確率で金属疲労が溜たまっているので、それを利用した破壊技術だ。

　──やっぱりな。この部屋か地下室のどっちかだと思っていたぜ。

　室内には、ぎっしりと武器や防具が置かれていた。壁に立てかけた槍やり、ベッドに並んだ剣、転がった兜かぶと……冒険者たちの装備と思おぼしきものがひしめいている。この部屋にあるものだけで三十人分のフル装備ができそうな量だ。

　ずいぶんと巻き上げたなあ、と呆あきれながら、彼は『あるもの』を探していた。積み上げられた刀剣や鎧よろいたちをひとつひとつ押しのけながら、目当てのものを探す。

　すでに彼には目星がついていた。以前アンヴィル亭に持ち込まれたときに、その『武器』の性質は完全に把握している。一度鑑定したものは決して忘れず、その『声』はどこにいたって聞きつける。まるで長年暮らした家族のように。

「お、あったあった」

　重たい鉄製の鎧よろいを押しのけたとき、フィーゴは『それ』を見つけた。それは巨大で、荘そう厳ごんで、迫力に満ちた、歴戦の──

　そのときだ。

「そこで何をしている……ッ!!」

　怒声が飛んだ。振り向けば、入口には男が一人。さっきの男とは別の、恰かつ幅ぷくの良いい男。

「ちょっと、こいつに用事があって」フィーゴは今見つけたばかりの『それ』を掲げる。「持って帰らせてもらうぜ。どうせ借金のカタに巻き上げたもんだろ？」

「勝手なことを抜かすな！　おいっ、野郎ども、怪しいヤツがいるぞ!!」

　その声で、静かだった宿は途端に蜂の巣を突いたような騒ぎになる。階段を駆け上がる足音が続き、廊下には屈強そうな男たちがひしめく。

　──逆らえばちょいと腕っぷしの強いゴロツキが出て来るようだ。

「さすがダイヤン、正確な情報」

「何をゴチャゴチャ言ってやがる？」男たちはボキボキと指の関節を鳴らし、室内にあった武器を拾い上げる。「『それ』はここ最近で一番の出物なんだ。てめえみたいなトーシロにゃ分からねぇだろうがな」

「なるほど新参者だ」

　世界最高クラスの職人は、腰のハンマーを手に取り、くるりと回した。

「俺の顔を知らねぇんだからな」
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　勇壮なる騎馬たちが、ずらりと並ぶ門前。

　質実剛健といった飾り気のない建物の上には、荒あら鷲わしを象かたどる王国旗が皇帝の威光を示すように強く翻ひるがえる。

　聖スチリア王国竜騎士団・極西方面部隊の詰め所は、夜中でも煌こう々こうとかがり火が焚たかれ、衛兵が巨大な槍やりを構えて周辺を警戒している。

「何者だ！」

　門まで来ると、衛兵が立ちはだかった。交差した槍やりがフィーゴの行く手を塞ぐ。

　彼は軽い調子で「団長さんはいるかい？」と尋ねる。

「アンヴィル亭のもんが訪ねて来たって取り次いでくれや」

「おまえ、何を──」そこで若い兵士は肩を摑つかまれた。隣にいただいぶ年配の兵士が「ば、ばか、このお方を誰だと思ってるんだ！」と血相を変えて叫ぶ。それから早口で若い兵士に耳打ちをする。

「ひっ……」

　若い兵士は顔を引きつらせ、たじろいだように後退する。「さっさと団長にご報告しろ！」と年配の兵士が怒鳴ると、若い兵士は一目散に駆けていった。

「悪いな、夜中に」

「いえいえ、滅相もございません。とんだご無礼を、最高職人グランドマイスター」

　衛兵は槍やりを立てて、びしりと敬礼した。
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「なんでおめえまで付いてきたんだ」

「だって、おしさまが夜中に逢あい引びきに行くと聞いて」

「違うって言ってんだろ」

「だったら私がいたって問題ないはずですー」

　ぷくりと、エルフの少女がむくれる。

　衛兵の話では、エメロードが戻ってくるまで少し時間が掛かりそうだということだったので、いったん家に戻ったのが良くなかった。さらに出かけようとしたところで「どこに行くんですか!?」「もしかしてあの女のところですか!?」とルミアから質問攻めに遭い、結局いっしょに来ることになった。

「私からあの女に話をつけますから。おしさまは私のものだって」

「余計なことはするな」

　弟子と小こ競ぜり合あいをしながら、しばらく待っていると、

「遅れて申し訳ございません、アンヴィル殿」

　夜の闇から浮かび上がるように、一人の女性が姿を現した。

「悪いな、こんなところまで呼び出して」

「いえ、お気になさらずに。大した距離ではありませんゆえ」

　流れる金髪、白い肌、すらりとした体たい軀く。今は非番なのか、鎧よろいではなく、薄手の上着を羽織っている。肩口から伸びる二の腕は、巨大な武器を振り回すとは思えないほど華きや奢しやで、知らぬ者が見れば貴族の令嬢だと思うだろう。ただ、その身にまとった甘い香水の匂いは、どこかあからさまな感じで、実直で真面目な性格の彼女には不釣り合いに思えた。胸には赤い宝石をあしらったペンダントを下げている。

「ルミア殿もごいっしょでしたか」

「何か不満でもがもがァ！」

　いきなり喧けん嘩か腰ごしで入る弟子の口を塞ぎながら、むんずと襟首を摑つかんで背後に下がらせる。それを見たエメロードは、少しだけ妙な顔をしたあと、

「それで……」

　やや緊張ぎみに切り出す。

「拙者に御用、とは？」

「ちょいと訊ききたいことがあってな」

　彼は足元にある小石を拾い、パッパと土を払う。月明かりに輝く石はまだら模様をしており、これがパラド鉱石と呼ばれる金属資源の一種であることがすぐに分かる。この街にはこの手の鉱石が至る所にゴロゴロしており、『全ての金属の国アル・メタリア』という名前はそういう由来からだ。

「こいつ、知ってるか？」

　フィーゴはパラド鉱石を見せながら、彼女を見る。美しき竜騎士団長は眼めを凝らし、それから、

「申し訳ありません。拙者、そうした知識には疎うといゆえ」

「これはパラド鉱石っていうんだが、別名があってね」

「別名？」

「それはコチボロって言うんですよ？」背後にいたルミアが、ぴょこりと脇から顔を出す。

「コチボロ？」

「コチコチなのに、すぐにボロボロになるからそういう名前なんです……って、おしさまの受け売りですけど」

　ルミアが説明すると、

「コチコチで、ボロボロ……？」エメロードはなおも分からないというように小首を傾かしげ、月光に照らされた黄金の髪をわずかに垂れる。

「ほら、触ってみな」

　ヒュッ、とフィーゴが彼女に向かって小石を放る。エメロードは手のひらで受け取り、石をまじまじと見つめる。

「それ、触ってみると、コチコチで硬いだろ」

「そうですね」

　彼女は指先で、軽く石を突く。

「足元に落としてみろ」

「え？　良いいのですか？」

「ちょうどおまえの足元に大きめの石があるだろ。それに当たるような感じで」

「はあ……」

　彼女は腑ふに落ちない顔のまま、石を足元に落とす。

「あっ」

　石が落ちた瞬間だ。

　河原にある大きめの石にぶつかった瞬間、小石は粉々に砕け散った。パーンッ、と小気味よい音がして、ほとんどが小指の爪ほどもない粉々の破片となる。

「なんと、脆もろい……」エメロードが瞬まばたきをする。

「コチコチに硬いけど、いざ衝撃が走るとボロボロに脆もろい。だからコチボロ。これはな、金属の中身が『一方向』を向いているから、特定の方向からの衝撃に極めて弱いんだ。縦からの圧迫には滅法強いが横からの力には弱い」

「なるほど、よく分かりました。……しかしアンヴィル殿、これが、拙者と何か関係が？」

「これ、あんたに似てるだろ。頭コチコチで、いざとなると脆もろかったり、弱かったりするところが」

「拙者が……脆もろい？」

　彼女は意表を突かれたような顔をする。

　歴戦の勇者。ドラゴンさえ一対一で仕留める『単騎狩り』のエメロード。脆もろい、弱いという形容をされたのはもしかすると初めてかもしれない。

「あんたは生真面目すぎて、脆もろいんだ。何か自分に落ち度があったり、責任を感じると、途端にひとつの方向しか見えなくなっちまう。このコチボロみてぇに」

「何がおっしゃりたいのですか」

　エメロードの表情が少し硬くなる。脆もろいだの弱いだのと評されたことが、騎士としての誇りを傷つけたのかもしれない。

　しかしフィーゴは話を続けた。

「三千万アーツ」

　その言葉を発すると、彼女の頰がぴくりと動いた。

「用意できたのか？」

「…………」

　彼女は答えず、ただ表情が歪ゆがんだ。

「前にも訊きいたけどよ。そんな大金、何に使うんだ？」

「アンヴィル殿には関係ないことです」

　彼女は答えを拒絶した。しかしその顔は依然として苦しげだ。

「ルーボック商会、って知ってるか」

「──！」

　はっきりと目を見開く。

「なぜ、それを……」

「最近、若手の冒険者たちを引っ掛ける、新参者の高利貸しグループがいるって話を聞きつけてな。若手の騎士たちや役人連中も被害に遭っているらしい。その元締めがルーボックって野郎で、金貸しの一団はルーボック商会という名前で呼ばれていたらしいな」

「それが拙者と──」

「これな」

　相手の返事を遮るように、フィーゴは彼女の鼻先に何かを突き付けた。ひらりと風にそよぐ、一枚の書類。

「な、なぜこれがここに……ッ!?」

　びっくりした顔で、その書類をひったくるエメロード。月明かりしかない暗がりの中、顔を近づけて書類を確かめる。

「間違いない……拙者の書いたものです」

　フィーゴが示したのは、一枚の契約書だった。『私は、ゲイリー・ルーボックに三千万アーツの金銭を借りたことをここに証します』という文言の後に、『エルセシル・エメロード』という署名が入っている。名前の末尾には親指でした赤い拇ぼ印いん。

「三千万ってことは、あれだ、武器や防具だけでなく、愛馬も何も一切合切をカタに取られたろう。場合によっちゃ騎士団の俸給もか？」

「そ、それは」

　相手が口ごもる。図星だというのは一目で分かる。

　彼女は噓うそをつけない。約束も違えない。そんなまっすぐな性格であることは短い期間でもよく分かった。実直、誠実、真剣。だからこそ──

　脆もろい。

「なぜ、拙者に構うのですか？」生真面目な騎士団長は、まっすぐな視線とともに質問をぶつけてくる。「確かにアンヴィル殿には、武器鑑定の件で一度相談申し上げました。しかし、もうその件は終わったはず。あなたがこれ以上拙者に関わり合う理由も義理もないでしょう」

「あるんだなあ、それが」

　フィーゴは、彼女の手にある契約書をパシリと奪い取り、

「これ、俺が買い取ったんだわ。ルーボック商会から」

「え？」

「親玉ときっちり話をつけてな」

「噓うそ……でしょう？」

　よほど意外だったのか、不安げに青い瞳が揺れた。

「噓うそも何も、ここにコレがあるのが証拠だろう？」

　そしてフィーゴは契約書を裏返す。そこにはルーボックの名で、「フィーゴ・アンヴィル殿に一切の権利を譲渡する」と書いてあり、拇ぼ印いんまで押してある。

「な、な、なんで、あなたがそのようなことを!?　だいたい、これを、いくらで……」

「んなこたあどうでもいい。とにかく俺が今はあんたの債権者なんだ。さあ」

　フィーゴは契約書を自らの前にかざし、文字通り盾にして訊きく。

「話してくれ。三千万アーツの使い道をな」

「……うぅ」

　観念したのか、エメロードはがくりとその場に膝を突いた。




　　　　○




　月明かりが消えた。

　入れ替わるように、河原にはほんのりと無数の光が浮かび上がる。河原の石たちに混じる鉱石たちが、月明かりがなくなったことでささやかな輝きを取り戻し、それらは赤、青、緑と、思い思いの色で揺らめいた。それらの光が川かわ面もに映ると、まるで蛍の群れが泳いでいるような幻想的な光景になった。

「拙者の故郷は、ヤポニカと申します」

「極東のか？」

　こくり、と彼女はうなずく。

　ヤポニカ国。それは聖スチリア王国の東、海を越えてはるか遠くにある島国。スチリア国民からはあまり良くない意味合いで、『極東』『蛮国』などと呼ばれている地域だ。

「父は聖スチリア人で、ヤポニカ遠征部隊の一員でした」

「第三次遠征のときか？」

「そうです。ヤポニカが降伏し、スチリアの支配下に置かれたときの遠征です」

　淡々と述べながらも、降伏という言葉を述べたときに顔が少し曇った。

「遠征の際、父は戦いで瀕ひん死しの重傷を負いました。そのとき父を助けてくれたヤポニカの女性が、拙者の母上でした。母の献身的な看護の結果、父は回復し、そうしたことがきっかけで、父と母は結婚し、拙者が生まれました。そして父はそのまま定住してヤポニカ人として生きることに決め、拙者も自分のことをずっとヤポニカの民だと思って生きてきました」

　なるほど、とフィーゴは納得する。ヤポニカ出身でありながら、黒髪ではなく金髪なのは彼女にスチリア人の血が混じっているからだろう。

「拙者は、父から剣術を、母からヤポニカの文化と伝統を教えられました。ずっとヤポニカの民として、ヤポニカの土で生きていくと信じていました。でも」

　十歳のときに、父親が亡なくなった。戦場で受けた傷がぶり返し、それが原因での病死。稼ぎ手を失った一家は困窮し、食うや食わずの事態となる。幼い妹と、体の弱い母親を助けるためには、エメロードが出稼ぎをするしかなかったという。

「そして私は、十歳で海を渡り、この国にやってきました。最初は雑用ばかりをしましたが、そのうち一番稼げるのが剣術を生かした傭よう兵へい稼か業ぎようだと知り、十一歳からはずっと剣術一筋で生きてきました」

　そして彼女に、転機が訪れる。たまたま王国の要人を警護する任務があり、そのときの活躍で彼女は騎士団の一員に抜ばつ擢てきされた。その後も他を圧倒する剣技によって出世し、ついには最高峰ともいえる竜騎士団の団長に上り詰めた。俸給のほとんどは故郷の家族のために送っているという。

　これで、少しは家族を楽にさせられる──そんなことを想おもっていた折、事態はさらに急転する。ヤポニカ国を、史上空前の飢き饉きんが襲う。それは今までにない日照りと異常気象がもたらしたもので、農作物のほとんどは壊滅的な被害を受けた。こういうとき、以前なら豊富な黄金埋蔵量を生かし、交易によって急場を凌しのいだところだったが、ここアル・メタリアで大量の黄金が発掘されたことで黄金の相場がガクリと下がり、結果、故郷では老ろう若にやく男なん女によ問わずに餓死者が出る事態に。エメロードは故郷と家族の危機を知り、さらに多額の金銭を送る必要が生じた。

　そこまで話すと、エメロードは深く息を吐いた。何度かひどくやつれたように、髪の毛が頰に張り付いていた。

　──なるほど、それで故郷を助けるために借金を……いや待てよ？

　一瞬納得しかけて、すぐに気づく。それだと辻つじ褄つまが合わない。




「でも、ちょっとおかしくないですか？」




　彼の疑問を汲くみ取とったように、今度は弟子が質問をぶつけた。

「え？」

　エメロードが目をぱちくりとさせる。

「だって、ヤポニカの飢き饉きんは確かその年だけだったはずです」ルミアが明めい晰せきな口調で言う。「翌年には豊作で、黄金の相場もその後持ち直しているはずです。緊急事態がそんなに続いたとは思えませんが」

「それは……」

　エメロードが言葉に詰まる。

「香水」

　くん、とルミアは鼻をひくつかせ、エメロードのほうを見つめる。

「つけてますよね？」

「は、はい……」

　女騎士が、自らの体を抱くように両腕を縮める。歴戦の武人が今はいたずらのバレた子供のように小さく見える。

「エメロードさん、ルーボック商会に『何か』買わされてません？」

「ええと、その……」エメロードは口ごもりつつ、「香水を、少々……」と答える。

「香水だけじゃなくて、他にもいっぱい買ってませんか？　たとえば今胸につけてるペンダント」ビシリと、頭脳明めい晰せきなエルフ少女は指を差す。「それ、私、市場で見たことがあります。一見、それらしいですけど、実は石も鎖も安物」

「え……!?」

　エメロードは自分のペンダントを手に取る。きらりと輝く赤い宝石。ニセモノだとか安物だとかは、まだフィーゴも見抜いていない事実だ。

「エメロードさん、本当のことを話してください」

　ルミアはぐいっと詰め寄る。

「あなた本当は──」

　そこでルミアが、自信満々に告げる。

「おしさまのことをたぶらかそうと思ってるんでしょう!?」

「へっ？」

　エメロードがきょとんとする。

「おしさまは私のものですからね!?　絶対にあげませにゅぅ!?」

　抱きついてくる弟子の顔を、フィーゴはぐいっと押し戻し、

「まあ、それはともかく」

　話を仕切り直す。

「本当のところ、話してくれよ。……香水とか、化粧品のこととか」

　フィーゴが改めて、真剣に頼むと、エメロードは静かに頭を垂れた。

「実は……」

　そこで彼女は、急に瞬まばたきが多くなり──

　なんだかモジモジし出した。

「あ、あの、飢き饉きんとか、不況とか、いろいろあったせいか……、母が急に、私のことを心配になったらしくて……。そ、それで、国に戻って来い、と」

　まあ、よくある話だな、と思って聞く。

「それだけなら、まだいいのですが、母が手紙で──」




【おまえにちょうどいい男ひとが見つかったので、帰っておいで】




「お、お見合い？」

「え、ええ……」

　孤高の女騎士は、なおも動揺を露あらわにしながら続ける。

「は、母が、わ、私の結婚相手を見つけたとかで、く、国に戻るように、もう何度も何度も催促してくるのです……」

「戻ればいいじゃないか」

「めめめ滅相もない」エメロードはぶんぶんと首を振る。「ヤポニカでは、親の決めた許婚いいなずけは絶対なのです。戻れば確実に結婚させられます。ですが拙者、これでも今の仕事に誇りを持っておりますし、団員たちの命を預かる身でもあります。何より──、そ、その、か、顔も知らぬ殿方と、み、見合いや、ましてや夫婦になるなど……」

　エメロードは赤くなった頰を両手で隠す。それは色恋を知らぬ純朴な少女のようだ。

「それで、母を説得するために、こっちで結婚相手を見つける、と返事を出したのですが、しばらくしてから、それなら母がその殿方を連れてこい、と催促を始めまして……拙者、それで、なんといいますか、その、結婚相手を探そうと、この半年ほど、いろいろ自分なりに頑張ってはみたのですが……どういうわけか……全然、殿方が寄りつかないのです」

「そんなわけはないだろう」フィーゴは疑問に思う。エメロードほどの美女ならば、引ひく手て数多あまたのはずだ。

「おまえなら、男の一人や二人、なんとでもなるだろ」

「からかわないでいただきたい。拙者、自分が女らしくないことも、男に好かれないことも存じております。団員に声を掛けても、なぜかみんな一様に臆して、誰もいっしょに食事に来んのです」

「どうやって誘っている？」

「どうやってって……普通に」

「やってみろ」

「え？」

「俺を団員だと思って」

「それは、かまいませんが……」首を傾かしげつつ、エメロードは『実演』してみせる。コホン、と咳せき払ばらいをしたあと、

「き、き、貴様」

　緊張のせいか、眉が吊り上がる。

「今から、ちょっと、付き合ってもらおうか？」

　鋭い眼光が、獲物を狙う狩人かりゆうどのようにフィーゴを撃ち抜いた。思わずブルッと来る。相手を今にも殺しそうな表情だ。

　──やべえ、鬼神だ。これ鬼神。

「そ、それで、誘われた男のほうはどんな反応だった？」

「それが……その、まるで鬼か蛇でも出たかのように、短い悲鳴を上げて、勘弁してください、粛清だけは何とぞご容赦を──と、訳の分からないことを言い出して土下座をしてきます」

「だろうな……」

　フィーゴも、今殺されるかと思ったほどだ。ドラゴンを狩るときと男を狩るときが同じ目つきでは、さしもの美女でも色気も何もあったもんじゃない。

「私は殿方にとって、魅力のない女なのです。その証拠に、高い香水や化粧品、綺き麗れいなドレスを購入しても、まったく似合わなくて」

「その化粧品はルーボック商会から購入したものだな？」

「はい。なんでも、異国の製法で作られた、大変高価なものとか。それで、使い続けていたら、いつの間にか利息が膨らんだとかで、借金が増えてしまいまして」

　やっと全体像が見えてくる。エメロードは、親の決めた許婚いいなずけと結婚したくないがために、慣れない化粧を始めた。しかし、そこにルーボックがつけ込み、彼女に怪しげな化粧品やドレス、アクセサリーなどを売りつけた、というわけだ。

「私の言ったとおりでしたね？」

　ルミアが胸を張る。突っ込みたいところだが、実際、大筋はこの少女が当初に推理したとおりだった。

「香水とか、化粧品も高かったのか？」

　念のために尋ねてみる。

「はい、化粧品一式で三十万アーツ、ドレスは五十万アーツ、あと……つけてるだけで殿方がメロメロになる香水」

「それ、効き目ありました!?」ルミアがいきなり食いつく。

「なかったです」

「がっくしー」

「話の腰を折るな。……それで三千万の借金を？」

「そうです」

　フィーゴは頭を抱える。これがルミアだったら怒鳴りつけているところだ。

　彼が暗あん澹たんたる顔をしていると、さしものエメロードも何かに気づく。「もしや……アンヴィル殿」と、恐る恐る尋ねる。

「拙者、騙だまされていました？」

　ふー、と息を吐き、彼はうなずく。その途端、エメロードは目を見開き、それからガクリと頭を垂れた。

「やっぱり……」彼女は首を振る。金髪から甘い香りが振りまかれる。「安物を、摑つかまされていたのですね。道理で、モテないはずだ……」

　いやそれは関係ない。

「一応訊きくが、化粧品や香水、アクセサリーの鑑定はしてもらったか？」

　彼女は首を振る。

「契約書の控えは？」

　また首を振り、そして自信なさげにうつむく。今まで剣術一筋で生きて来て、中身が純粋な少女のままなのだろう。だんだんと気の毒になってくる。

「くっ……」

　エメロードが顔を両手で押さえる。

「それでは、拙者は、今まで何を……大切な、『竜殺しドラゴンキラー』まで、手放してしまって……」

　悔しさなのか、己のふがいなさなのか。ぽたり、と雫しずくが瞳からこぼれた。それは足元の、先ほどバラバラになった小石の破片に落ちる。粉砕された破片は、彼女の心のようだった。

「同じですね。コチボロと、拙者は。頭が固くて、こんなふうに、ボロボロ、泣いて……」

「でも、コチボロにだっていいところあるんだぜ」

「え？」

「ほら」

　フィーゴは、粉々になったコチボロ──パラド鉱石を、靴の裏で軽くすりつぶすように踏んでみた。すると、それは摩擦によってメラメラと燃えて、小さな火が起きた。

「これは粉ふん塵じんになると、優れた着火剤になるんだ。昔は家庭用の炉にもよく使われていた。今はヘパイストス銀のほうが使い勝手が良いいからすたれちまったけど。この石のおかげで、多くの旅人や冒険者たちが、暖を取ったり、明かりを作って、窮地を脱してきたんだ」

「そう、なのですか」

「熱くて、硬くて、ときどき脆もろい。そういうのって、悪くないと思うぜ」

「…………」

　エメロードはじっと足元を見つめる。コチボロの炎が、彼女のエメラルド色の瞳に映り、貴金属のごとく光沢を浮かべる。

「──ま、とにかく」このとき、彼の心は決まっていた。だけど、彼女のために、最後の質問をぶつけた。「事情は分かったから、あとは返済だな。これ、返してくれるんだよな？」

　フィーゴはひらひらと、契約書を振りかざす。エメロードはつらそうな顔をしたが、こくり、とうなずく。

「もちろんです。それは拙者が無知ゆえに背負った借金。必ず返済いたします。──騎士の誇りと、ヤポニカの信義に懸けて」

　誓いの儀式なのか、手のひらを向けて前にかざした。

　──クソ真面目だなあ、ホントに。

　真顔で誓いを立てる女騎士を見ながら、フィーゴはむしろ、清すが々すがしい想おもいだった。こんな、絵に描いたような騎士道精神の塊が、まだこの世の中に存在していたことに、どこか救いのような気持ちすら感じる。商売上、贋がん作さくや安物を持ち込んでくる海千山千の商人たちを相手にすることが多いので、彼女の底抜けの実直さがまぶしかった。

「じゃあこれはもう必要ねぇな」

　そのときだ。突然、彼は持っていた契約書をビリビリと引き裂いた。それから足元にあるコチボロの火にくべた。

「えっ!?　ア、アンヴィル殿!?」

「商売ってのは信用なんだ」フィーゴは静かに告げる。「俺はあんたを信用した。だからこんなもの必要ねぇのさ。それに」

　彼は荷物から、もう一つ包みを出した。

　それは巨大な包みで、人間の身の丈ほどもある長さ。

　まさか、とつぶやき、エメロードは震える手で包みを開いた。中から現れたのは、白銀に輝く巨大な武器。




　竜殺しドラゴンキラー。




「あんたの商売道具だ」

「ああ……」

　美しき竜騎士は、声にならぬ声を漏らした。

「稼ぎたいなら、それが必要だろ」

「…………」

　そっと、彼女は己の愛用していた武器を手に取る。白銀の巨大な竜殺しドラゴンキラーを、愛おしそうに胸に抱きしめ、彼女は「かたじけない……」と告げた。

　涙の滴が、足元に落ちて、コチボロの淡い火が役目を終えたように、消えた。




　　　　○




　そんなことがあって、しばらくしたころだ。

　今日も朝から、金属をハンマーで打ち付けていると、

「おしさま、おしさま～～～ッ!!」

　弟子の叫び声に、師匠は大きく息を吐く。

　仕事場から顔を出し、

「おいルミア、おめぇ何度言ったら分かるんだ？」

「ゲ、ゲ、ゲゲゲのゲ……！」

「ゲ？」

「グ、グ、グググググッ！」

「すまねぇ、エルフ語は分からねぇんだ」

「いいから早く！」

　ルミアは師匠の手をぐいぐい引いて、玄関のほうに連れ出す。

　またどうせ、クソどうでもいい用事なのだろう、と思っていたフィーゴだったが、

　あ？

　玄関を開けて、同時に己の口もあんぐりと開けた。

　開いた扉の前は『壁』だった。何かキラキラした、金属の壁のようなものが上から下まで出口を覆っている。

「な、なんだこりゃ……!?」

「グリフォンですよぉ！」

「グリフォンだぁ!?」

　師弟が騒いでいると、そこで声がした。

「申し訳ない！　ただ今どかしますので！」

「グリフォンがしゃべった！」ルミアがさらに混乱する。

　やがて、声がした方向では、ずり、ずりりっと音がして、塞がれていた玄関から『それ』がどいた。

　フィーゴとルミアが玄関から飛び出すと、そこには見上げるような巨大なグリフォンが横たわっている。

「コ、紺碧のコバルトブルー鷲獅子グリフオン……」

　それはダンジョンで滅多に獲とれない、希少金属レアメタル外殻獣モンスター。パッと見、レベル60は下らないレアもの。

「すみません、うっかり玄関を塞いでしまいました」

　グリフォンの陰から、金髪の騎士が現れる。黄金の鎧よろいに黄金の髪、そして背中には白銀に光る竜殺しドラゴンキラー。

「朝イチの獲とれたてホヤホヤですぞ」

　エメロードはちょっと近所の小川で魚でも釣ってきたような口ぶりで言う。

「アンヴィル殿、これは今月分の利息ということで」

「利息って、おまえ……」

　するとエメロードは、いきなりフィーゴの手をガッと握りしめ、

「拙者、アンヴィル殿の騎士道精神に惚ほれました」

「ハア？」

「これからも、ぜひ拙者へのご指導ご鞭べん撻たつを何とぞよろしくお願い申し上げます」

　そう言うと、彼女は深々とお辞儀をして、「失礼いたします」と道を歩いていった。

「なんなんだ……」

　彼が握りしめられた手を見つめていると、

「イテッ」

　いきなり足を踏まれた。

「何すんだよ」

「おしさま、浮うわ気きは許しませんよ」ルミアがぷくりと頰を膨らませる。

「何のことだよ？」

「何でもありません！」

　長い耳をぴくぴく動かして、少女は怒りを露あらわにする。それから店内に戻ろうとして、一度グリフォンの尻尾につまずき、

「それはそうと、おしさま」

　呆あきれたように、自分の何倍もあるグリフォンの巨体を見上げる。

「これ、どうします……？」

「あー」

　フィーゴも呆あきれながらバカでかい獲物を見上げ、

「そうだな、とりあえず──」

　ぽりぽりと頰を搔かいて答えた。




「鑑定するか」
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「お嬢様～♥　お嬢様～♥」

　うららかな昼下がり。

　アンヴィル亭の玄関で、やたらに甘えた声が響いた。

　──ちっ。

　フィーゴは忌いま々いましそうにボリボリと頭を搔かいた。今月何度目だ、とつぶやきながら玄関まで歩く。

　扉を開けると、そこには小柄な人物がいた。一見すると少年のような面持ちに、服はタキシード、何よりエルフ特有の長い耳。

「お嬢様……って、なんだフィーゴか」

「おめぇは臨時休業中の札が見えねぇのか、マグネ」

　マグネ・シューム。かれこれ三ヶ月ほど前から、アンヴィル亭にちょくちょくやってくるエルフの少年──ではなく、一応少女、らしい。ただ、服装がいつも男装なので、一見すると性別は分からない。

「お嬢様はどこだ？」

「市場に買い出しだよ」

「くっ、また貴様はお嬢様にそのような雑用を」

　マグネはギリリと歯は嚙がみする。

　不機嫌なエルフ少女を見つめながら、彼はひとつ尋ねてみる。

「なあ、その『お嬢様』ってのはなんなんだ。ルミアはどこかエライさんの令嬢か何かなのか？」

　それはこれまでも繰り返しぶつけた質問だった。出会って五年経たつが、ルミアの過去はてんで知らない。たまにルミアとその話になっても「まあまあ、いいじゃないですか～。女に秘密はつきものですよ？」とはぐらかされるし、彼も殊更に詮索するようなことはしなかった。だが、ここ三ヶ月、毎日のようにやってくるマグネのせいで、改めてそれが気になるようになっていた。

「お嬢様は高貴で、聡そう明めいで、誰よりも尊いお方なのだ。野蛮な人間風ふ情ぜいに話すことなど何もない」

「高貴で聡そう明めい、ねぇ……」

「我がエルフ族はおまえたち人間やドワーフとは違う。おまえたちは自然を破壊し、森の命を売り物にし、冒ぼう瀆とくする。お嬢様はそのような野蛮な種族といっしょにいるようなお方ではないのだ。人間と暮らしてるだけで眩暈めまいがしそうなのに、ましてや鍛冶だの金属加工だの……」

「鍛冶屋の何が悪いんだよ」

「森と自然を愛するエルフ族が、人間の使う金属に触れるのは禁忌。神聖なる森と自然を、おまえたちは平然と土足で踏みにじる。人間の触れた食器で、人間の作った食べ物を、人間といっしょに食べる……、ああ、汚けがらわしい、お嬢様、おいたわしや……」

　マグネは顔を歪ゆがめ、本気で落胆した様子を見せる。

　──ったく、なんだってんだ。

　エルフが人間嫌いだというのは知っているし、ルミアがその中で変わり種というのも分かっているつもりだ。しかし、マグネの口ぶりだと、それだけではない事情を感じざるを得ない。

　ルミア。いつも何かとベタベタしてくる、自称『嫁』のエルフ少女。家事はまあまあだが、肝心の鍛冶の腕はまだまだ未熟。フィーゴにとっては不肖の弟子であり、それ以上でも以下でもない。

　しかし、ルミアの幼なじみというこのエルフ少女は、そうではないと言う。

「とにかく、お嬢様は返してもらう。あの方には帰るべき場所があるのだ」

「それはあいつが決めることだ。ルミアだって断ってんだから、おめぇもいい加減に諦めろよ」

「うるさいうるさい！　口の減らぬ人間め！」

　マグネはムキになって怒る。

「エ・マ・デシュン・シ・ダール！」

「エルフ語は分からねぇって」

「ヴァーカ！　ヴァーカ！」

「…………」フィーゴは無言でマグネに拳げん骨こつを入れる。

「な、なんだよ！　エルフ語は分からないんだろ！」マグネは脳天を押さえ、涙目で反論する。

「悪口だってのは分かるよ」

「ホンダラ！　ホンダラ！」

「…………」フィーゴがまた無言で拳げん骨こつを入れる。

「ぼ、暴力反対……」エルフは上目遣いで涙を浮かべる。

　そのときだ。




「マグネ……？」




　声がした。顔を上げると、そこには水色の髪を風になびかせたエルフ少女がいた。ルミアだ。

「お嬢様～♥♥♥」マグネは今までの三倍は甘えた声を出して、ルミアに駆け寄る。いきなりルミアに抱き付くと、

「お嬢様、お元気ですか、フンスフンス～」

　何やらルミアの首筋に顔を擦なすりつけ、子犬のように匂いを嗅いでいる。

「ちょっとマグネ、くすぐったいわ」

「あぁ……お嬢様の体、いつ触っても柔らかくてイイ匂い……」

「それで、どうしたの？　お店の前で騒がしかったけど」

「それがですね、あの人間がひどいんですよ、お嬢様～」ルミアに抱き付きながら、マグネは不平を述べ出す。

「お嬢様に雑用を押し付けるなと言っても聞かないんですから」

「買い出しは私が好きでやってるのよ。というかマグネ、あなたそんなこと言って前もおしさまを困らせてなかった？　まさかまたおしさまにご迷惑を？」

　ルミアはマグネを突き放すと、すっと目を細めて見据える。

「いえいえいえ、滅相もございませんお嬢様。ほら、このとおり仲良くさせて頂いております！」

　マグネはフィーゴの手を取り、ぶんぶんと振りながら握手をする。わざとらしい。
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「そーお？　ならいいけど……」ルミアはじぃっと不審げに見ながら続ける。「おしさまは恩人なの。粗相しちゃ駄目よ？」

「キャン！（御意！）」

　マグネは左耳を左手の指先でつまむ。エルフ式の敬礼だ。

「ガー・マイスター・ラ・ソッタ・ルン（おしさまはいつも職人として忙しいのです）」

「キャン！（御意！）」

「アッテ・シー・フリ・ラ？（この前も注意しましたよね？）」

「キャン！（御意！）」

「ラッタカ・ル・ワルカ・サー？（今度やったら許しませんからね？）」

「キャン！（御意！）」

　ルミアがエルフ語で何か言うたびに、マグネは敬礼をしたままキャンキャンと返事をする。声が高いのでなんだか叱られた子犬っぽく聞こえるし、エルフ特有の長い耳がビクビクッと震える様子は内心の緊張を示している。

　この二人のやりとりはいつもこうだ。明らかな主従関係。主人と執事、あるいは飼い主と忠犬。

　最後にルミアは、ピッと道の向こうを指し、「ゲラウト！（帰りなさい！）」と告げた。

「キャン！（御意！）」

　今日一番の返事をして、マグネは頭を下げる。それからフィーゴのほうを悔しげにキッと睨にらむと、不満ありげな顔で帰っていった。角を曲がるときに、もう一度ルミアに一礼をして姿を消した。

「おしさま、迷惑をかけてすみません」

「お、おう」

　フィーゴはどこか気後れして返事をする。

　ルミアはマグネと話すときだけ、エルフ語を使う。それはエルフ同士だから自然なのだが、そのときの口調がいつもの彼女とは明らかに違う。貴族っぽい雰囲気というか、とにかく気品に溢あふれた口調で、立ち居振る舞いも高貴な印象を受ける。

「──おしさま？」

　ルミアが彼を見上げ、大きな青い瞳をぱちくりとする。

「ああ、いや。……仕事に戻るぞ」

「はいっ！」

　少女は元気よく返事をする。屈託のない微笑ほほえみには、暗い影はどこにもない。

　──本当に、何者なんだろうな。

　初めて会ったときから丸五年。いまだにこのエルフ少女の過去は分からない。いつもフィーゴに甘えてきて、仕事も失敗が多いのに、ときたま明めい晰せきな頭脳を見せたり、今みたいに上流階級のような気品に満ちた振る舞いを見せたりもする。

「さあ、お仕事、おっしごと～♪」

　そんな師匠の疑問などそ知らぬように、少女は歌いながら店内に入っていくのであった。
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「毎度ありがとうございましたー！」

　ルミアが元気よく返事をする。客を見送ると、店内に戻ってきて「今日はお客さんが多いですねー」と嬉うれしそうに帳簿をつける。どういうわけか、この少女は計算に強く、会計帳簿をつけさせると実にそつなく数字を記していく。今まで計算間違いをしたことは一度もない。普段、しょっちゅう買い物や言いつけを間違えるだけに、それがどうにも不思議だった。この少女は得意と不得意が極端なところがあり、たとえば鍛冶屋の修業でも、森に棲せい息そくする外殻獣モンスターは実によく知っているが、それ以外はまったく名前も特徴も覚えられない。たまに熟練職人のような金属加工の腕前を見せたかと思うと、素人しろうとでもやらないような失敗をやらかしたりする。とにかく振れ幅が大きいのがルミアという少女だった。

「ダンジョンでなんかあったんですかね。さっきの人で十人目ですよ♥」

「確かに今日は多いな。特にでかい攻略戦があったとは聞いてないけど」

「商売繁はん盛じようですね♥」

「けっこうなことだ」

「この分ならボーナスが出ますね♥」

「それは別問題だ。ひっつくな」

　隙あらば抱きついてくる弟子を、師匠は容赦なく引き剝がす。

　アンヴィル亭の来客は、一日に平均すると二人から三人くらいのときが多い。ダンジョン攻略に成功した大手の冒険者ギルドなどが戻ってくると増えることもあるが、それでも日に十人を超えることはそうそうない。今日は午前中だけで十人なので、相当なハイペースだ。

　最高職人グランドマイスターという抜群の肩書があるのに、客が少ないのには訳があった。そもそもフィーゴは『最高職人グランドマイスター』の肩書を看板に書いておらず、対外的にもなるべく知られないようにしている。加えて、『頑固』『堅物』『気難しい』という人物評が業界的に定着しているので、彼を最高職人グランドマイスターと知る客のほうでも敷しき居いを高く感じている。だいたいこの二つが理由だった。

「これ、なんていう素材マテリアルですか？」

　先ほどの客が持ち込んだばかりの金属を指し、ルミアが問う。テーブルには緑色の光沢を放つ薄い板状の金属が置いてある。大きさはルミアの上半身を覆うくらいだ。

「それは青銅堅牢亀ブロンズタートルの甲羅だな」

「亀さんですか」

「普段は沼地に潜っているから、滅多に見かけない。レアものだな」

　へえ、とルミアが感心したように甲羅を掲げる。

「これ、金属等級いくつですか？」

「これくらいの素材マテリアルなら、40から45の間だな。まあ加工が難しい上に需要がニッチだから、扱う鍛冶屋は限られるだろう」

　一般に、加工前の金属は『素材マテリアル』と呼ばれ、それは王立素材鑑定室によって細かくレベリングされている。これを『金属等級』といい、希少度・有用度・危険度・加工難易度などによって総合的に決まる。レベル１～20までを『Ｎノーマル』、レベル21以上が『Ｒレア』とされ、一般に希少金属レアメタルと呼ばれるのはこのレベル21以上を指す。ちなみに、フィーゴのような職人にもレベリングがされているが、それは専らこの『素材』のレベルに準拠している。たとえばレベル10の素材を一通り扱えるようになった職人が『職人レベル10』とギルドの間では呼ばれる。フィーゴのような最高職人グランドマイスターは『レベル∞』と言われており、あらゆる金属に精通している。

「おい、おさらいだ。金属等級の区分を上げてみろ」

「そんなの常識ですよぉ～」少女は自信ありげに胸を張る。

「んなこと言って、おまえこの前、『Ｎノーマル』と『Ｒレア』を間違えて買ってきたじゃねぇか」

「あれはお店の値札が分かりにくかったんですぅ」

　ルミアは頰を膨らまし、指をピッと立てて知識を諳そらんじてみせた。




　レベル１～20：『Ｎノーマル』

　レベル21～40：『Ｒレア』

　レベル41～60：『ＳＲスーパーレア』

　レベル61～80：『ＳＳＲダブルスーパーレア』

　レベル81～99：『ＵＲウルトラレア』

　レベル∞（無制限）：『ＧＲグランドレア』




　彼女はすらすらと答える。こうした知識の飲み込みは驚くほど正確なのがこのエルフ少女の特徴だ。

「じゃあ、もうひとつ。職人が扱う三大素材、説明してみろ」

「えーと、『金属素材マテリアル』『燃料素材フユーエル』『精霊素材エレメンタル』の三つですか？」

「それぞれの特徴は？」

「金属素材マテリアルは、いわゆる金属です。アル・メタリアでは『金属外殻獣メタルモンスター』が豊富に生息しているので、金属素材マテリアルは世界一の生産量を誇ります。次に燃料素材フユーエルは、木炭や着火剤など、金属を加熱するための材料を言います。一般的にはヘパイストス銀やパラド鉱石などが使われます」

「精霊素材エレメンタルは？」

「精霊素材エレメンタルは、特別な材料で、金属に封じ込められた古の精霊の力を武器・防具に利用するものです」

「具体的には？」

「代表的なものとして、火炎系の武器が挙げられます。炎の精霊『ヘパイストス』が含有する銀は、通称『ヘパ銀』と呼ばれ、炎の剣や炎の槍やりなど、多くの火炎系の武器に使用されています。通常、精霊素材エレメンタルを含む金属は、一般的な金属素材マテリアルよりも希少で、市場価値が高いとされます」

「三大素材の相互関係は？」

「ヘパ銀の例で説明しますと、この素材は摩擦によって火花が簡単に出るので、着火剤として有用ですが、これは金属に含有する炎の精霊『ヘパイストス』の効果です。だから、ヘパ銀は金属素材マテリアルでありながら、燃料素材フユーエルでもあり、精霊素材エレメンタルでもあるという特徴を持っています。つまり三大素材は、それぞれの特徴によって定義されていますが、厳密に区別されるわけでなく、その時々の用途によって呼ばれ方が決まります」

「上出来だ」

「ご褒ほう美びにチューしてください♥」

「アホか」

　フィーゴは抱き付いてくる弟子をひらりとかわす。

　ひとしきり『テスト』が終わると、彼は目の前の甲羅をコーンと叩たたいた。クワン、クワ、クワァンと独特の音が響き渡り、店内の壁に吸い込まれていく。この声、この金脈。何度確かめてもいい。

「おしさま、なんだか楽しそうですね」

「そうか？」

　短い『テスト』をしている間でも、フィーゴはずっと甲羅をいじっている。

「こういうの、加工が難しいほうが大変じゃないですか？」

「普通はな。だけど決まりきった仕事やっててもつまんねぇから、こういう、なんていうか、珍しいやつのほうが燃えるのさ」

　フィーゴは亀の甲羅を見て、口元を緩める。今日はこれに限らず、なかなか普段は扱えない希少金属レアメタルがいくつも持ち込まれた。ある意味では金属マニアでもある彼にとって、それは珍しい玩具がたくさん手に入ったような気分だった。

　そのときだ。

　カラン、と音を立てて、玄関が開いた。

「いらっしゃいま──」

　ルミアが言いかけて、言葉を飲む。

　──な、なんだ、こいつら？

　フィーゴも驚いた。玄関に現れたのは、異様な風貌の集団。頭には髑どく髏ろを模した恐ろしげな兜かぶとを被かぶり、手には巨大な斧おの。三人とも筋骨隆々といった感じで太い手足をしているが、背はあまり高くない。

　──ドワーフか。

　体つきを見ただけで、フィーゴにも分かる。エルフと並び、元は森に棲すんでいた種族。伝統的に技術と力仕事に優れた者たち。

「ここにグラドーズという男は来なかったか？」

「え？」

「フラディでもトンスロでもいい。とにかく第三十六ダンジョンから帰ってきた冒険者は来なかったか？　そいつが希少金属レアメタルを持ち込んだはずだ」

「ちょっと、あなたたち何なんですか～？　急にやってきて……」

　ルミアが不審そうに相手を睨にらむ。客の態度がぶしつけなのもそうだが、何よりドワーフだというのが気に入らない様子だ。伝統的に、エルフとドワーフは仲が悪い。エルフからすればドワーフは「野蛮」「品がない」、ドワーフからすればエルフは「高慢」「鼻持ちならない」。それは千年以上も前から森に棲すむ種族同士のいさかい。

「店主はいるか」

「まずは私がお話を伺いまーす」

「エルフは黙ってろ」

　ぴらぴらと、小馬鹿にしたようにドワーフの一人が手を小さく振る。ルミアの顔がますますムッとする。

「ドワーフに言われたくありません」

「なんだと小娘」

　ギロリ、と髑どく髏ろの眼がん窩かから血走った目が睨にらむ。

　やれやれ、と頭を搔かきながらフィーゴは玄関に向かう。

「客と喧けん嘩かするんじゃねぇよ」彼はルミアの頭をポンと叩たたく。不満そうに「でもぉ」というルミアを差し置き、彼は髑どく髏ろ兜かぶとの三人組と向かい合う。

「で、お客さん用件は？」

「おまえが店主か」

「一応ね」

　こりゃ俺のこと知らねぇな、とフィーゴは察する。アル・メタリアに出入りする冒険者で、最高職人グランドマイスターの彼にこんな口を利きく奴やつは新参者と決まっている。たとえ人間以外の種族であってもだ。

「今日、おまえの店に『希少金属レアメタル』を持ち込んだ男はいなかったか？」

「そりゃウチは鍛冶屋だからね。いないこともないさ」

「見せろ」

「あ？」

　フィーゴの額にぴくりと血管が浮き出る。

「今日持ち込まれたブツをここに並べろ。それが第三十六ダンジョンで獲とれた物なら我ら『Ｄ・Ｄ・Ｇ』の管理下にある」

「なんだよそのディーディージーってのは」

「知らんのか？　『ドワーフ・髑どく髏ろ・ギルド』のことだ」

　なんだそのネーミング、とフィーゴが思ったところで、

「だっさ」

　弟子が遠慮なく感想を述べた。

「なんだと？　我らＤ・Ｄ・Ｇを侮辱するのか？」ドワーフがぎろりと睨にらむが、ルミアもまた睨にらみ返す。

　コホン、と咳せき払ばらいをしたあと、ドワーフは「とにかく」と説明を再開した。

「我らＤ・Ｄ・Ｇは、冒険者たちの安全と円滑な業務のために、第三十六ダンジョンを管理しているのだ。あそこで獲とれた外殻獣については我らに『手数料』を納める決まりとなっている」

　──まあ、いくつか思い当たるフシはあるな。……ヤクザまがいのドワーフ・ギルド。

　酒場でダイヤン・ダルンから仕入れた情報を思い出す。あのときはエメロードに関係ありそうな『金貸し』のほうの情報を詳しく聞いたため、ドワーフうんぬんの話は聞きそびれていた。どうやら、こいつらがそうらしい。

「手数料なんて、誰が決めたんだよ」

「ウチのギルドだ」

「ギルド組合に話はついてんのか」

「そんなことはどうでもいい。客が来たのか、来ないのか。さっさとしないと──」

　そこでドワーフの一人が「おっ」と声を上げる。「なんだ、あるじゃないか」と、テーブルに置いてあるものを指した。それは先ほどの客が置いていった『青銅堅牢亀ブロンズタートル』の甲羅。

「あれをよこせ」

「これはウチが買ったんです！」ルミアが叫ぶ。店内に入ろうとするドワーフを、小さな体で通せんぼしようとするが、その体はすぐに押しのけられる。

「おい、勝手に店内に入るな。品物に手ぇ出したら叩たたき出だすぞ」

「そこはおしさま、可愛かわいい弟子に手ぇ出したら叩たたき出だすぞ、でしょう？」ルミアが変なところで絡からんでくる。

「希少金属レアメタルのほうが大事だろ」「看板娘のほうが大事です！」「てめぇら、いいからあの亀をよこせ！」と、嚙かみ合あわない応酬が続く。

　そのときだ。




「お嬢様……ッ！」




　聞き覚えのある声がして、それから「ブゴッ!?」とドワーフの一人がつんのめった。背中から強烈な飛び蹴りを食らわせたのは、執事風の服をまとったエルフ少女。

「マグネ!?」ルミアがびっくりした声を出す。

「お嬢様から離れろ！　このドワーフ風ふ情ぜいが！」

「イタタ……。ク・ソ・ガ・キ・が～～～ッ！」髑どく髏ろの兜かぶとが脱げたドワーフが、浅黒い顔で睨にらみ付つける。マグネは両手を前に出して『構え』を取り、臨戦態勢だ。

「この野郎！」

　ドワーフの一人が摑つかみかかる。しかし、マグネはひらりと優雅にかわし、すれ違いざまに股間に蹴りを入れる。「ウッ」とドワーフがうめいて股間を押さえると、畳みかけるように足払いをしかける。一人を倒したところで、もう一人が背後からマグネに組み付いてくるが、それもマグネは背後に目があるかのように回避し、相手の腹部にドスッと回し蹴りを入れた。みぞおちに決まったのか、ドワーフが苦しげに膝をつく。

「お嬢様の護衛を務めたこのマグネ・シューム、貴様らドワーフごときに後れを取ると思うか！」

　どういうわけか、この小柄なエルフ執事は意外にも体術に優れている。本来、体力では劣るエルフにもかかわらず身のこなしが素人しろうとのそれではない。とりわけルミアに関することではなかなかの力を発揮し、出会ったころはフィーゴもいくらか手こずらされた。主に、店内からつまみ出すのに。

　しかし、どうにもおっちょこちょいなのは、ルミアにも似ていて。

「あっ」

　さらに相手の攻撃を避けたとき、マグネは玄関の敷しき居いに足を引っかけ、そのままつんのめった。バランスを崩した隙を逃さず、うずくまっていたドワーフがマグネの足首をぐっと摑つかむ。

「こ、こいつ、放せっ！」

　こうなると、非力なエルフが屈強なドワーフたちにかなうはずもなく、あっという間に羽交い締めにされてしまう。

「小僧、舐なめやがって……！」

　先ほど股間を蹴られたドワーフが、斧おのを振り上げた。その目は殺意で濁っている。

「ぶっ殺してやる！」

　大きな斧おのが振り上げられる。このとき、マグネの顔が初めて恐怖に脅おびえた。

　──やれやれ。

　それを見て取ったフィーゴは、腰のハンマーをすっと引き抜いた。そして、ちょうど目の前にあった『甲羅』を思い切り引っ搔いた。その瞬間、室内には身の毛もよだつようなギギギギギィ───ッという不快な高音が響き渡り、

「グアッ！」「キャア！」

　全員が耳を押さえ、うずくまる。エルフは長い耳を押さえ、ドワーフは角ばった耳を押さえる。斧おのが床に転がる。

「てめぇら人の店で喧けん嘩かしてんじゃねぇ」

「おしさま～、ひどいですよぉ」ルミアがうずくまったまま耳を押さえて不平を述べる。エルフは耳が大きい分、音には敏感だ。

「こ、このやろ……よくも」ドワーフたち三人が、ようやく耳から手を離し、それから「あれ!?」と自分たちの両手を見る。その手にはもう自慢の斧おのがない。

「お探しの物はこれか？」

　フィーゴがテーブルの上に、三本の斧おのを並べる。それからハンマーで、キンコンカンと連続して叩たたくと、斧おのはまるでビスケットのようにボロッと割れた。

「なっ!?」

「だいぶ金属疲労が溜たまっていたな。……まだやるかい？」

　フィーゴが割れた斧おのを放り投げると、ドワーフのつま先すれすれに破片が刺さる。うわっ、と叫んだあと、彼らは顔を見合わせる。

「くっ……覚えてろよ！」

　捨すて台詞ぜりふを吐き、ドワーフたちは悔しげにフィーゴを睨にらんでからドアを蹴り飛ばした。ガラン、と派手な音がして、彼らは憤ふん懣まんやるかたないといった調子でのしのしと肩を怒らせて去っていく。

「「ゲラウト、ゲラウトー!!（帰れ帰れー!!）」」

　二人のエルフが、表で声を揃そろえて叫ぶ。

「おまえら本当にドワーフ嫌いだよな」

「ダン・アープ・ラ・ドワーフ！（ドワーフ許ゆるすまじ！）」

「イーガー！（そうだー！）」

「ヴィ・ライル・アー・エルフ！（エルフ万歳！）」

「ヴィ・ライル！　ヴィ・ライル！（万歳！　万歳！）」

　ルミアの掛け声に合わせて、マグネが拳を振り上げる。普段はマグネがたしなめられているシーンが目立つが、こういうときは姉妹のように息がぴったりだ。

　二人で拳を突き出すエルフ少女たちを横目にしつつ、

「ま、壊れた店の修理代にもらっておくか」

　フィーゴは髑どく髏ろの兜かぶとを拾い上げて、くるくると指で回した。
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　嫌がらせが始まったのは、その直後からだ。

「おしさま！　おしさま！　大変ですぅ～！」

　ルミアが血相を変えてやってくる。仕事場にいたフィーゴは汗を拭いつつ、「なんだー」と答える。

「ガラスが割られていますぅ！」

「今度はどこだ」

「向かって右から二番目ですぅ！」

　フィーゴは手持ちの素材を、もう二度ほど叩たたいた後、ゆっくり立ち上がる。ふーっ、と息を吐き、ルミアのいる部屋へと戻っていく。

「怪け我がしてねぇか」

「それは大丈夫ですけど……」

「これで五日連続か」

「六日です、おしさま」

　妙なところで数字に正確な弟子が答える。

　例のドワーフたちを追い払って以来、アンヴィル亭は数々の嫌がらせを受けていた。窓ガラスを割られたり、壁を壊されたりはまだいいほうで、先日は小ぼ火や騒ぎまであった。あんなゴロツキ連中、放っておけばいい──最初はそう高をくくっていたフィーゴも、これはいささか面倒なことになったなと思い始めていた。

「あのドワーフ、肌の色や衣服からして、おそらくバルトン族ですね」

「バルトン族？　ええと、確か……」

　その名前は聞いたことがある。確か、ドワーフの中でも荒っぽいことで有名な一族。

「エルフも森の民ですから、彼らの生態は多少分かります。バルトン族は凶暴で、残忍で、冷血で、陰惨で……」

「ちょっと偏見が入ってないか？」

　ルミアの言葉を話半分に聞きつつ、『バルトン族』という言葉に少々引っかかる。仕事でつきあいのある鍛冶屋にも、バルトン族出身のドワーフは何人かいるが、そこまで乱暴な奴やつはいない。

「わるとんのはつら、はったくゆるへなひ（バルトンのやつら、まったく許せない）」

「おいマグネ、ケーキ食べながらしゃべるな」

　ドワーフたちを追い返したその夜から、マグネはずっと泊まりがけでアンヴィル亭に滞在している。なんでも、ルミアお嬢様を凶暴なドワーフどもから守るんだ、と意気込んで、朝から晩までルミアの尻を追いかけ回している。

「あ、お嬢様またそのような雑事を！」

　包丁を研いでいるルミアの隣に行き、マグネは強引に手伝おうとする。

「一人で大丈夫だから」

「ですから、そんな雑事はこの執事めにお任せを」

「この前も言ったけどね、これは修業の一環だから、私がやんなきゃダメなの」

「ではお嬢様、休憩にお紅茶とケーキなどを」

「もう、しつこい！　あっち行ってて！」

「キャンッ！（御意ッ！）」

　と、修業中のルミアからあしらわれている。さっきもルミアに断られた手製のケーキを一人で頰張ってむくれていた。ケーキと聞けば喜んで食べるルミアも、こう連日三食お菓子を作り続けるエルフ執事に辟へき易えきし、最近では「もう作らなくていいから」「お腹なかいっぱいだから」と断っている始末だ。

「ほっといて！」「キャンッ！（御意ッ！）」「私がやるから！」「キャンッ！（御意ッ！）」

「きゃんきゃんうるせーぞ」

「人間は黙ってろ」

「居候いそうろうのくせに態度のでかいヤローだな」

「おまえがお嬢様をたぶらかさなければ、今頃はお屋や敷しきで二人仲良く暮らせたのに！　ああ、お嬢様、こんな野蛮な人間たちと冷たい人工物に囲まれて、おいたわしや……」

　口元の生クリームをぺろぺろしながら愚痴を言う。

「ほら、舐なめてないでちゃんと拭け。口のまわりが生クリームだらけだぞ」

　彼が手拭いを放り投げると、マグネは口元を拭き出す。

「あっ」そこでルミアが叫んだ。

「どうした？」

「口元……生クリーム……」少女は皿に残っていた生クリームを、指ですくって口元にぴとりとつけた。

「ほら、おしさま」

「どうした。クリームなんかつけて」

「こういうとき、愛し合う男女は唇でクリームを取るんですよ」

「どこで覚えるんだそういう話は」

「お嬢様、それなら僕がペロペロします」

「マグネはあっち行ってて。……ハッ、もしかしておしさまは、もっと全身に生クリームをかけた、あの伝説の女体盛りのほうがお好み……」

　ルミアは胸元をバッと開くと、生クリームをそこにもつける。

「おしさま、どうぞ」

「お嬢様いただきます！」

「もう、マグネには言ってない～！」

　二人のエルフ少女は絡からみながらドタバタと揉もみ合あう。「うるせぇ！　じゃれてんじゃねぇ！」とフィーゴが一喝する。

　もっとも、マグネの滞在はあながち迷惑なことばかりでもなかった。例のドワーフがいつ襲ってくるともしれないし、フィーゴにしても、ずっとルミアのそばに張り付いているわけにもいかない。なんだかんだで腕が立つマグネがルミアにつきっきりでいることは、護衛という意味ではそれなりに助かってはいた。

「おしさま、ガラスは本当に片付けなくていいんですか？」

　包丁を研ぎながらルミアが言う。

「どーせまた割られるから二度手間だろ」

「でも、ふんづけたら怪け我がしますし」

「そこの甘党エルフにでもやらせとけ」

「なんだと人間」

「マグネ、掃除しといて～」

「キャンッ！（御意ッ！）」
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　ルミアの命令には即答するマグネだった。

「こんなことなら、あのときなんでもいいからテキトーな商品を渡して、奴やつらにお引き取り願えばよかったですねぇ」

「だから、そーいうのは駄目だって言ったろ。ドワーフは伝統的に鍛冶の技術に長たけているから、ハンパなもんを渡せばすぐにバレる」

「金属は噓うそを吐かない、ですか？」

「そうだ。分かってるじゃねぇか」

　まあ、しかし……。飛び散ったガラス片と、あちこち割れて風通しがよくなった室内を見渡しながら、フィーゴは顔をしかめる。

　──そろそろ、なんとかせんとな。

　そんなことを思いながら、彼は腰のハンマーを軽く回転させた。
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　夜明け前の道を、一人の人物が歩いている。

　頭には髑どく髏ろを模したいかつい兜かぶと。手には何か布地で覆った包み。それを大事そうに抱えながら、人通りのない道を歩いていく。

　その人物を、遠くの物陰から覗のぞいているのはアンヴィル亭の師弟だった。

「マグネ、大丈夫でしょうか」

「心配ないさ。いざってときは俺が出る」

「囮おとりなんて、バレたらただじゃすみませんよ」

　ルミアは祈るように両手を組んでいる。普段はマグネのことを邪険にしているが、やはり長いつきあいなのだろう。心配そうな気持ちが全身に表れている。耳が垂れ下がり、少し震えていた。

　マグネ扮ふんする髑どく髏ろ兜かぶとの人物は、ゆっくりと通りを歩いている。

　──作戦ってのはこうだ。このドワーフが置いていった髑どく髏ろ兜かぶと、おまえが被かぶって通りを歩くんだ。おまえがこの甲羅を大事そうに抱えていれば、必ず奴やつらが接触してくる。

　フィーゴが立案した作戦に、マグネは即決で乗ってきた。「お嬢様を守るためならなんでもする」と決意を述べ、それで作戦決行となったのだった。

「あっ」

　ルミアが小さく声を上げる。前を歩いていた髑どく髏ろ兜かぶと──マグネに、近づいてくる者がいた。フードを被かぶって顔を隠しているが、背格好から察しはつく。

　マグネは、兜かぶとを被かぶったまま、ちらりと『包み』の中身を見せるような仕草をした。あの中には例の『青銅堅牢亀ブロンズタートル』の甲羅が入っている。

　やがて、マグネは相手に連れられ、路地裏に入っていった。ちらりと背後を振り返り、そしてまた歩き出す。どうやら髑どく髏ろ兜かぶとのおかげで、同じ『Ｄ・Ｄ・Ｇ』とかいうギルドの仲間だと認識されたようだった。

「うまく行ったようだぞ」

「私、怖くなってきました」

「意外と怖がりだな」

「おしさまが鈍感なんですよ。……あと、マグネも」

　敵の本拠地に乗り込む以上、危険なのは覚悟の上だ。囮おとりを引き受けたマグネの度胸こそ、大したものだなとフィーゴは感心していた。あの年頃でなかなかの男──いや女だったか。

　周囲を警戒しながら、二人は間を置いて路地裏へと急ぐ。

「あ、ありましたよおしさま」

「手はずどおりだな」

　路地の入り口には、よく見ると『粉』のようなものが落ちている。これはマグネが目印として落としていったものだ。肉眼で見てもほとんど分からないが、フィーゴが自分の手に嵌はめた『指輪』を近づけると、磁石に近づけた砂鉄のようにびっしりと粉末がくっついてくる。これはグリフォンの白銀製の爪を砕いて作った金属粉末だ。他の金属と異なり、特定の金属としか結びつかないため、鑑定の際に重宝する上、こうして目印としても有効だった。正確には磁力ではなく形状記憶合金の一種。ちなみにグリフォンの爪は、エメロードが利息と称して運んできた『紺碧のコバルトブルー鷲獅子グリフオン』から採取したものだ。

「あ、おしさま、こっちです」

　しばらく歩いたあとに、今度はルミアが目印を見つける。彼女の嵌はめたグリフォン製の指輪に、同じくグリフォンの粉末が付着している。

　ドワーフはどんどん歩いていった。市街地を抜けると、人家のほとんどない地域を進み、ついには街の外壁にたどりつく。アル・メタリアは金属外殻獣メタルモンスターの襲撃を避けるために、周囲を金属製の頑丈な壁で囲っている。先頭を行くドワーフは通行証を検問の衛兵に見せると、マグネといっしょに通行を許可された。

「急ぐぞ」

「で、でも通行証は」

「そんなもんいらねぇよ」

　フィーゴが検問に近づくと、衛兵が立ちはだかる。しかし、彼が名前を名乗ると、途端に緊張した顔になって門を開けた。最高職人グランドマイスターはアル・メタリアすべての検問を顔パスで通れる権限が認められている。

　アル・メタリアの周囲は、壁の向こう側がほとんど鬱うつ蒼そうとした森で覆われている。この森の中に無数のダンジョンと外殻獣がひしめいており、ここから先はお宝と危険が隣り合わせの地域だ。昔から森に棲すんでいるエルフ族やドワーフ族ならば猛獣たちの生息地を熟知しているが、そうした知識のない人間が踏み込めば命の保証はない。

「どこまで行くんでしょうね……」

「森のことはおまえのほうが詳しいんじゃないのか？」

「うーん、ドワーフの集落なら水辺に近い洞窟とかですけど……」

　森に分け入るとき、ちらりとマグネがこちらを見た。フィーゴたちが付いてきているのを確かめると、マグネは森の獣道を進んでいった。

「なに……？」

　同じように森に分け入ったときだった。

　さっきまで少し先を歩いていたマグネの姿が、急に見えなくなった。

　──どっちに行きやがった……？

　ほんの一瞬のことだった。近くに『粉末』が落ちていないかと探してみるが、しかし、鬱うつ蒼そうとしげる足元の草が邪魔をして、判別はなかなか困難だった。足跡も獣たちのものと混ざって見分けがつかない。

　どうする、と思案していたところで、

「おしさま、たぶんこっちです」

　ルミアがひとつの方角を指す。

「なんで分かる？」

「ドワーフの習性です。我らエルフと同じく、ドワーフも森に棲すむ一族。とりわけバルトン族は、森の中でも深い暗がりを棲すみ家としているんです。きっと同じ獣道でも、こっちの陽の当たらぬ暗がりを選ぶ気がします」

　確かにその方向は、森の木によって日差しが閉ざされ、他のところよりも一段暗く見える。

「分かった、行ってみよう」

　確証はないが、こういうときのルミアの勘はなぜか鋭い。ここは弟子を信じて、フィーゴは暗い森林地帯のさらに奥へと入る。

「ちょっと急ぐぞ」

「あ、あ、おしさま、待ってくださいよぅ」

　彼が駆け出すと、ルミアが慌てて追ってくる。そろそろ日の出が近いらしく、空が白み始めていた。




　さらに半はん刻とき後。

「あっ」

「正解だったな」

　張り出した小枝や、まとわりついてくる虫に煩わされながらも、彼らは目当ての場所にたどりつく。そこには崖を掘ったような大きな洞窟があり、少しそばの岩の上にはグリフォンの金属粉が撒まかれている。指輪を近づけるとびっしりと粉末がついてくるので間違いない。

　洞窟の前には、外殻獣の骨や、折れた爪のようなものが転がっている。洞窟の入り口には金属製の扉がこしらえてあり、一応は店なのか、酒さか樽だるの絵が書いてある。森に棲すむドワーフ御ご用よう達たしの酒場、というところか。店の前には、きちんと舗装された通路が続いており、通路を示す金属製の矢印なども見える。ドワーフの集落が近いのだろう。とすれば、ここはドワーフたちにとっては郊外の酒場といったところか。

「ここで待ってろ」

「嫌です」

　ルミアはきっぱりと断る。

「でも、ここから先は見るからにヤバいだろ」

「マグネひとりを危険な目に遭わせるわけにはいきません」

　そう真顔でつぶやくと、ルミアはポケットから布地を出し、自分の耳を隠すように頰かむりをした。ドワーフのアジトに、エルフが入っていくと怪しまれると思ったのだろう。もっとも、ここでその程度の変装が通じるとも思えないが。

　──頑固だよな、昔から。

　ルミアはたいていの場合は素直だが、こういうときは頑として譲らない。わがままというよりも、己の矜きよう持じに関わるような部分では決して自分を曲げないのだ。そういうところが、どこか貴族の誇りのようなものを感じさせる。

　これはやはりエルフ族の上流階級、下手すればもっと上の……？

　いまだ知らぬ弟子の素性を想像しつつ、フィーゴは扉の隙間から酒場を覗のぞき込こむ。顔を近づけただけでムワッと酒の臭いが鼻に付き、少なくとも十人以上のドワーフたちがまだ朝も早いというのに酔っ払っている。髑どく髏ろの兜かぶとが床に転がっていることから、ここがアジトであると隠す気もないのだろう。洞窟の中とはいえ、金属製の通路と壁できちんと加工されており、通気口や窓らしき箇所から日の光が差し込んでいる。このへんは金属加工に長たけた種族らしい見事な建築技術──金属職人であるフィーゴは、一目見ただけでそんなことまで観察する。

「ちょっとおしさま、私にも見せてくださいよう！」

「バカ、でかい声を出すな──」

　そう注意したときには遅かった。

「臭うなぁ～」

　店の中から、ドワーフの声がした。

「そうだ、臭う、臭うぞ～。俺たちの大嫌いな、エルフの臭いだ～」「そうだそうだ、エルフくせぇ、エルフくせぇぞ～」すぐに他の客たちも同調する。

　やばい、バレたぞ──と思ったときには店の扉が勢いよく開いた。

「エルフだ！　エルフがいたぞ！」「なに～!?」「エルフだと……!?」

　店内からは、ドタドタと足音を立ててドワーフたちが出てくる。彼らはあっという間にフィーゴとルミアを囲み、その屈強な肉体で圧迫するように寄ってくる。

「おい！　連れて来い！」

　店内から鋭い声がすると、「「へいっ！」」とドワーフたちは声を揃そろえて返事をして、フィーゴとルミアの体を摑つかんだ。「お、おしさま……」とルミアが脅おびえた声を出す。

「分かった分かった……入るから、乱暴するなよ」

　フィーゴは大人しく、彼らの『連行』に従う。ルミアはフィーゴにひっつき、内心の恐怖を示して耳をぶるぶると震わせている。

「飛んで火に入る夏のエルフだな！」

　店の奥まで入ったときだった。

　野太い声がすると、カウンター内から二人のドワーフが出て来た。そのうちの一人は少年のようなエルフを拘束し、「おまえらが捜しているのはこのお仲間か？」と笑った。

「マグネ……ッ！」

　ルミアが叫ぶ。マグネは猿ぐつわをかまされたまま「おもうおふぁっ（お嬢様っ）」とうめき声を上げる。

「ドワーフの俺たちが、エルフの臭いに気づかないと思ったか」

　ガン、と変装用の髑どく髏ろ兜かぶとが床に転がる。

「お、おお、おしさま、どうしましょう……」ルミアが動揺しながら彼を見上げる。

「へへっ」

　しかしフィーゴに動じた様子はない。くるりとハンマーを回し、自分の腕を摑つかんでいるドワーフの腕を振りほどく。

「こんなにうまくいくとはな」

「……おしさま？」

「さすがに、エルフがドワーフに変装するなんて作戦、すぐに見破られるに決まってるだろ。だけど亀の甲羅──希少金属レアメタルって『エサ』があれば、連中は食いついてくると思ってな。少なくとも何かアプローチはしてくると思ったが、まさかここまで案内してくれるとはな」

「はまひたなあー！（騙だましたなー！）」マグネが猿ぐつわのまま叫ぶ。

「わりいわりい」

　まったく悪びれずにフィーゴは謝る。

　そのとき、マグネを拘束していたドワーフが、怒りに満ちた表情で、ずんと前に出た。それからマグネを物のように放り投げると、

「で、どうするんだい鍛冶屋さん？」こめかみに血管が浮き出た顔で言った。「俺たちのアジトを突き止めたからって、この状況から逃げられるとでも？」

　店内には十人を超えるドワーフたち。どれも屈強な体つきで、おまけに武器まで持っている。

「逃げも隠れもしねぇよ」

　フィーゴは床に投げられたマグネをむんずと拾い上げると、自分の背中に隠すように椅子に置いた。

「俺はこいつで『鑑定たたく』だけだ」

「いいからふんじばっちまえっ！」

「「「へいっ！」」」

　ドワーフたちが一斉にフィーゴに襲い掛かる。「伏せてろ」とフィーゴがつぶやくと、ルミアとマグネは頭を抱えて伏せる。

　先頭のドワーフが、フィーゴの襟に手を伸ばす。その手を軽やかに回避すると、フィーゴは『床』に向かってハンマーを振り下ろした。

　次の瞬間。

「おわあっ！」

　まるで天変地異でも起きたように、床に亀裂が走り、酒場の床がごっそりと『抜けた』。フィーゴたちのいるテーブルだけを残し、それ以外の床が割れ、洞窟の地盤に隠れていた建物の基礎が剝むき出だしになる。そこにできた蜘く蛛もの巣すのような亀裂に、足場を失ったドワーフたちが落ちていく。

「いいかルミア、よーく覚えておけ」フィーゴがハンマーで軽く肩を叩たたきながら、弟子にレクチャーを始める。「あらゆる金属には必ず『構造』がある。つまり『金脈』だな。それは長い時間を掛けると必ずひずみ、軋きしみ、『弱点』がにじんでくる。これが金脈の歪ゆがみ、まあいわゆる金属疲労だ。その構造上の弱点を突けば、こんなこともできるってわけだ」

「は、はあ……べ、勉強になります」

　ルミアはマグネと抱き合ったまま、呆ぼう然ぜんと答える。おそらく目の前の事態を理解できていない。

「ま、洞窟の地盤が緩くて助かったけどな」

「く、く、くそーっ！」

　亀裂にはまったドワーフたちが、憤ふん怒ぬの表情で彼を見上げる。それから崩れた足場を強引に踏みしめながら、必死にフィーゴのいる場所まで上ろうとする。

　そのとき。




「待て！」




　粉ふん塵じん舞う洞窟の中で、鋭い声が響いた。それは雷鳴のごとく威厳のある声で、その場にいたドワーフたちが急に立ち止まり、一斉にそちらを見た。

「これはいったい何事じゃ」

　カウンターの上には、背中を丸めた一人のドワーフがいる。白い髭ひげを生やした姿は相当の年季を感じさせるが、毛の長い眉毛に隠れた眼光は鋭い。

「モ、モルド族長!?」

　ドワーフたちが驚きよう愕がくの声を上げる。

　モルド族長と呼ばれた老ドワーフは、「そこに直れ」と静かに告げた。すると、あれほど血気盛んだったドワーフたちがおとなしくその場に座り込んだ。

「ど、どうして族長がここに……？」

「このアンヴィル殿に呼ばれたんじゃ」

「え？」「へ？」ドワーフたちだけでなく、エルフの少女たちもそろって顔を見合わせ、その老ドワーフを見つめる。彼はフィーゴと視線を合わせると、互いに小さくうなずき合う。

　ドワーフはしわがれた声で話を続けた。

「星の数ほど金属職人が多いアル・メタリアじゃが、上のほうは案外狭い業界でな……。アンヴィル殿とは先代、いや先々代からの顔見知りなんじゃよ。……それはともかく」

　老ドワーフは憤ふん懣まんやるかたないといった様子でドワーフたちを睨にらむ。

「まさかこんなことになっていようとは……」

「いえ、違うんです族長、これは……」

「おおよその事情は察しがついておるぞ。おおむね、おまえらがダンジョンで荒稼ぎをしておったのだろう。最近ドワーフが妙なギルドを作っているという噂うわさは聞いておったが、まさか我がバルトン族とはな」

「で、ですが、俺たちは正当なショバ代を──」

「だまらっしゃい！　バルトン族の面つら汚よごしめが！」

　一喝すると、ドワーフたちはびくっと口を閉じた。

「おぬしらの蛮行を見抜けぬほどわしは耄もう碌ろくしとらんぞ！」

　へへー、と恐れ入ったようにドワーフたちが頭を下げる。

　それから老ドワーフは、改めてフィーゴのほうに向き直る。

「アンヴィル殿、誠に申し訳ございません。このたびは我が一族がとんだご迷惑をお掛けしました。何とぞこの老体に免じて、どうかお怒りを鎮しずめてくださいませ。このとおり」

　族長は深々と、フィーゴに向かってお辞儀をする。その様子を見たドワーフたちがざわつき、「え？　なぜ族長が」「あんな人間風ふ情ぜいに」と目を白黒させる。

「どうかお慈悲を、アンヴィル殿。いや──今はこうお呼びすべきですかな、最高職人グランドマイスター」

　その途端だった。




「「「グ、最高職人グランドマイスター……ッ!?」」」




　ドワーフたちが一斉に叫んだ。それから「お、おい、じゃあアンヴィルって……」「この世に壊せぬ金属はナシっていう」「破壊神アンヴィル……」と口々に言い合った。そして見る見るその顔が真っ青になり、

「と、とんだご無礼をば……」

　全員がその場でフィーゴに向かって頭を下げる。ある者はガクガクと震え、ある者は命乞いをするように手を合わせ、ある者は恐怖で頭を抱えている。

「やめろやめろ、白々しい！」フィーゴは嫌そうに手を振る。「俺は先代の名を継いだだけで、破壊神なんてガラじゃない」

「むしろ、先代以上の腕前と聞いておるぞ」老ドワーフはニカリと笑う。

「買いかぶりだよ。俺をあんな人間離れした女といっしょにしないでくれ」

　言いながら、久しぶりに口にした亡なき先代のことを思い出し、彼はどこか懐なつかしさを胸に覚えていた。孤児の彼は、アンヴィル亭の先代主人に拾われ、鍛冶屋の技術を仕込まれた。今までドワーフたちに気づかれなかったのは、彼らがこの地域では新参者だったことと、『アンヴィル』という名前がこの国ではさほど珍しくないためだった。元々は鍛冶屋で使う『金床アンヴイル』が由来で、『ハンマー亭』『メタル亭』と並んで、鍛冶屋の名前の定番だ。何より、最高職人グランドマイスターがこんな街外れで薄汚れた看板の店にいるとは誰も思わない。

「それはさておきじゃ」

　老ドワーフは眉をわずかに上げて語る。

「たとえアンヴィル殿のことを知らなかったにせよ、今回のことは何ひとつ申し開きできんことじゃ」

　しゅん、とドワーフたちが肩をすくめる。もう誰も反論する者はいない。

「まあ、しかしだ。こやつらの罪を薄めるつもりではないが、いくらか、事情というものもある」

　そこで、今まで怒りを抑えていたような老ドワーフの顔が、やや哀かなしげに眉尻を落とした。

「かつて、ドワーフ族が鍛冶の技術を独占していたことは、アンヴィル殿もご存知でしょう。しかし、人間たちが増え、生きる場所を広げ始めると、ドワーフ族は少しずつ追いやられ、森の世界に引きこもるようになった。それでもドワーフ族は、多少狭苦しくても、人間たちとの共存を図った。しかし……」

　老ドワーフは静かに語る。

「相次ぐダンジョンの発見──すなわちアル・メタリアで金属景気メタルラツシユが起きたことで、状況はさらに変わった。ドワーフの聖域だった森の奥深くにまで、ダンジョン探索のために人間たちが入ってくるようになった。人間たちは、森の獣たちを『金属外殻獣メタルモンスター』と呼び、宝探しでもするように狩り尽くした。結果、ドワーフたちはますます棲すむ場所を追われた。そして、人間の街に出稼ぎに出ざるを得なくなった。ドワーフは人間相手に鍛冶屋を開き、そうやって先祖伝来の鍛冶の技術を切り売りするようになった。森という故郷をなくしたことで、家族と離れ離れになる者も少なくなかった……」

　気づけば、その場にいるドワーフたちが全員、神妙な顔で聞いていた。中には何か思い出したことがあったのか、涙ぐむ者もあった。

「鍛冶屋で食っていけるドワーフたちはまだいい。だが、人間の鍛冶屋にも、アンヴィル殿、あなた様のような凄すご腕うでが増えてしまい、我らドワーフの優越性もだいぶ薄れてきた。そうなると、あとは人間たちの真ま似ね事ごとをして、ダンジョンに潜らざるを得なくなる。かつては森に棲すんでいたのに、金に困って森に逆戻り。誇りも傷つくし、命を落とすこともある。心を病む者も多かった。だからの。まるでヤクザのようにショバ代を要求したり、そういう荒っぽい稼ぎ方をするのは、食い詰めたドワーフの最後の『しのぎ』なんじゃ」

「…………」

　フィーゴは静かに聞く。ルミアは唇を嚙かみしめて複雑そうな顔をしており、マグネはなんだか怒った顔をしている。エルフとドワーフには長い因縁があるらしいので、その気持ちがどういうものかフィーゴには推し量れない。

「だからの、アンヴィル殿──いや若き最高職人グランドマイスター」

　老ドワーフは、ゆっくりと頭を垂れる。

「こやつらには、わしからようく言って聞かせるから、今回ばかりはどうか勘弁してやってほしい」

　謝罪の意を示す老ドワーフに、「族長！」「ぞくちょお～！」と感極まったような声が飛ぶ。

　フィーゴはわずかに唇を嚙かみ、立ち上がる。それから「……行くぞ」とつぶやき、踵きびすを返かえした。店内は床が抜けているので、壁かべ際ぎわを伝って帰路につく。それに「あ、おしさま待って！」「お嬢様、僕を置いていかないで！」とエルフたちも後に続く。

「アンヴィル殿、これをお忘れですぞ」

　老ドワーフが、亀の甲羅を持ち上げる。

「いや、いい」

　フィーゴは小さく肩をすくめ、振り返る。

「あんたの話、よく分かるよ。森の種族っていう意味では、ウチにも似たようなのはいるしな」

　そう言うと、フィーゴは二人のエルフを見た。ルミアは複雑そうな顔をし、マグネは「ドワーフといっしょにするな」と言い返すが、その声は小さい。

「そいつは店の修理代だ。奴やつらにあげてくれ」

　軽く手を挙げると、彼は店を出た。




　　　　○




　ドワーフ酒場からの帰り道。

　鬱うつ蒼そうとした森を抜けて街中に戻ると、一行は朝あさ陽ひの眩まぶしい郊外の道を歩いていた。前には族長とフィーゴ、少し離れてエルフの少女二人。

「助かったよ、モルドさん」

「なに、こちらこそ申し訳なかった。わしがもう少し、事態に早く気づいていれば……」

　族長のモルドは、太い眉毛を哀かなしげに歪ゆがませる。聞けば、ここしばらくは一族の集まりで故郷の森に帰っていたらしく、最近のギルドの情報まで耳に入って来なかったらしい。

「でも、いいのかよ」後ろを歩いているマグネが口を開いた。「あの亀。高いんだろ」

「いいんだよ。床を抜いちまったし、修理代さ」

「気前がいいなあ。僕なら絶対奪い返すのに」

「おしさま、ウチの店はガラスを割られたんですよ？　それもたくさん」

「そうだったな」

「僕なんか羽交い締めにあったんだぞ？」

「悪かったよ」

「おしさまはドワーフに甘いです」「おまえはドワーフに甘い」

　エルフたちは声をそろえて言う。

「おまえら、ほんとドワーフには厳しいよな」

「「当然」」

　エルフ娘たちは同時に答える。こういうときは息がぴったりだ。

「ふぇっふぇっふぇっ、威勢の良いい嬢ちゃんたちだ」

　モルドが高らかに笑うと、エルフの少女たちは「あ……」と黙ってしまった。この場にドワーフがいることを思い出したように、気まずそうに顔を見合わせる。

「まあ、なんていうか、よ」フィーゴは朝の冷たい空気を吸いながら、空に話しかけるように言った。「人間も、エルフも、ドワーフも……なんていうか、種族は違っても、喧けん嘩かするこたあねぇんだ。なあなあでも、打算でも、テキトーなところで手が打てるなら、それに越したことはねぇのさ」

「そのとおりじゃなぁ……」

　族長はしみじみとうなずく。

「でも、元はといえば人間が悪いんだろ。さっきの話によると」

　マグネが遠慮なく突っ込む。

「そのとおりさ。元は人間が悪い。たいていのことはな」

「じゃあフィーゴ、おまえが悪いんだな」

「ちょっとマグネ、おしさまを悪く言わないで」

「え、どうしてお嬢様はこんな奴やつを庇かばうんですか～」

「だって夫婦ですから～」

　ルミアは甘えた声を出し、フィーゴと腕を組む。マグネは「ンギギ、人間め……お嬢様をたぶらかしおって……」と不服そうに歯ぎしりをする。

「そうだ、マグネ。今日はありがとう」

「え？」

　ルミアが振り返ってお礼を言うと、マグネは目をぱちくりさせる。

「だって、私のために、あんな危険なドワーフの酒場まで行ったんでしょ？　それに、ずっと寝ずの番をしてくれてたのよね？」

「気づいてらしたんですか」

「ええ、もちろん。あなたが私のことを守ってくれたの、とても嬉うれしかったし、感謝してる」

「ル、ルミアお嬢様……」

　マグネは声を詰まらせる。ルミアに褒められたのがそんなに嬉うれしかったのか、すでに目がうるうるとしている。

「だけど、下着は返してね？」

「ふぇ？」

「私が寝てる間、洋服ダンスを漁あさったでしょ？　返してね？」

「な、な、なななんのことでしょう？」

　マグネは明らかに動揺し、なぜかポケットのあたりを押さえた。

「返してね？」

「…………」

「か・え・し・て・ね？」

　ルミアが笑顔で言うと、マグネの耳がプルプルと痙けい攣れんした。

「うぅ……」

　マグネは震えながら、ポケットから何かを取り出す。それは丸められた桃色のショーツ。しかもちょっと布地が薄く、刺し繡しゆうもどこか大人びている。

　──こいつ……こんな大人っぽい下着をつけてやがるのか。

　一瞬、ルミアの下着姿を想像しかけるが、すぐにやめる。こんなお子様エルフの下着姿など想像しても意味がない。

「あ、おしさま、今ちょっと変なこと考えたでしょ？」

　妙に勘の鋭い弟子が、マグネを睨にらみつつも師匠の脇腹を指先で強めに突く。

「か、考えてねーよ」

「考えるだけでなく、実行に移してもかまいませんよ♥　……それはともかく、マグネ～」

「あ、いや、これはっ」追及の矛先が再び向けられたエルフは、ビクビクと耳を震わせながら苦しい言い訳を始める。「お、お嬢様が、に、人間相手に、ふ、不ふ埒らちな格好をしているのではないかと情操教育的な心配をしまして！　そそ、それでひとつサンプル的な意味合いで、一瞬だけ拝借したわけでして、けけけ決していかがわしい目的ではなくてですね……！」

「マグネ!!」「わわわ、お許しを～!!」

　マグネはショーツを握り締めたまま逃げ出し、それをルミアが拳を振り上げて追っていった。







　エルフの少女たちが走り出したあとだった。

「アンヴィル殿」

　おもむろに、老ドワーフが口を開いた。

「あのサーベルのことは、ご存知か？」

「そいつは……」

　フィーゴは尋ねられ、視線を前に向ける。走り去る少女の腰では、いつもの巨大なサーベルが揺れている。

　何か、いわくがあるのだろう。おそらくはルミアの過去や出自に関する何かの事情が──そこまでは想像してみるが、確たることは想像の域を出ない。

「その様子だと、詳しくは知らないようですな……」

「モルドさん、何か知っているのか？　良かったら教えてほしい」

「いや……」

　そこでモルドは、哀かなしげな声でつぶやいた。

「これは、わしが語りえぬこと。ただ、おぬしのような男が、あの子と巡り合えたのは……ある意味で、神の御心かもしれんなあ……」

「……？」

　その後、フィーゴが訊きき返したが、老ドワーフは何も確たることを答えなかった。

　ルミアの長い影が、朝あさ陽ひに照らされて伸びていく。それは腰のサーベルから長い長い影を伸ばし、どこか別の生き物のように道を黒く染める。

　いったいあいつ、何者なんだ……？

　少女の腰で揺れるサーベルを見つめながら、改めてフィーゴはこの弟子のことを考えてみる。思えば、あのサーベルもついに一度も使わなかった。護身用だというならば、今日のような事態こそ手に取ってしかるべきなのに、鞘さやから抜く気配すら見せていない。

　遠ざかる少女の背中が角を曲がると、彼はどこか、少女が遠くに行ってしまったような気分になった。








第三章　紫髪の魔女×黄金の鳳ほう凰おう




──鑑定レベル66【ＳＳＲダブルスーパーレア】
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　今日も今日とて、職人はハンマーを振るう。

　金床に載せられた熱々の素材に、魂をぶつけるように打撃を食らわす。ヘパイストス銀から湧き上がる白い蒸気のようなもの──これを精霊素材エレメンタルという──それが次の棲すみ家を探すように素材の上を旋回すると、フィーゴは赤くなったボウル鋼をヘパイストス銀に重ねる。それをまた叩たたいて打ち延ばすと、金属素材マテリアルと精霊素材エレメンタルの重層が出来上がり、それをさらに熱で引き伸ばす。今日、このボウル鋼に精霊素材エレメンタルを練り込むのは十二回目だ。この回数が多いほど、出来上がった武器は『炎』の属性を色濃く持つ強力な武器となる。精霊素材エレメンタルには安価で大量に獲とれる『炎の精霊』のヘパイストス銀が有名だが、これを『氷の精霊』のスノリウム白金で行えば当然それは『氷』の属性となる。ただ、希少ゆえにかなり高価となるし、さらに定着が難しい。ちなみに、精霊素材エレメンタルと金属素材マテリアルを融合したものを『合金』と呼び、特に元の形状を呼び出す性質があるものは『形状記憶合金』と呼ぶ。こうした合金を作り出せる職人には、最低でもレベル41以上が必要で、そうでないと、うっかりヘパイストスの炎に巻かれて焼死したり、スノリウムの息吹いぶきで凍死したりすることになる。精霊というのはデリケートで怒りっぽいのだ。

　とりわけ、この精霊素材エレメンタルは『鑑定』の際には絶対的な指標となる。精霊は特定の金属素材マテリアルとしか結びつかないため、精霊素材エレメンタルを特定できればかなりの範囲まで金属が絞り込める。たとえば炎の精霊ヘパイストスは銀・白金・金剛石にしか結びつかないことが知られており、ヘパイストスが検出されればその金属がこの三種類と絞り込める。別の金属であるということは絶対にない。最たるものが黄金の精霊『ゴルディアス』であり、これは『黄金ゴールド鳳凰フエニツクス』の羽根にしか結びつかず、ゴルディアスの検出こそが黄金ゴールド鳳凰フエニツクスである絶対的指標として知られている。とにもかくにも、精霊素材エレメンタルは金属鑑定の肝であり、金属加工において精霊素材エレメンタルを定着させることは市場に流通させる上でもすこぶる重要といえた。逆にいえば、この工程が甘いと流通過程で精霊が剝離してしまい、市場に『偽にせ物もの』を出品したと言われかねない。これは金属職人にとって実に不名誉なことであり、プライドの傷つくことだった。

　今日もフィーゴは、そうした職人のプライドに懸けてハンマーを振るう。そして本日十三回目の精霊召喚を行おうとしたときだ。

「～～～ッ!!」

　何か聞こえた。

　──ん？

　手を止めると、ドアの向こうで喧けん噪そうが聞こえる。「おしさまはお忙しいのです」「ルミアちゃんまたまたいじわるして～」「いいからお引き取りください！」「ちょいと上がらせてもらうよ」というやりとりが聞こえる。

　なんだ、と思って仕事場から顔を出すと、




「あら～、フィーゴ君おひさしぶりぶり～」




「ゲッ」

　思わず声が出る。

「ゲッ、とは何よ、こんな美人を前にして」

「てめぇで言ってりゃ世話ねぇな」

　フィーゴはそう言いつつも、内心では相手の言葉を認めていた。

　そこに立っていたのは紫色の髪を伸ばした、切れ長の瞳の美女。豊かな胸の谷間を見せつけるようなドレスは今日もきわどい。口には見事な飾り細工の煙管キセルをくわえている。

　セレスティア・ダルン。鍛冶屋ギルドの長老格ダイヤン・ダルンの孫娘で、フィーゴとは修業時代からの知り合い。いわゆる幼なじみで、『兄妹きようだい』弟子という間柄だ。

「セレス、仕事場には入ってくるなって言っただろう」

「だってフィーゴ君、あたしが呼んでも出て来ないじゃん」

「当然だろ。どうせ下らん用事なんだから」

「うわ、ひっど」

　セレスティアは眉をひそめるが、そのあとはケタケタと笑う。気安い感じは昔から変わらないな、とフィーゴは幼なじみを見て思う。

「今日はなんだ。遊びにはいかねぇからな」

「なによ、ここ何年もつきあってくれないくせに」

「いいから用件を言え」

「セレスさん、帰りの馬を用意しましたよ」

「ルミアちゃんまでいじわる～」

　セレスティアは着席し、紅茶を一口すする。しかしすぐに、「にがっ！」と舌を出す。

「なにこれ、どんだけ渋いのよ」

「それ飲んだらさっさとお帰りくださいね？」

「ルミアちゃんは昔からあたしに当たり強いよね」

「あら、何のことですかあ？」

　ルミアはニコニコしながら不敵に笑う。昔からこの二人はあからさまに仲が悪い。ルミアはこの店に若い女性が来るとたいてい機嫌が悪いが、セレスティアの場合はとりわけフィーゴに馴なれ馴なれしいので不機嫌さは輪をかけている。

「ルーミーアーちゃん！」

「わっ！」

　突然ガバリと抱きつくセレスティア。ルミアの顔に豊満な胸をむにゅむにゅと押しつけながら、「仲良くしましょーよー、セレスお姉ちゃん寂しいわぁ」と甘えた声を出す。抱きしめられたルミアは「わぶっ、息が……っ」と手をバタバタ動かし、ついでに耳もピコピコ動く。何かにつけて過剰なスキンシップを図るのがセレスティアの性癖にして悪癖だった。

「今日はマグネちゃん来てないの？」

　エルフの少女を抱きしめながらセレスティアがこちらを見る。

「そのうち来るんじゃねぇの」

「女騎士ちゃんは？」

「なんで知ってるんだよ」

「さっきルミアちゃんが教えてくれた。最近ここに出入りしてるって」

「ひがふんへす～」ルミアは何か弁解しようとしているが、胸の圧迫でまともに声が出せない。

「初対面で全裸にしたんだって？」

「人聞きの悪いことを言うな」

「フィーゴ君の頼みならあたしがひと肌脱いだのに」

「今も似たようなカッコだろうが」

「そうだっけ？」

　セレスティアは自分の服装を見る。薄手のドレスは体のラインを強調するようにぴたりと張り付き、背中の部分には大胆な切れ込みが入っている。うっかりすると臀でん部ぶまで見えそうだ。

「ぷはっ」そこでやっとルミアが胸の圧迫から解放される。「はあ、はあ……セ、セレスさん、用がないなら帰ってください」

「なんだよう、そんなに邪険にしないでよぉ。ちゃーんと『用』ならあるんだから。高名なる最高職人グランドマイスターさん？」

「何言ってんだ、おまえもだろ」

　フィーゴは肩をすくめて言う。

　最高職人グランドマイスター──この世界に十人しかいない肩書を持つ美女は、妖よう艶えんにして楽しげな笑みを浮かべて言うのだった。




「フィーゴ君、今からあたしと勝負しない？」




　　　　２




　ドアには臨時休業の札。

　店内では、テーブルの前で二人の職人が向かい合っている。

　かたやフィーゴ・アンヴィル。若くして天才と謳うたわれ、『最高職人グランドマイスター』の称号を持つ天才職人。

　その愛用のハンマーであらゆる金属を『音』で判別し、この世に壊せぬ金属なし。異名は『破壊神』。

　かたやセレスティア・ダルン。フィーゴの修業仲間にして、短期間で『最高職人グランドマイスター』にまで上り詰めた天才。どちらかと言えば万能型のフィーゴに対し、たった一つの特技であらゆる希少金属レアメタルを鑑別する『異能』の天才。ついた二つ名は『魔女』。

　今、その二人の天才が向かい合い、最高峰の闘いを繰り広げようとしている。

「私でいいんですか？　立会人」ルミアが二人の間で、不安げに首を傾かしげる。

「おまえしかいないだろ」

「ルミアちゃんでいいよ。フィーゴ君にはそれくらいのハンディがないとねー」

「おうセレス、言ってくれるじゃねぇか」

「あたしに勝とうなんざ百年早いよ」

「ポッと出が笑わせる」

　言葉の応酬とともに、眼光がぶつかり合う。修業時代から苦楽を共にした二人は、昔から親友でありライバルだった。無論、こうした『勝負』も幾度となく繰り返してきたが、互いに最高職人グランドマイスターの称号を得てからは初めてとなる。自他ともに認める最高峰の闘いと言えた。

「先攻は譲るよ」

「ほえ面づらかくなよ」

　そう言うと、フィーゴは懐ふところから三枚のアーツ銀貨を取り出し、それをテーブルに並べる。

　これは『三枚真贋トライアーツ』といい、三枚のアーツ銀貨から一枚のニセモノを当てるという勝負だ。職人試験で伝統的に採用されている方式でもあり、この手の腕試しには定番中の定番。

「本物かニセモノか、なんてのじゃ簡単すぎて面白くないよな。この中で『成分』が一個だけ違うものがある。それを当ててみせろ」

「楽勝ね。アーツ銀に含有するアルマ鉱の割合を当てろって言うんでしょ」

「ただし〇・一パーセントしか違わない」

「〇・一パーセント!?」叫んだのはルミア。「そんなの、分かるわけないじゃないですか！」

「大丈夫よルミアちゃん」

　セレスティアは銀貨を手に取り、布地で軽く拭いてみせる。

「あたしに分からない金属なんてないの」

　そう言うと、彼女は銀貨を口元に近づけ──




　ペロリと舐なめた。




　あっ、と叫んだのはルミア。その声にかまわず、セレスティアはペロペロと銀貨の表面を舐なめる。表と裏を舐なめ終えると銀貨を置き、二枚目に取り掛かる。それをペロリとやると次は三枚目。美女が艶めかしく舌を動かしてコインを舐なめる様子は、どこか悪魔じみた印象を抱かせた。魔女、という名前の由来を感じさせる光景。

　三枚の銀貨の『味見』を終えると、

「一枚目、アーツ銀97パーセント、アルマ鉱３パーセント。二枚目も同じ97パーと３パー。つまりこれ、三枚目だけが成分割合が違うわね」

　ピン、と彼女は銀貨を指先で弾く。それはフィーゴの手のひらに落ちる。

「それだけ、アルマ鉱が３．１パーセント含まれている。ま、銀貨の鋳造基準には引っ掛からないけどね」

「ご名答」

「うそっ、正解なんですか!?」ルミアが驚きで、耳をバタバタと動かす。

「そうか、おまえはこいつの本気を見るのは初めてだったな。俺が『聴覚』に長たけているのに対して、こいつの能力は『味覚』なんだ。味だけですべてを判別する」

[image: ]

「すべてじゃないよー。毒性のあるやつは無理だし、美味おいしくないのはやりたくないし」

　セレスティアは涼しげに微笑ほほえみ、ぺろりと唇を舌で拭う。ちなみに、彼女のくわえている煙管キセルは、煙草タバコを吸うためではなく、金属製の煙管キセルの『味』を味わうためのものだ。いわば彼女にとっては細長い飴あめのようなもの。

「さあ、今度はあたしの番だね」

「かかってこいや」

「おしさま、すごい楽しそう」

「笑っていられるのも今のうちだよ」

　美しき最高職人グランドマイスターは、たおやかな指で胸元に手を伸ばす。その豊満な谷間から、するりと何かを取り出す。「おしさま、どこ見てるんです？」「ど、どこも見てねぇよ」と師弟が話しているうちに、テーブルには三枚の金属片が並べられた。

「へえ……。鳳ほう凰おうか」

　そこに並べられたのは、黄金に輝く三枚の『羽根』だった。ほっそりとした骨に、繊細な羽毛が並び、その一本一本がきらびやかにして上品な光沢を放つ。

　黄金ゴールド鳳凰フエニツクス。レベル61超え確定の『ＳＳＲ』ランクの希少金属レアメタル。本体はもちろん、羽根を目にすることも滅多にない代物だ。

「どうしたんだよ、三枚も。しかも状態がいい」彼は勝負を忘れたように、羽根を手に取ってしげしげと眺める。

「おじいちゃんの店で見つけてね」

「じゃあダイヤンのか」

「こりゃ面白いもの見っけたなって思って、フィーゴ君に見せにきたんだよ」

「ちゃんとダイヤンに断ったんだろうな」

「え？　あ、う、うん」

　曖昧な返事をしながら、セレスティアは「こほん」と仕切りなおす。

「さあ、当てとくれ。これがあたしからの『三枚真贋トライアーツ』」

「待て待て」フィーゴが焦あせったように手を振る。「どう見ても本物だろうが、これ」

「どうして？　鑑定しなきゃ分からないだろう？」

「はあ？」

　フィーゴは羽根をもう一度手に取る。職人の直感で本物と判断したが、実は違うらしい。しかし、羽根の生え方や、骨のそり、何より滑らかな光沢。もしこれが贋がん作さくだとすれば、それは超一流の金属職人が、長い時間をかけて細工をしたものだということになる。しかし、本物の黄金を使わずにここまでの逸品を作れるなど、そうそうできることではない。フィーゴですら、これと同じものを作れと言われると自信はない。時間をかければ似たようなものは作れるだろうが、『本物』と『ニセモノ』は、どうしたって出で来き栄ばえが違ってくる。細い毛の一本一本が、生物固有のばらつきがありながらも統一感があり、表面に流れる複雑にして玄妙な色合いは、ただの黄金というに留まらず、角度を変えると薄い青色や緑色が流れるように反射し、それは指で揉もむように触ると金属繊維とは思えぬ柔らかな弾力を持つ。それでいて黄金特有のずっしりと手に残る感触。間違いなく本物だ。

「じゃあ、降参かい？」

「からかってるんじゃないだろうな？」

「なんなら熔よう解かいして答え合わせしてもいいよ。あんたの不戦敗になるけどね」

「……ちっ」

　セレスティアの狂言としか思えないが、そんな噓うそをついたところで調べればすぐに分かる。専用の試薬を使用しても良いし、熔よう解かいさせて成分を判定しても良い。だがそれでは彼女の言うとおり不戦敗と同じことだ。

　しかし、これがニセモノ？

　ありえない。そう思いつつも、彼はハンマーを腰から引き抜く。亡なき師匠から引き継いだハンマー──その名も『万能鉄てつ槌つい』は、どんな金属の正体も丸裸にする。一見するとただのハンマーだが、使い手の『能力』と結びつくと絶大な効果を発揮する。そして、世界広しといえどこれを使いこなせる職人はフィーゴ・アンヴィルただ一人だ。

　コーン。

　午後の穏やかな店内に、控えめな金属音が鳴り響く。その澄み渡った音色を聞きながら、彼は金属組成を確かめる。質の高い黄金に、内部に抜けるような音は鳥の骨に固有の反響音。間違いなく黄金ゴールド鳳凰フエニツクス、その金脈。特に最大の決め手となる精霊『ゴルディアス』の独特の声は誤魔化しようもない。

　また、音が鳴り響く。二枚目も同じ。この音、この響き、この余韻。『声』は混ざりっけなしの本物と伝える。精霊の声も確かにゴルディアスのもの。

　そして三枚目。ルミアがごくりとつばを飲み込む音が聞こえた後に、ハンマーを振り下ろす。鳴り響く音色は、一点の濁りもなく、彼の耳に涼しげにして高貴な息吹いぶきを送り込む。間違いない。本物。疑わしいところすらない。

　──やっぱりな。

　さんざんセレスティアに挑発されたが、この三枚の羽根はどれも本物の黄金ゴールド鳳凰フエニツクスのものだ。自分の直感に狂いはない。

「吹かしやがったな」

　そしてはっきりと告げる。

「三枚とも、すべて本物だ」

「本当に？」

「ああ」

「最終回答？」

「しつこいぞ」

　すると、セレスティアはにわかに黙りこくり、それから唇の端をキュウッと楽しげに歪ゆがめた。

「ぶっぶ～!!」

　彼女は子供みたいに唇を突き出して叫ぶ。

「ハズレ、ハズレ、大ハズレ～！　それ、三枚ともニセモノですぅ～！」

「噓うそをつくな」

「じゃあ確かめてみれば～？」

　彼女は余裕たっぷりに言う。

　フィーゴはイラッとしながら、「いいだろう、確かめてやんよ。だけどもし本物だったら二度と生意気な口叩たたくんじゃねぇぞ！」と叫んだ。そして三枚の羽根を摑つかむと、奥にある仕事場へと向かった。

　──本物に決まってるんだ！

　彼は黄金の羽根を取り出し、金床に置く。これだけ見事な黄金ゴールド鳳凰フエニツクスの羽根はそうそう手に入るものではないのだが、持ち主がああいうのだ、熔よう解かいさせてもかまうまい。とにかくこれは職人のプライドを懸けた勝負なのだ。

　そして彼は、黄金の羽根を工具でつまみ、彼の胸中のごとくカッカと燃える炉の中に突っ込んだ。熱々になったところで自慢のハンマーを振りかぶり──




　ガーン、とやった。




　それが彼のプライドが砕け散る音になるとは、誰が予想しただろう。
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　半はん刻ときほどして、仕事場から出て来たフィーゴ・アンヴィルは、生きた心地がしなかった。

　──おい、噓うそだろう。

　こと金属鑑定にかけては絶対の自信を誇る彼だったが、まさかこんなことになるとは夢にも思わなかった。

「どうだった～？」

　長い煙管キセルをくわえながら、彼女はニタニタしながらこちらを見る。またイラッと来るが、それ以上に今は敗北感でいっぱいだった。

「全部、ニセモノだったろう？」

「どういうことなんだよ」

「種明かしの前に、勝負はあたしの勝ちってことでいい？」

「ぐぬぬ……」

　勝ち誇った彼女を前に、フィーゴは歯を食いしばる。日ごろのライバル心からこいつにだけは負けたくないと思っていたがゆえに、彼の悔しさは相当なものだった。ギッ、と歯ぎしりをして頭を搔かきむしる。

「すごい、こんな悔しそうなおしさま初めて見た」

「昔はいつもこんなだったよ」

「へえ、そうなんですか。ちなみにおしさまが勝負事で負けるところも初めて見ました」

「あたしは昔からよく見てるよ。修業時代にもこの手の勝負で勝ち越していたし」

「セレスさん、すごい人だったんですね。ただの穀潰しかと思ってました」

「ルミアちゃん、それ褒めてないよね？」

　彼女は目を細め、顎に手を当てた格好でフィーゴを見据える。最高に気分がいいときのポーズだと長いつきあいで彼も知っている。

　フィーゴは肩を落とし、腕をだらんと脱力する。

　ため息を吐いてから、

「いいよ、認めるよ」不本意そうに告げる。「俺の、負けだ」

「よーし、勝った！　今日からあたしがこの店の主人だね！」

「そんなもの懸けてねぇだろ」

「敗者は勝者に従う。これ世界の真理、自然の摂理、業界の掟おきて」

「分かった分かった、『借り』ひとつな」

　フィーゴは仕方なく認める。

　それから気を取り直し、本題に戻した。

「まあとにかくセレス、今回はおめぇの勝ちだ。……だからよ、そろそろ種明かしを頼むわ。じゃないと今日は眠れねぇ」

　フィーゴは先ほど仕事場で見た光景を思い出す。黄金の羽根をハンマーで叩たたいたとき、羽根はあっけなく割れた。その断面から見えたのは鈍色の金属で、どう見ても黄金ではない。他の二枚を確認してもそれは同じで、つまり三つともニセモノ。

「そこいらのクズ鉄を加工して、金メッキしただけのまがい物。だよな？」

　ゴロン、と彼は『羽根』をテーブルに転がす。しかし、それはもうぐんにゃりとひん曲がっており、芸術品のごとく美しかった元の形は残っていない。

「そのとおり」

　セレスティアが指で弾くと、金属の塊が斜めに転がる。

「自分でも信じられねぇ。こんな、ニセモノにしたってお粗末な代物を鑑定しそこねるなんてな。もう廃業しちまいたいくらいだ」

「まあまあ、そう慌てなさんな」

　セレスティアは愛用の煙管キセルをプラプラと振りながら、それを胸の谷間に仕舞った。この美しき職人はなんでもかんでも胸の谷間に仕舞う癖がある。

「まあ、その、なんだね。……実はあたしもあんたと同じなんだ」

「同じ？」

　そこでセレスティアの顔はにわかに曇った。冷めた紅茶のカップを指で擦るようにしながら、控えめな声で答える。

「これさ、最初ウチの店に持ち込まれたんだ」

「三枚全部？」

「全部で三百枚。後で聞いてびっくりしたよ」

　黄金ゴールド鳳凰フエニツクスは三大希少獣の一つとも言われる。『陸』の牙神龍サーベルドラゴン、『海』の大王海蛇キングサーペント、『空』の黄金ゴールド鳳凰フエニツクス。他の二つが『強すぎて』捕獲しづらい獣であるのに対し、黄金ゴールド鳳凰フエニツクスは目撃情報が『少なすぎて』捕獲しづらい存在となっている。冒険者なら誰もが一度は現物を拝みたい代物で、年に一度でも市場に黄金ゴールド鳳凰フエニツクスが出てくればその年は縁起が良いいと言われるほど。たいていはごくたまに、ボロボロの状態の羽根が一、二枚出品され、そこそこの値段で取引されるという程度で、完璧な状態の羽根はまずお目にかかれない。

「で、そのときはおじいちゃんがいなくてね。だけど預かるにしたって、三大希少獣なんてレアもの、店番の者じゃ手に負えない。で、たまたま寝所で休んでいたあたしが鑑定することになった。まあここからは言い訳になるけど、あのときは寝ぼけ眼だったし、お店の受付嬢がめっちゃ困った顔で泣きついてくるからさ。仕方なく、寝ころびながらサンプルを何枚かペロッとやった。で、まあ本物かなって思って、お墨付きを出した。モノの状態がいいし、これなら一千万の買い取りでもいいんじゃないって」

「まあ、相場だな」

「だけどまさか三百枚もあるなんてね……ちゃんと聞いてなかったあたしが悪いんだけど」

「一枚で一千万ってことは、全部で三十億アーツ出したのか」

　それは一生遊んでも使い切れないほどの大金。中堅ギルドの年間売り上げ総額に匹敵する。

「よくそんな金があったな」

「店の金庫をあらかた吐き出したらしいよ。あたしは立ち会っていないから、契約の状況は知らないけどね。実際、羽根が本物なら安い買い物だと思ったよ。──そのときはね」

　彼女の顔が沈む。

「ダメだったのか」

「ああ、全部ね」

「売りに来た奴やつの素性は」

「分からない。契約書に書かれた名前も所属ギルドも全部デタラメだったらしい。ただ、あたしが本物だって断言しちゃったから、お店の子も功を焦あせったのかもね。だからこれは、あたしの責任なんだ」

　珍しく、彼女は殊勝なことをつぶやく。彼女なりに、騙だまされたことにショックを受けているらしい。

「あとで三百枚ともニセモノって分かってね。そりゃあもう大騒ぎさ。戻ってきたおじいちゃんに、お店の子が泣いて土下座してるし、仕方ないからあたしが命令して買わせたんだってことにした。で、なんというか、あたしも納得いかなくて、もしかしたらあたしの『舌』が鈍っていたのかなあ、前の晩は酒を飲み過ぎてたし……って思って、あんたのとこに確かめに来た」

「役に立たなくて悪かったな」

「ううん」セレスティアは静かに首を振る。紫の美しい髪が光沢を流す。「フィーゴ君のおかげで、確信した。あたしが鈍っていたんじゃない。『これ』は超ヤバいブツだって」

　セレスティアは割れた羽根を指先で弾く。それはピンと一度立ち上がり、また倒れる。

「え、え、ちょっと待ってください」ルミアが瞬まばたきを多くしながら指摘する。「おしさまにも、セレスさんにも見抜けないってことは、えっと、つまり──」

「誰にも真贋を見抜くことができない」

　セレスティアは真剣な顔で言う。

「まだフィーゴ君なんかは『加工』向きだけどさ、あたしは『舐なめる』しか芸がない分、世界で十人の最高職人グランドマイスターの中でも『鑑定』についてはトップクラスなんだ。あたしが間違えるってことは、マジ、ヤバい」

　世界の誰にも見抜けない、貴金属の大量流通。それはつまり、誰にも真しん贋がんを見抜けない偽にせの通貨が出回るのに等しい。

「犯人の見た目は？」

「あたしは直接見てない。店の子の話だと、小太りの男で、よくいそうな商人風のマントってことくらい。帽子を目ま深ぶかにかぶっていたって」

「ダイヤンはなんと？」

「緊急で長老会議を開くって。だけどあたしが鑑定したことは絶対黙ってろって。おじいちゃん、珍しく厳しい顔だった」

　正解だな、と思った。もし、セレスティアが騙だまされたなんて話が広まれば、市場への影響は計り知れない。この業界は職人の正確な鑑定眼があってこそ取引が成立しているのであって、もしもその鑑定が信用ならないとなれば、すべての金属価格の相場が暴落しかねない。商売とはあくまで信用であり、このアル・メタリアでは鑑定の最高権威である最高職人グランドマイスターの信用に由来する。最高職人グランドマイスターの信用が毀損されることは、それほどの大事なのだ。

「もうすぐおじいちゃんからも連絡が来ると思う。ただ、おじいちゃんはこの件が広まるのを恐れている。下手すると大だい恐きよう慌こうになるからって。だから、フィーゴ君にはあたしから話さなきゃって思って」

「そのわりには回りくどかったな」

「先入観ナシで鑑定してほしかったからね。だけど分かったでしょ、ヤバいブツだって」

「ああ」

　ライバルであるセレスティアには本気で負けたくなかったので、本気で鑑定をした。それでも見抜けなかった以上、フィーゴにもこの『ニセ羽根』の危険性は身に染しみるほど分かった。

「あたしは残りの最高職人グランドマイスターたちを回ろうと思う。あんたは、おじいちゃんに協力してあげてほしいんだ。おじいちゃん、あたし相手だとめっちゃ遠慮するけど、あんたならうまい具合につきあえるからさ」

「意外と祖父想おもいなんだな」

「たった一人の肉親だからね」

　セレスティアは力なく微笑ほほえみ、立ち上がる。

　なんとなくフィーゴも察する。セレスティアとは古いつきあいだし、修業時代から知っている。フィーゴ以上に金属鑑定に自信を持っていた彼女にとって、今回の失敗は応えたのだろう。店に損害を与えたというだけでなく、誇りが傷つけられたのだ。

「そろそろ行くよ」

　セレスティアは立ち上がり、冷めた紅茶をぐいっと呷あおる。

　そこで彼女は振り向き、

「あ、だけど『借り』は『借り』だからね？」

「てめぇも騙だまされたんだろうが」

「それはそれ、これはこれ～」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、谷間からニュッと愛用の煙管キセルを取り出し、口にくわえて出ていった。セレスティアが出ていくと、

「やれやれ……いつ来ても騒がしい奴やつだなあ」

　フィーゴは椅子に腰かけ、呆あきれたように言う。

「……ん？」

　気づけば、水色の髪のエルフ少女が、じっとこちらを見ている。

「なんだよ、俺の顔に何かついてるか？」

「前から思ってたんですけどー」ルミアは疑わしげに言う。「おしさまって、セレスさんが来るとすごい生き生きしてますよね」

「は？　どういう意味だよ」

「だけど絶対私のほうが将来性ありますからね？」

　ルミアはなぜか胸を張る。たゆんと大きな胸が揺れる。

「何の将来性だよ」

「エルフは長く生きる分だけ若い期間も長いんですよ？　その分いっぱい楽しめますよ？　あの人が皺しわくちゃ婆ばあさんになったころでも私はピッチピチですよ？」

「抱きつくな、押しつけるな、脱ぐな」

　彼はにわかにアピールを始めた弟子をいなしつつ、旧友の出ていった扉を見つめる。

「あいつはただの腐れ縁だよ」

「浮うわ気きしたら溶鉱炉で溶かしますからね」

「地味に怖いぞ」

「ふーんだっ」

　ぷいっ、と少女はそっぽを向き、逆立った耳をピコピコと動かした。
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「──ニセモノだ」

　フィーゴが結論を下すと、相手はがくりと肩を落とした。

「ああ～、やっぱりそうか、やめときゃ良かった……」

「いくらで買ったんだ」

「五百万アーツ」

　やっちまったなあ、と内心で思ったフィーゴも、さすがに口には出せない。相手の商人はなおも後悔の言葉をつぶやいたあと、「失礼、しました……」と店を出ていく。鑑定料を取るのを忘れていたが、正直請求する気も起きなかった。

　商人が馬車に乗り、うな垂れた様子で帰っていく。それを窓の外で見届けると、

「お気の毒でしたね、今の人」

「まあな。ありゃあ騙だまされる。ベテランでもな」

「黄金ゴールド鳳凰フエニツクスって人気あるんですねー」

「あたりめーだ。売ってよし、飾ってよし、溶かしてよし。とにかくそれがあるだけで店に『箔はく』がつき、一流店の仲間入りだ。誰だって欲しがるし、羽根一枚だって持ち歩くだけで商売の信用になる。『羽ばたく信用』って異名もあるくらいだ」

「だからみんな、ついつい買っちゃうんですねぇ」

「目が眩くらむんだろうな」

「でも、ギルドのほうからも『黄金ゴールド鳳凰フエニツクスのニセモノに注意してください』みたいな注意が回ってきましたよね？　それでも買い取っちゃうものなんですか？」

「そこが鑑定の難しいところさ」

　フィーゴは少し真面目な声で言う。

「鑑定ってのは、鑑定する者の『心』が試されるんだ。知識や技術だけじゃなく、最後は自分の鑑定眼を──つまりは自分を信じられるかどうか。『たぶんニセモノだけど、もしこれが本物だったら、ここで買っておかないとよそに取られちまう』そんなふうに欲が絡からんだり、失敗を恐れると、自分の鑑定結果を捻ねじ曲まげてでも儲もうかるほうに手を出しちまったりするんだ。黄金ゴールド鳳凰フエニツクスなんて滅多に手に入らない、だからこれはきっと本物だ──そう心が弱いほうに流れちまうんだ」

「あ、ちょっと分かります。私も市場でちょっと掘り出し物を見つけると、『ここで手に入れないと他の誰かに取られちゃう！』と焦あせって、つい買っちゃいます」

「同じだな。欲に目が眩くらむと、鑑定眼も曇る。職人の『眼め』ってのは、最終的には本人の欲とか心の持ちようが決めるんだ。肝に銘じておけよ」

「はーい」

　そう言いながらも、フィーゴは商人たちが気の毒でならない。普段であれば「ちゃんとした鑑定をしないからだ」と毒を吐くところだが、最高職人グランドマイスターにも見抜けない贋がん作さくを買ってしまったところで、いったい誰が彼らを責められよう。

「今ので何人目だ？」

「ええと、ちょっと待ってください……帳簿によると、十五人目ですね。あっ、今の人、料金払ってない！」

「それはもういい」

　フィーゴは手を振り、疲れたようにソファーに身を沈める。まだ昼過ぎだが、こうも同じ依頼ばかりだと嫌気が差してくる。

　あれから十日。

　事態は急速に悪化をしていた。

　セレスティアの来店の翌日、早くもフィーゴたちは『ニセ羽根』を再び目まの当あたりにすることになった。「掘り出し物を見つけたんですよ！」「いいものが入りまして！」と目を輝かせて店に飛び込んでくる知り合いの商人たちが相次ぎ、決まって彼らが見せてくるのが例の『ニセ羽根』だった。喜色満面の商人たちが、顔面蒼そう白はくで帰っていくのを見るのは商売仲間としてはつらいことだった。

　こうしたことは、アンヴィル亭に限ったことではない。アル・メタリアの津々浦々で、同じような『ニセ羽根』詐欺が横行していた。中には現場を押さえられ、捕まった者もいるが、そうした売り子を取り調べても、「俺は換金を頼まれただけで、詳しいことは分からない」と判を押したように口をそろえるのだった。もちろんそれで釈放するような甘いギルドではないが、犯人サイドが巧妙に自らの正体を隠しているのは疑いもなかった。現在分かっているだけで、騙だまされた店の数は百近くとなり、持ち込まれた羽根の枚数は一千を超える。もはや市場汚染といってもいい状況で、黄金ゴールド鳳凰フエニツクスの取引を停止するギルドが日に日に増えていた。

　さらに問題なのは、こうした騒動によくある風評被害だった。ニセモノを摑つかまされた者が増えるたびに、市場全体が疑心暗鬼になり、正規の流通品にも疑いの目が向くようになった。それは黄金ゴールド鳳凰フエニツクスに限らず、白銀九尾狼シルバーウルフや青銅堅牢亀ブロンズタートルといった希少な外殻獣にも及んだ。市場においてニセモノが持ち込まれるのはこれまでも往々にしてあることだったが、『ニセ羽根』の一件はこれまで以上の過剰反応を呼び起こし、「狼おおかみもダメだ」「亀もやられた」「鳥一般は危険らしい」といった憶測が乱れ飛んだ。結果、希少種や高額商品の取引は事実上の取引停止に陥っていた。悪貨が良貨を駆逐するという古来の警句がそのまま当てはまる事態といえた。

　もちろん、ギルドや治安官も手をこまねいていたわけではない。先ほどのルミアの言葉どおり、ニセモノに注意すべき旨むねの注意書きがアンヴィル亭にも回ってきたし、治安官もこの間に何度も巡回に来ている。逮捕された『売り子』もすでに十名に上るが、いまだ指揮系統や背後の黒幕といったものは見えて来ない。その間にもあざ笑うように『ニセ羽根』は市場に増え続け、後手後手の対応となっていた。

　さらに一週間が経過した。

「はい、はい、大丈夫です、ちゃんと鑑定はしますから！　順番、順番にてお願い致します！」

　カウンターで、ルミアが必死に叫ぶ。しかし血走った目の商人たちは「頼む、早く鑑定してくれ！」「明日が納期なんだ！」「焦げ付いたらウチは倒産しちまう！」と押し寄せる。『ニセ羽根』騒動以来、アンヴィル亭には鑑定依頼が激増していた。市場では「頼れるのはもう最高職人グランドマイスターだけ」という風潮が強まり、自分の所に持ち込まれた希少金属レアメタルのたぐいを鑑定してほしいという商人が連日詰めかけていた。本来ならこの手の依頼はばっさり断るフィーゴだったが、市場の混乱や、発端となったセレスティアのことが脳裏をよぎり、あまり無む下げに断れない状況となっていた。

「はい、はい、品物はお預かりします！　預かり証と整理券を発行しますので、鑑定結果は後日に！」

「こら、並べよー、あ、貴様ーっ、お嬢様に触るんじゃない！」

　最近ではマグネも手伝いに加わり、専らルミアのそばで客を捌さばいている。例のパンツ泥棒の一件はいつの間にか許されたらしい。

「大盛況ですな、アンヴィル殿」

　来店したエメロードが、肩をすくめて言う。その手には全長が子供の背丈ほどもある『虹色鱗鱒ライトラウト』がピチピチとはねている。これも『利息』らしい。

「騎士団のほうはいいのか？　あと、ナマモノはやめろって言ったろ」

　エメロードはあれ以来、『利息』と称していつも獲とれたての獣を持ち込んでくる。

「今日は非番でして。あと、これナマでもいけますぞ？」

　嚙かみ合あわない会話の中で、彼女はドンとカウンターに獲物を置く。ピッチピッチと跳ねる魚から、金属の鱗うろこが飛ぶ。

「例の騒動、ウチの騎士団のほうにも応援要請がきましてな」

「騎士団に？」

「なんでも、部隊を回してくれと治安官事務所のほうから」

「あー」

　例の『ニセ羽根』の犯人逮捕に、今や官民挙げて躍起になっている。治安官事務所だけでは人手が足りないのだろう。

「おまえはいいのか、こんなところにいて」

「部下たちはあらかた街に繰り出してしまい、かえって暇なのです。街の治安については文字通り治安官事務所の管轄ですし、下手に拙者が出しゃばるとかえって角を突き合わせることになります」

「なるほどな」

　治安官事務所と王国竜騎士団には微妙な縄張り意識がある。治安官は地方諸侯の部下であり、このアル・メタリアの治安を守るのは基本的に彼らの仕事だ。王国竜騎士団はその名のとおり王国直属の武装組織であり、いわばここでは『よそ者』に当たる。そのため、治安官の間では、騎士団が国内で幅を利きかせるのを一般に嫌う傾向がある。竜騎士団長であり、『単騎狩り』で名を馳はせているエメロードはその象徴とも言える存在であり、やや風当たりの強いポジションにいた。

　無論、地方諸侯といえども、所詮は王国の支配下にあるため、どちらの組織も最終的な『上司』はスチリア国王ということになる。だが、大昔の話とはいえ、やはり地方諸侯は独立国家だった名残なごりもあり、今でも治安官には地元の人間が多く、それゆえ郷土愛も強かった。彼らの祖父や祖母の中には、いまだに王国のことを『侵略者』と呼ぶ者もいる。この点は、地方諸侯・エルフ・ドワーフといった者たちを強引に平定してきたスチリア王国の歴史に起因する根深い事情でもあった。

　つまり、その犬猿の両者が組むということは、今の事態がよほど深刻化していることを意味している。

「うはー、やっと帰ってくれたー」

「ったく、客多すぎだろ……」

　エルフ少女二人が疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子でカウンターに突っ伏す。二人とも髪の毛が乱れており、相当苦労したことが見て取れる。それからくたびれた体をひきずるようにして、

「おしさま、お仕事です」「こっちもだぞ」

　ドサリと二人が床に置いたのは、大量の金属が入った道具箱だった。一つ一つに番号札が貼られていて、ルミアのほうは『羽根』がぎっしり詰まっており、マグネのほうはそれ以外の金属製品あるいは鉱石のたぐい。

「またいっぱい来たなあ……そこに積んどけ。あ、ちゃんと箱に日付を書いとけよ」

「了解しました～」

　ルミアは箱を持ち上げると、室内の奥へと運び込む。そこにはすでに他の箱たちが山となっており、それぞれに日付が書いてある。

「これ、終わるのか？」マグネが箱を運びながら尋ねる。

「終わらせるんだよ、仕事だから」フィーゴは嫌気が差したようにぼやく。

「一個終わる前に二個来る感じですよねー」ルミアが致命的なことをつぶやく。

　──あー、あー、やってられんな。

　フィーゴはボリボリと頭を搔かきながら、「おいルミア、臨時休業の札を出しとけ」「はーい！」「あ、お嬢様そのような雑用は僕がやります」といったやりとりが続く。

「しかし、これ、よくできてますね」

　エメロードが箱の中を覗のぞき込こみ、感心したように言う。そこには例の『羽根』がぎっしり詰まっている。

「見てくれだけはな」

「触っても？」

「いいぞ。どうせニセモノだ」

「拙者には全部本物に見えますが……」女騎士は不思議そうに羽根を持ち上げ、裏返したり、光に当てたりして眺める。

「砕けば分かる。メッキは黄金だが、中身はクズ鉄だ」

「しかし、砕けば分かるのに、なぜ多くの者が騙だまされるのですか？」

「黄金ゴールド鳳凰フエニツクスってのは『ＳＳＲ』だが、それ以上に希少なんだ。目撃情報も少ないし、生息地も分からない。だから『羽根』の現物自体が極めて貴重で、折れば価値半減、融とかせば十分の一。まあそれでもけっこうな価格だが」

「一度、生きている黄金ゴールド鳳凰フエニツクスをお目にかかりたいものですなぁ……」

　エメロードは陽光に透かすように、羽根を軽く掲げた。その拍子に、指先からぽろりと羽根が落ち、それは箱の中の羽根とぶつかってキンッと高い音を立てた。

「あ、申し訳ございません」

　そのときだ。




「うっ……」




　呻うめき声がした。

　見れば、水色の髪をしたエルフ少女が、眉根を寄せて顔をしかめている。

「どうした？」

「ちょっと、耳鳴りが、して……」

　ルミアはこめかみのあたりを指で押さえる。マグネが「お嬢様大丈夫ですか？」と心配そうに寄り添う。

「申し訳ありません。拙者が羽根を落としたのがまずかったですか？」

「いえ、違うんです」ルミアはこめかみを押さえたままで答える。「最近は、ちょっと、似たようなことが続いていて……」

　そう言うと、少女はゆっくりとエメロードのそばまで歩く。それから道具箱に手を伸ばし、中の『羽根』を一枚、持ち上げる。それから羽根を耳元に近づける。エルフ特有の長い耳が、ピンと立ち上がり、『聞き耳を立てている』という表現がぴったりの状態となる。

「最初は耳鳴りかなって思ったんですけど」エルフの少女は耳に羽根を当てたまま続ける。「確かに、何か、聞こえるんです。まるで──」

　そしてこんなふうに言った。




「羽根が、鳴いているような」




　──！

「どんな音だ」

　彼は弟子に尋ねる。

「ええと……」ルミアは耳を立てながら説明する。「キーンというか、いえもっと……何かが鳴ったあとの残響音とか、反響音のような、フィーンとかフォーンみたいな感じが近いでしょうか」

「あとは？」

「何か、こう、うまく言えないんですが……哀かなしいというか、切ない気持ちになります。この羽根たち、何かを、伝えようと、しているような……」

「お嬢様いったい何をおっしゃって──」

「しっ」マグネの疑問を、フィーゴが制する。唇に指を立てて、眼めに力を込めると、マグネも何かを察したのか口を閉じる。

　ルミアは瞼まぶたを閉じて『音』に集中している。

　彼は弟子の言葉を静かに待った。

「──そう」少女はゆっくりと口を開く。「帰る。帰りたいんです、この子たち、きっと」

　この子たち、という言葉を使いながら、ルミアは目を開く。青く、透き通った瞳が黄金の輝きを宿しながら彼を映す。

「おしさま、テーブル、ちょっと使います」

「おう」

　ルミアは道具箱のひとつを抱え、普段は来客用に使うテーブルの前に来る。テーブルに箱を置くと、中から一枚ずつ、例の『羽根』を並べていく。客から預かった品はほとんどが完全な形を保ったものだったが、中には破片のような品物も混ざっており、ルミアはどの品も並べる前に一度だけ耳元に近づけ、何かを聞き取るような仕草をした。

　最初の箱を並べ終えると、彼女は二番目の箱を持ち出し、同じ作業を繰り返す。全部で十二個の箱にある、すべての羽根を並べ終えると、テーブルは羽根で埋め尽くされ、それは椅子の上にも溢あふれた。全部で五十枚はあるだろうか。作業の間、フィーゴはじっと弟子の様子を見守っていた。マグネはちょっと心配そうに、エメロードは興味深そうに、傍かたわらで窺うかがっている。

「お待たせしました」

「どうだった？」

　まずはフィーゴが尋ねる。

　ルミアはすっと息を吸い、

「これだけ、違います」

　すっと、手元にある羽根──しかし大幅に欠けていて、羽毛が少しだけついた破片を持ち上げる。

「唄っています」

　──ほう。

　その表現は、鍛冶屋特有の言い回し。

「残りは？」

「鳴いています。──とても哀かなしげに」

「ふむ」

　彼は寄りかかっていた柱から背中を離すと、「見せてみろ」とルミアの持っている羽根の破片に手を伸ばした。それを受け取ると、腰のハンマーを取り出し、カーンと破片を穿うがった。途端に、バリッと音がして、破片は粉々になり、細かな金色の繊維が飛び散る。

　フィーゴは砕け散った金色の粒を手のひらに載せ、一粒ずつ丁寧に確かめた。さらさらとした手触り、砂金と化してもなお色いろ褪あせない光沢。

　──たまげたな。

「ど、どうでした？」ここでルミアは、やや不安げに師匠を見た。自分の選択した羽根が粉砕されたことに、ちょっと責任を感じたように見えた。

　フィーゴは静かに告げた。




「本物だ」




「どういうことですか？　拙者にはさっぱり……」

　エメロードが不思議そうに尋ねる。「あの、お嬢様これはどういう……？」とマグネも痺しびれを切らしたように質問してくる。

「ルミア、どうなんだ」

　師匠は弟子を見る。

「あの……自分でも、うまく言えないんですけど……ええと」

　ルミアはやっと、立っていた耳を下げて、いつもの斜め下くらいの角度に戻した。緊張が解けたようにも見えた。

「お嬢様、もしかして……」そこでマグネが思い出したように言う。「前に、サーベルから聞こえたって言うのも──」

「それは今関係ないわ」

　ルミアがぴしゃりと言うと、マグネは「キャン！（御意！）」と答える。

　──なんだ？

　何か嫌なことでも思い出したのか、ルミアは腰元のサーベルをぎゅっと握った。それは彼女が『護身用』という名目で持ち歩いている武器。

　──その様子だと、詳しくは知らないようですな……。

　ふと、フィーゴはドワーフの族長の言葉を思い出す。あのとき彼は何を言おうとしていたのか。

「ともかく、お嬢様がいればニセモノを判別できるということですね。フィーゴなんて用済みですね」

「おうコラ、何か言ったかパンツ泥棒」

「ガッ、蒸し返すなよ人間！」

「パンツ泥棒？」エメロードが首を傾かしげる。マグネが「いやいやいや、なんでもないっ！」と慌てて否定する。

「まあ、俺も金属の『声』を聞けるし、もしかしたらそれに類する能力なのかもしれん。人間にある能力が、エルフにないっていう根拠もないしな」

　そこで彼は弟子の頭をポンポンと叩たたく。

「ともかく、これはお手柄かもな」

「そ、そうですか!?」ルミアの顔がパッと輝く。「おしさまに褒められるなんて、ひっさしぶりです～」

　耳をピコピコと動かし、嬉うれしそうにその場で跳ねてみる。

「私、じゃんじゃん鑑定しますね」

「いや、それはもういい」

「え？」

「お手柄って言ったろ。こりゃあひょっとすると……」

　テーブルに並べた羽根を箱に戻しながら、フィーゴはニヤリと笑った。




「一網打尽にできるかもしれねぇ」




　　　　４




　その日、一人のエルフ少女は街中に立っていた。

　まるで海岸に転がる巻貝を耳に当て、さざ波に似た風の音を聞くように。

「こっちです」

　耳に当てた黄金の羽根から、『声』を聞き取った少女は、静かに進行方向を指す。しばらく歩いてみて、また耳に羽根を当てて、また方向を指示する。それは『声』に導かれて行う『捜査』。使っているのは先ほどルミアが選えり分わけた『ニセモノ』のほうだ。

「どうだ？」

「待ってください。……ええと、はい、『ここ』だと思います。この建物」

「本当か」

「はい？　ここだと……思いますけど」

　フィーゴは目の前の建物を見上げ、驚きを隠せない。アル・メタリアの検問所から目と鼻の先にある、路地裏の宿屋。それは前に、竜騎士エメロードの『竜殺しドラゴンキラー』を回収した場所。

「間違いないです。この子たち、この建物の前で一番大きな『声』で叫んでいます。哀かなしげに、泣くような感じで。きっとこの中に──そうですね、きっと、ここの地下に、『何か』があるんだと思います。その証拠に、ほら」

　ルミアは羽根をかざしてみせる。それは柔らかな光に包まれるように、かすかに光っている。

「共鳴現象シンクロか」

「はい。近くに、この子の『お仲間』がたくさんいるんだと思います」

　同じ金属同士が惹ひかれ合い、発光したり振動したりする現象を『共鳴現象シンクロ』と呼ぶ。これは、金属に含有する精霊元素が、生きていた時代を懐なつかしんで同族を呼び合うという説もあるし、単に金属の『声』が同じ波長だから重なり合って増幅するという説もある。詳しいことは分かっていない。

　──もしかしたら、こいつは黄金の精霊ゴルディアスの『声』を聞き取れるのかもな……。

　ただ、声を聞き、鑑定するだけならフィーゴにもできる。ただ、今回のニセ羽根ではそれが通用しなかったし、しかもこうして遠方の地にある同種の金属まで見つけ出すことともなれば、最高職人グランドマイスターの彼すら凌りよう駕がする能力だった。

　もしかすると、もしかするかもな……。

　このときフィーゴの脳裏には、ひとつの考え──今まで想像したことはあったが、真剣には検討してこなかったプランを、初めて現実のものとして考え始めていた。




　ルミアを跡継ぎに。




　弟子だからといって、無条件に店を継げるわけではないし、そもそも金属職人マイスターの資格がなければ何も始まらない。だからルミアのようにまだまだ半人前の弟子が、業界最高峰の職人であるフィーゴの跡継ぎになるなど、本来なら考えるまでもなくありえないことだった。しかし、目まの当あたりにした弟子の『才能』を前に、彼の心は動きつつあった。

　最高職人グランドマイスターフィーゴ・アンヴィルの弟子。それは店の四代目を継ぐ後継者というに留まらず、最高職人グランドマイスターの道にもつながる業界最高峰のルート。

「……って、おしさま？　どうかしましたか？」

　複雑な顔をしている師匠に、弟子が問いかける。

「いや、それはちょっと先走りすぎか」

「……？」

　ルミアが首を傾かしげる。

　確かに今日見せた能力は天才的だが、それだけではまだ可能性にすぎない。いずれにせよ、この少女がなぜエルフでありながら鍛冶屋に弟子入りしたのか。またどんな事情を背負っているのか。この腰に差したサーベルが何を意味するのか。そうしたことがはっきりしない限り、なかなか話を前には進められない。ルミアにも何か言いづらい事情があるようだし、いま結論を出すのは早計だ。

「ま、それはさておき……だ」

　それから彼は、仕切り直すように建物を見上げ、

「いやあ、なんというか……」頭を搔かきながら、呆あきれたような、拍子抜けしたような気分で告げる。「世の中は狭いな」

「はい？」

　フィーゴは眼前の建物で起きた出来事を思い返す。エメロードをはじめ、数多くの騎士や冒険者たちを騙だました高利貸し。それが、今回の『ニセ羽根』とも繫つながった。もはや彼は確信にも似た想おもいを抱き、宿屋を見上げる。

「アンヴィル殿、まさかとは思いますが……」

　同行していたエメロードが、これまた微妙な顔で尋ねる。

「『ここ』なのですか？」

　目の前にある建物は、エメロードにとってはさんざん苦しめられた高利貸し、その名も『ルーボック商会』のアジトだった。

「ああ。ルミアによるとな」

「……奇縁ですな」

「まったくだ」

　二人は顔を見合わせ、建物を見上げる。

「お二人とも、さっきから何を話してるんです？」ルミアが不思議そうに二人を見る。

「ルミア、おまえさっき、ここの『地下』って言ったよな？」

「え、ええ。私というか、『この子』によると、ですけど」

　エルフの少女は、長い耳に当てた黄金の羽根を指先で持ち上げる。

　──そうか、前に調べなかった部屋か……。

　以前、ここを訪れたときは、目当ての『竜殺しドラゴンキラー』を見つけたことでそれ以上は調べなかった。しかしあのとき、フィーゴはもうひとつ『怪しい場所』があることに気づいていた。建物の基礎工事がやけに分厚い金属素材マテリアルで造られており、地下に倉庫らしき部屋があった。あのときの『鑑定』は、やはり正しかったということか。

「ルミア。おまえはマグネといっしょに、そこらの物陰に隠れててくれ。エメロード、ちょっと露払いを頼んでいいか？」

「承知。──これは拙者の責任でもありますからな」

　竜騎士はうなずき、巨大な竜殺しドラゴンキラーを背中から下ろした。ズン、と重厚な音が地面に響く。顔には竜騎士団御ご用よう達たしの鉄てつ兜かぶとを被かぶり、装備は万全だ。

「おしさま、どこに行くんですか？」

　問いかける弟子に、フィーゴはハンマーをくるりと回して、

「野暮用だよ」

　金髪の竜騎士を伴って、建物へと入っていった。




　半はん刻とき後。

「戻ったぞ」

　その両手に巨大な金属製の箱を抱えた一人の男が、建物の出口から姿を現した。

「おしさま、大丈夫ですか!?　なんかめちゃくちゃ大きな音がしましたけど！」

　路地裏からルミアが駆け寄ってくる。続いてマグネも出てきて、「おまえらいったい何したんだよ？」と不審そうな顔をした。

「すげぇ屈強な連中が、血相を変えて出てきたぞ。一人はタンコブだらけだった」

「なに、軽く挨拶しただけよ。……どっこいせ」

　大人が丸ごと入れそうなほどの巨大な箱を、彼は地面に置いた。

「おしさま、エメロードさんは？」

「騎士団長権限で、現行犯逮捕だと」

「はあ……」

　建物内では、ドカン、バキンとまだ派手な音が聞こえる。王国内での犯罪は、現場を押さえた王国騎士団に当然ながら逮捕権限があるため、彼女は職務を遂行しているのだろう。ドラゴンすら単独で狩る最強の騎士に乗り込まれたルーボック商会が、今となっては気の毒にさえ思えた。己の三倍はありそうな大男を、あの細腕でブン投げたのには驚いた。借金の件で騙だまされた私し怨えんも少々入っているのだろう。まあ連中の自じ業ごう自じ得とくだ。

「おしさま、これ、もしかして……」

　ルミアが耳をピコピコと動かし、箱をじっと見入る。

「宝箱ってとこだな」

　そういうと、彼は頑丈そうな錠前に、ハンマーで一撃を加えた。あっさりと錠前が粉みじんになると、彼は箱の蓋を一気に開けた。

「わあっ……！」

「すげえ……！」

　エルフの少女二人が驚嘆の声を上げる。

　箱の中には、ぎっしりと詰まった黄金の羽根が、まさに宝の山のごとく積まれていた。

「おしさま、これ、本当にこの宿屋の地下にあったんですか？」

「そうだ。おまえの言ったとおりな」

「うわあ、すごいですねぇ。おしさまがいつも言う『金属は噓うそを吐かない』って本当なんですね」

　ルミアは黄金ゴールド鳳凰フエニツクスの羽根をくるくると回して、感心したようにつぶやく。それは、羽根の『声』に従ってここまでたどりついたことに対する素直な感想なのだろう。

「そうだ。いつだって金属は噓うそを吐かない。噓うそを吐くのは目が眩くらんだ人間のほうなのさ」

　そんなやりとりをしながら、皆で宝の山を囲んでいると、

「ただいま戻りましたー」

　建物のほうから、エメロードが出てきた。その手に掲げた巨大な竜殺しドラゴンキラーを物干し竿ざおのようにして、捕まえたばかりの「獲物」を持ち帰ってくる。

「親玉をひっとらえましたぞ」

　そう言うと、彼女はブンッと竜殺しドラゴンキラーを振った。親玉──ゲイリー・ルーボックは、地面に転がって哀れな呻うめき声を上げた。




　　　　○




「ほら、さっさと乗り込め！　グズグズするな！」

　駆けつけた治安官たちによって、犯人一味が引っ立てられていく。両手を縄で縛られた男たちが列を成して馬車に乗り込んだあとは、気絶している男たちも荷物のごとく運び込まれる。この悪漢ども全員を竜騎士エメロードがたった一人で叩たたき伏ふせたという事実は、彼女の強さをよく知るフィーゴでさえ少々呆あきれるほどだった。

「なんで、エメロードが倒したのに、竜騎士団じゃなく治安官が引っ立てるんだ？」

　マグネが不思議そうに馬車を見送る。

「ま、大人の事情でな」

　あのあとエメロードは、竜騎士団ではなく地元の治安官に通報し、自らは物陰に隠れてしまった。いわばこの土地では『よそ者』に当たる彼女が犯人を一網打尽にしてしまったとなると、地元の治安官事務所のメンツが丸つぶれになるし、それはのちのちの竜騎士団の活動にもやっかみや恨みの種を買うことになる。また、ルーボック商会に借金をしていたエメロードとしては、あまりそのあたりの因縁を探られても困るという個人的事情もあった。

「……行きましたか？」

　路地裏の陰から、エメロードが顔を出す。

「おう、全員引っ立てていったぞ」

　治安官の馬車が遠ざかるのを見ながら、フィーゴが答える。

「いいのか、せっかくの手柄を」

「あの程度は手柄のうちには入りませんゆえ」

　竜騎士は真面目な顔で答える。実際、普段のドラゴン狩りに比べればぬるい仕事なのだろう。

「それに、今回はルミア殿の手柄でしょう？」

「私？」

　ルミアが自分のことを指す。

「犯人のアジトを突き止めた。お見事な捜査でした」

「いや～それほどでも～」

　エルフの耳はピコピコと動き、内心の喜びを隠しきれていない。

　そのときだ。

「あっ……！」

　マグネが叫んだ。「どうしたの？」と振り向くルミアも、同じく「あーっ！」と叫んだ。

「どうし──」

　フィーゴも絶句した。

　そのとき、夕ゆう陽ひに染まる空の彼方かなたに、黄金の『光』が浮かんでいた。その光は大空を優雅に舞い、見上げるフィーゴたちの頭上を翔かけていく。

「黄金ゴールド鳳凰フエニツクス……」

　生きた、本物の、三大希少獣。それがキラキラと輝く金色の軌跡を残して、夕ゆう陽ひに向かうように飛び去っていく。「わあ……！」「すげえ！　本物だ！」「綺き麗れいですな」と口々に感想を述べる中、フィーゴもその黄金の雄姿を目に焼き付けていた。

　──やっぱりすげえ。見事なもんだなあ……。

　すると、不思議なことが起こった。

　遠くに見えていた『馬車』が、にわかに光り輝いた。ほどなくして、馬車からは次々に黄金の光の粒が浮かび上がり、それは空に舞う黄金ゴールド鳳凰フエニツクスを追いかけるように群れを成して飛んでいく。

「おしさま、あれって……」

「そうだ」彼は目を細めて言う。「精霊素材エレメンタル……ゴルディアスの群れだ」

　このとき、フィーゴの服からも、光の粒が舞い上がり、それは空へと飛んでいった。何かと思ってポケットを探ると、それはサンプルに持っていた一枚の『ニセ羽根』で、まるで時が経たって色が抜けた絵画のように、黄金の光沢が消きえ失うせ、しまいにはボソボソッと崩れ落ちてしまった。

　──そういうことか……。

　彼はニセ羽根の『からくり』に気づく。

　どうやったかは知らないが、ニセ羽根は、『本物』の精霊ゴルディアスと、『偽にせ物もの』の金属を結び付けていたのだ。フィーゴが鑑定を間違えたのは、精霊の『声』が『本物』だったからだ。

「やられたぜ……」

　どこのどいつか知らないが、とんでもない『贋がん作さく』を作る職人もいたもんだ──彼は舌を巻いた。敵ながら天晴あつぱれすぎて、むしろ惚ほれ惚ぼれする腕前。
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　黄金ゴールド鳳凰フエニツクスを見送ると、ひらりと、空から何かが落ちて来た。金色の輝きを放つ物体は、ゆらゆらと風に揺れ、それはエルフの少女の手元にふわりと舞い降りた。

「これ……」

　ルミアは己の手に落ちてきた、予想外のお宝に目を丸くする。

「お嬢様すごいですね！　本物ですよ！」

「う、うん……」

　少女は師匠を見て、「これ、どうしましょう」と羽根を差し出す。

　フィーゴは羽根を受け取ると、それを陽に透かすように空に掲げた。まったく重さを感じさせない骨に、黄金の繊維がさらりと並び、自然界にしか出せない複雑玄妙な色合いで光を反射する。芸術性と機能美の最高峰の融合。金属職人である彼は思わず、その恐るべき完成度に見み惚ほれる。

　今度こそ本物だ。

「ほら」

　彼はルミアに羽根を返す。

「え……？」

「とっとけよ」

「え、でも、こんな希少なもの……」

　パチパチと瞬まばたきをして戸惑う弟子に、

「おまえ、以前から欲しいって言ってたろ──」

　師匠は笑って告げた。




「ボーナスだ」








【幕まく間あい】






「弟子にしてください！」

　その少女は、笑顔で申し込んできた。

　ある日の昼下がり、何の前触れもなく。

　見れば、ボロ布をまとい、明らかに孤児と分かる格好。何より、横に張り出した長い耳が、彼女を人間とは違う種族だと識別させる。

「おめぇ、ここがどこだか分かってんのか？」

　店の主人がぶっきらぼうに尋ねると、彼女は「はい！」と元気よく答えた。

「鍛冶屋さんです！」

「だったら分かるだろう」

　あっけらかんとした少女の態度に違和感を覚えながらも、彼は反論する。

「ここはおまえが来るような店じゃない。ましてや、エルフの鍛冶屋なんて聞いたことねぇ」

　そう言って、彼は扉をきつく閉めた。きっと何かの間違いか、あるいは悪戯いたずらだろうと思った。はたまた、新手の物乞いか。

　そんなことを考えて、その日は眠りについたが、ことはそれで終わらなかった。

　その奇妙な少女は、翌日も、翌々日も、懲りずにやってきた。そのたびに弟子入りを申し出て、彼を困惑させた。

　何十度目かの訪問のとき──ちょうど、ひどい大雪の日で、それでも少女がずぶぬれで玄関の前に立っていたとき──ついに、彼のほうが折れた。

　弟子入りを認めると、少女は跳び上がって喜んだ。

「そうだ、おまえの名前、まだ聞いてなかったな」

「私ですか？」

　少女はにっこりと笑って、こう告げた。




　ルミア・ニューム、と。




　その腰には、華きや奢しやな少女には不釣り合いな、大きなサーベルが吊つり下さがっていた。
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　カン、キン、コン、キン。

　郊外にあるアンヴィル亭では、今日も軽快な金属音が響く。

　金床の上ではワイバーン銅が熱を帯びて輝いている。黒々とした金属の隙間から深い青が覗のぞく独特の紋様は、これが上質の金属素材マテリアルであることを示している。頃合いを見計らって、水の中に焼き入れをすると、ジュウウッと音を立てて水蒸気が噴き出し、同時にめらめらと蜃しん気き楼ろうにも似た靄もやが上がる。これは職人の中では『怪気炎』と呼ばれる現象で、金属に含有する精霊素材エレメンタルを分離するときにしばしば見られる現象だ。

　──ウォ──アアァ──ンォア───

　さして広くない仕事場に、風穴を抜ける叫び声のような音が響く。それは金属の『声』と呼ばれるもので、その金属が生前に刻んだもの──ここではワイバーン銅の元となった、生きて海原を泳いでいたころのワイバーンの記憶──を表しているという。修業時代、フィーゴはこれを聞き取るために師匠から厳しい訓練を受け、最終的には『職人マイスター試験』をクリアーすることができた。もっとも、この前の黄金ゴールド鳳凰フエニツクスのときは『声』に頼るあまりに鑑定を間違えたので、それはフィーゴにとってもほろ苦い経験だった。

「あー、なんかすっごく鳴いてますねー。ちょっと楽しげ？」

　隣では、ルミアが感心したように感想をつぶやいている。この前の一件といい、その耳の良さには驚かされる。今日も不安定ながら時にはフィーゴより早くズバリと金属の状態を言い当てている。

　──まったく参ったぜ、こいつに後れを取る日が来ようとはな……。

　そんなことを考えながら、再びハンマーを振り下ろそうとしたとき、




「フィーゴくーん！」




　ちっ。

「あーそーびーにーきーたーよー」

　変な節回しで女性が叫んでいる。それは彼の悪友にして幼なじみ。

　ハアー。盛大なため息を吐いて、彼は立ち上がる。頭をボリボリ搔かきながら、仕事場のドアを開けると、

「うもぉ～！　うんもおぉ～～!!」

　奇声が聞こえた。

　──またか。

「やっほーフィーゴ君、元気そうだね」

「うんもおぉ～～!!」

「セレスてめぇ、何しに来たんだ？」

　紫髪の美女はニカッと笑い、「ご挨拶だねぇ」とその両腕に力を込める。そこには一人の子供がわたわたと両手を激しく振りながら暴れている。その顔はセレスの豊満な胸の谷間に押し付けられ、息ができない様子だ。

「エ、エアフト～！（た、たすけて～！）、エ～ア～フ～ト～!!（た～す～け～て～!!）」

「いい加減そのうるさいのを放してやれ」

「え？　でもこれ、とっても気持ちいいんだよ？」

「殺す気か」

　セレスティア・ダルンは、「ちぇ～」と舌打ちをして、胸に抱いていた子供を解放した。その途端、「ぷはあっ！」と、まるで水中から息継ぎをするように子供は大きな息を吐いた。

「ゼエッ、ゼエッ、ゼッ……」むせながら呼吸を繰り返したあと、「ハアァ～～ッ」とその場に座り込む。

「し、死ぬかと、思った……」

　美女の胸にうずめられて呼吸困難に陥っていたマグネ・シュームは、まだ目をぐるぐると回しながら述懐する。

「お姉さんの胸は天国だったろう？」

「お、おまえはどうして僕にかまうんだ」マグネは赤い顔で抗議する。

「だって可愛かわいいから～」セレスは楽しげに答える。

「くっ……」

　マグネは困ったように距離を取る。普段はルミアに対してベタベタとひっついているが、自分がひっつかれるのは逆に苦手らしい。最近ではセレスティアが来るたびに逃げ回っている光景をよく見かける。

「セレスさん、お仕事の邪魔をするなら帰ってほしいんですけど」

「ルミアちゃん冷たいよ～」

「で、用件は？　こっちゃ忙しいんだ、さっさとしろ」

　フィーゴは呆あきれながら先を促す。この悪戯いたずら好きな幼なじみにつきあっていると一日中遊ぶことになる。

「ああ、一応『報告』にね」

「報告？」

「例の『ニセ羽根』のね」

　彼女はそういうと、胸の谷間に指先を入れて、ニュッと収納物を取り出した。その指先には、今ではすっかり見慣れた黄金ゴールド鳳凰フエニツクスの『羽根』。おそらくニセモノだろう。

「ルミアちゃん、蜜みつ林りん檎ご入り紅茶～」

　パンパンッ、と手を叩たたくセレス。

「ありません」

　ドン、と水の入ったコップを置くルミア。置いた勢いで少し水がこぼれる。

「私は仕事に戻りますね、おしさま。夕食の仕込みがあるんで」

「ああ、そうしてくれ」

「セレスさんのおっぱいばかり見てないでくださいね？」

「見てねぇよ」

「セレスさん、隙あらば抱きついてくるんですから……ハッ」

　そこでルミアが短く叫ぶ。

「もしかして……おしさまも、ああいうの、お好きですか？」そう訊ききながらすでに胸元のボタンを外し始める。

「たわわな胸でギューッとやられるのが男のロマンだと、何かの本で読んだ気がします。そうなんですか？」

「知らねぇよ」

「胸じゃないなら、太ももで挟まれたいとか？　あるいは腋わきとか、あとは……いやん」

「ごちゃごちゃ言ってねえで仕事に戻れ！」

「さあ、おしさま！　遠慮なく私に飛び込んで！」

「お嬢様、ありがとうございます！」

「もうっ、マグネじゃないの！」

「さっきからうるせぇ！」

　フィーゴは怒鳴りつけるが、「とにかく、浮うわ気きしたら許しませんからねっ！　セレスさんも用が済んだらさっさと帰ってください！」と、エルフの少女はプリプリした様子でお盆を抱えて奥に引っ込む。セレスティアが来た日はいつもこうだ。

「なんでルミアちゃんはあたしを歓迎してくれないんだろうねぇ」

「俺も別に歓迎してねぇぞ」

「ひどぉい。あーあ、慰めてくれるのはマグネちゃんだけかぁ」

　そう言ってから、ちらりとマグネのほうを見る。見られた執事風の服装の少女はびくりとして、「あ、あ、僕もお嬢様のお手伝いにっ」と慌てて駆け出した。セレスティアの胸のあたりを見て、凶器でも突き付けられたかのように脅おびえた顔で逃げていく。

「ツレないねぇ」

　ずずっと、水を飲むセレス。それからグラスをぺろりと舐なめて、

「ふーん、玉虫硝子ガラスの抜け殻かぁ。希少レアじゃないけど純度が高いし、いい素材だね。あんたが作ったの？」

「市場でルミアが買ってきたやつさ」

「あの子、いい勘してるね」

「勘だけはな」

　ルミアはこの手の商品の鑑定で、ときに師匠でも驚くようなセンスを見せることがある。

「ルミアちゃん、この前は『声』を聴いたんだって？　ニセ羽根の」

「ちょっとだけな」

　先日のニセ羽根の一件では、ルミアは犯人逮捕のために大手柄を立てた。ニセ羽根の『声』を聞き、犯人のアジトを見事に突き止めたのだ。

　そしてその現象は、一過性に留まらなかった。あれからアンヴィル亭に戻り、店にある金属を『鑑定』してみると、その結果は驚くべき的中率だった。耳を澄ませて『声』を聞くことで、彼女はその金属の材質を次々に言い当てた。特に、ハンマーすら使わずに言い当てるところが、師匠ですら成しえない境地で、フィーゴはただ驚くほかなかった。

　ただ、その能力はまだまだ粗削りだった。金属の知識が乏しいせいか、鑑定対象が希少金属レアメタルになってくると、途端に的中率が鈍り、「分かりません」の連発となった。天才的ではあるが、発展途上の才能という感じで、今は希少金属レアメタルの分厚い事典を頭に叩たたき込こむようにと師匠から指示を受け、エルフの少女はスチリア語の難解な文章を相手に四苦八苦している。

「で、どうなったんだ？　捜査のほうは。奴やつらゲロッたのか？」

　フィーゴがじろりと視線を送る。その先にはセレスの指先で弄ばれる『ニセ羽根』。

「そうそう、報告だったね」

　その場で艶なまめかしく太ももを組み直し、見せつけるように指先で長い髪を梳すいてみせる。紫の光沢がゆったりと髪の上を流れ、竜が絡からみついたような装飾付きの煙管キセルを妖よう艶えんな唇から引き抜くと、

「良いい報しらせと悪い報しらせがあ──」

「悪い報しらせ」

「もう、せっかちだね。……じゃあ悪い報しらせから。例の『ニセ羽根』のほうは進展ナシ。捕まった連中はみんな自分がやったことはゲロッたけど、肝心の『製作者』は知らぬ存ぜぬばかり。ニセ羽根を誰がどうやって作ったのか、当のルーボックも知らないって」

「そんなことがあるか。連中が市場に流してたんだろ」

「だから治安官もまるで信じてないって話さ」

　妙だな、と思った。ルーボック商会は、その名のとおり親玉はゲイリー・ルーボック。その彼が逮捕され、ニセ羽根という現物を大量に押おう収しゆうされた。ここに至ってなおニセ羽根の職人の名前まで隠す意味が分からない。アル・メタリアでは金属についての不正行為を厳しく処罰しており、このままだと首謀者のルーボックなどは極刑までありうる。

「司法取引は？」

「とっくにやってる。減刑を餌に、作った奴やつを吐けって治安官が絞り上げてるけど、ルーボックを初めとして、本当に知らないんです、の連呼らしい」

「意外だな。すぐにゲロしそうな連中に見えたけどな」

　フィーゴがエメロードといっしょにアジトに乗り込んでいったとき、ルーボックなどは半泣きで命乞いをしてきた。治安官の取調べに沈黙を貫けるような、そういう肝の据わった人物には思えない。そういった点をいくつか突っ込んでみたが、セレスは「さあねぇ」と首を傾かしげるばかりだった。

　──連中、何を隠している？

　例のニセ羽根は、その後ぱったりと被害が止まっていた。その点からもルーボック一味の犯行であることは疑いようもない。

　ニセ羽根の製作者に関しては、フィーゴがずっと気になっていたことだった。『本物』の精霊素材エレメンタルと『偽にせ物もの』の金属素材マテリアルを結びつける、最高職人グランドマイスターですらなしえない高度な技術。どうやったのか単純に知りたいし、できることならその職人芸を拝んでみたい。

「じゃあ、良いい報しらせのほうは？」

「それなんだけどねぇ」

　セレスが身を乗り出す。元々はだけている胸元がさらに開いて、きわどい格好になる。




「牙神龍サーベルドラゴン、目撃したんだ」




　その瞬間だ。

　ガシャン、と音がした。

　振り向くと、そこにはルミアが立っていて、手に持っていた皿をひっくり返したところだった。その瞳は大きく見開かれており、自分が落とした皿にも気が付いていないような様子だ。

「ルミアちゃん……？」

　セレスティアが驚いて少女を見る。

　その声で、エルフの少女はハッとしたようにびくりと動き、それから耳がすっと高く立ち上がった。それは緊張と興奮を示す合図。

「あ、すみません、ちょっと手が滑っちゃってー」

　ぺろりと舌を出して、彼女は笑ってみせる。しかしその笑顔は、いつもと違ってどこかぎこちない。

「あ、えっと、納な屋やに箒ほうきを取ってきますね」

　ルミアは逃げるように、裏口を出ていった。
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　その晩。

「頼まれていたお仕事、すべて終わりました」

「お、おう」

「本日はもうお休みをいただいてもよろしいでしょうか？」

「あ、ああ。いいぞ。お疲れさん」

「失礼します」

　エルフの少女は礼儀正しくお辞儀をする。それから自分の寝室に戻ると、そっとドアを閉めた。

　もう終わったのか……。

　テーブルには、石魔人製の砥と石いしが分別され、サイズごとに籠の中に入っている。いつもなら二日以上かけてやる仕事を、今日のルミアは半日足らずで終わらせてしまった。一度も休憩を挟まず、いつものようにフィーゴを呼びつけることもなく、ただ黙々と作業をしていた。あまりの大人しさに、彼のほうから様子を見に行ったほどだ。

　──やはり、あの話のせいか？

　今日の昼間、セレスティアが持ち込んだ話はこうだった。

『いやね、これはおじいちゃんから頼まれて、ちょいとギルドの馬車に同乗したときの話なんだけどね。ニセ羽根騒動も一段落したし、あたしもちょっと責任を感じていたから、まあ借りを返すつもりでギルドにつきあったんだ。いわゆる随行鑑定士ってやつ』

　随行鑑定士。それは冒険者パーティに同行し、その『冒険』の間だけ、獲物の鑑定や選別を引き受ける職人のことだ。一般に、外殻獣というのは大型で、重量もある。それゆえ、狩った獲物をすべて持ち帰ることは困難で、どうしても市場価値の高いものだけを持ち帰らざるを得ない。そのときに活躍するのが随行鑑定士で、その専門知識を生かして獲物を『鑑定』し、市場価値の高いものだけを『仕分け』するのが役割だ。冒険には危険がつきものなので、たいていは専門の護衛がつくし、取り分も獲物に応じて高額となる。

『珍しいな、おまえが真面目に働くの』『うるさいよ』というやりとりのあとに、

『……で、ここから本題だけど』セレスティアはいつになく真剣に告げた。『あたしも、ギルドに随行して外殻獣を狩りに行ったんだ。第二十九ダンジョンを抜けた先に、大きな樹海が広がっているだろう？　そう、それ、死の森。そこに出たんだ、牙神龍サーベルドラゴン』

　先月、セレスティアを伴ったギルドが、『死の森』と呼ばれる森林地帯に侵入した。目的は、森林の浅い場所にある鉱石のいくつかを持って帰るだけの予定だったが、事態は急変。突如としてドラゴンが森の中から現れ、這ほう這ほうの体で引き返してきたという。

『ウチのギルドは速攻で撤退したけど、中には欲に目が眩くらんだ冒険者もいてね。いくつかのパーティはまだ戻ってきていない。相手が子供のドラゴンだったことも、判断を誤らせたのかもね』

　一般に、冒険者はドラゴンと戦ったりはしない。理由は単純で、歯が立たないからだ。アル・メタリアのダンジョンに出没する外殻獣は多かれ少なかれ硬い装甲の持ち主ばかりだが、その中でもドラゴンは別格だ。鋼鉄をバターのように切り裂ける刀剣であっても、ドラゴンの硬い鱗うろこの前にはパキンとガラス細工のように砕けてしまう。ドラゴンを狩るときは、王国竜騎士団の一個大隊か、完全武装の大手ギルド連合軍。せいぜいこの二択だ。その意味で、エルセシル・エメロードの『単騎狩り』の伝説は生ける神話のような扱いだった。

『出て来たドラゴン、見た感じ赤子だったからね。とはいっても大型馬車くらいはあったけど、あれなら目が眩くらむ連中がいるのも分からなくもない。万が一倒せればパーティ全員が一生遊んで暮らせるし。だけど赤子がいるってことは、近くに母親がいるってことだからね』

　そうやって状況を説明したあと、彼女はまた煙管キセルをくわえた。ルミアは特に質問をしなかったが、なんとなく聞き耳を立てているのは分かった。その証拠に、セレスティアが何か話すたびにルミアの長い耳がぴくぴくと動いていた。

　──あの武器と、関係あるのか？

　出会った当初から、ルミアは腰に一本のサーベルを携えていた。それは極めてレア度の高い牙神龍サーベルドラゴンの『牙』。華きや奢しやな体たい軀くに不釣り合いの、大ぶりの刀身は違和感そのもので、何かいわくがありそうなのはフィーゴもうすうす感じていた。そして、その疑問は日を追うごとに大きくなり、特にドワーフとの一件や、黄金のニセ羽根の件以来、はっきりと彼の中で確かめねば済まないことになっていた。

　──これは、わしが語りえぬこと。ただ、おぬしのような男が、あの子と巡り合えたのは……ある意味で、神の御心かもしれんなあ……。

　老ドワーフの言葉を思い出す。何か隠された事情があるのは間違いない。

　これからルミアを弟子としてどう育てるか。場合によっては──彼の後継者たりえるのか。そうしたことを判断する上で、ルミアの背負っている『過去』は、決して避けては通れないものとなっていた。ルミアを信用していないというわけではないが、職人として自分の跡目を託せるかはまた別の問題だ。

　──よし。

　ちらりと、ルミアの寝室のほうを見る。そこは閉ざされたまま、物音ひとつしない。

「ルミア」

　彼は扉越しに声を掛けた。

　すると、図ったようにバーンとドアが開き、

「なんですか、夜よ這ばいですか!?　ついにおしさまも私の魅力に抗あらがえなくなったのですね！　ちょっと待ってください、いま渾こん身しんの勝負下着を──！」

「バカ、ここで脱ぐな！　って、おまえその派手な下着どこで買ったんだ!?」

「他にもいっぱいありますよ！」

「見せんでいい！」

　勘違いする弟子の誤解を解いたあと、師匠はコホンと咳せき払ばらいをする。

「……ちょっと話がある。時間取れるか？」

　彼の改まった態度に気づいたのか、少女の耳もピンと立つ。その緊張した表情はいつもより硬い感じで、おそらくこの話題を予想していたのだろうと思えた。先ほどの夜よ這ばい云うん々ぬんも、あるいは本心を隠すためのカモフラージュかもしれない。

「五年前から、気になっていることだが」

「……はい」

「おまえの腰の、『それ』についてだ」

　遠まわしに視線で示すと、ルミアは腰のサーベルを握った。寝室でも、寝る直前まで帯剣し、睡眠中も傍かたわらに置いているその武器。日中のセレスティアの話のときも、ルミアは牙神龍サーベルドラゴンという言葉に強く反応していた。

「座って話そう」

　ルミアはサーベルを握り締め、ためらいがちにうなずく。フィーゴがソファーに座ると、ルミアもテーブルを挟んで向かい合って座る。腰のサーベルを外すと、股の間に挟むようにして両手で抱えた。こうして見ると、彼女が扱うにはやはり大きく、座ると少女の背丈を超える。

「……なあ」

　彼は単刀直入に切り出す。

「そのサーベルは、なんなんだ？」

　ぴくり、と少女の耳が震える。

「それ、ずっと持ち歩いているけど、どう見たっておまえにゃ大きすぎる。なんなんだ、それは？」

「護身用──」

「噓うそを吐くな。おまえ、それ使ったことないだろう？　ドワーフのときも、これまでも」

「…………」

　発言の矛盾を指摘されると、少女は黙りこくった。

「どこで手に入れた？」

「…………」

「自分で武器に加工したのか？」

「…………」

　しばらく、答えのない問答が続いた後、

「──おしさま」

　視線を伏せていた少女は、静かに顔を上げて、こう申し出た。




「お願いがあります」
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「しばらくお休みをいただけませんか？」

　そんなことを切り出されたとき、彼は不意を打たれた気分になった。

　ルミアがこちらの質問に答えない、というのは予測していた。これまで五年、はぐらかしてきたのだから、今さらペラペラとしゃべることはないだろうと。ただ、少女からこのような申し出があるのは想像していなかった。この五年、ルミアが長期休暇を申し出たことなど一度もなかったからだ。

　結論としては、休暇を認めることになった。

　三日だけ、という中ちゆう途と半はん端ぱなことをした理由は、自分でもよく分からなかった。どこか思いつめた表情から、断りにくかったこともあるし、かといって長期の休暇を与えると、もうルミアが帰ってこない気がした。ルミアの真剣な眼まな差ざしが、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな少女と違っていたのも、彼の調子を狂わせた理由のひとつだった。いつもなら、「私がいない間に浮うわ気きしちゃ駄目ですよ？」と軽口のひとつも言うところだ。

　その日、マグネの来訪を待つと、ルミアは二人で出かけていった。明後日あさつての日没までには戻ります、ご迷惑かけてすみません、と言い残して出て行った。腰には例の『サーベル』が差してあり、背中には小さな荷物。どこか遠くにいきそうな格好ではなかったが、去り行く少女の背中を見送り、彼の胸にはもやもやとしたものが残った。その日は仕事を早々に切り上げ、酒を飲んで眠った。次の日は一人で仕事をし、一人で食事を作り、一人で眠った。以前なら当たり前の毎日だったが、来客対応もどこか上の空になっていることに自分でも気づき、しばらく臨時休業とした。

　そして約束の三日目となった。

　日没には戻ってくる、という約束だったが、玄関の鐘が鳴ることはなかった。彼は落ち着かない気持ちで、パンをかじるだけの夕食を済ませ、酒も飲まずにソファーに寝転がっていた。

　やけに静かだった。常に少女の快活な声が響いていた店内で、フィーゴはルミアという少女がこの店の雰囲気そのものだったことに改めて気づく。火が消えたような店内。なんだか調子が狂う。

　夜もだいぶ深まった頃だ。




　カラン、とドアが開いた。




「おせーぞ、日没までに帰ってくるって約束だったろうが」

　そう言いながら、胸に安あん堵どを覚えて彼はソファーから身を起こす。

　しかし、玄関にいたのは彼の弟子ではなかった。

「夜分に申し訳ございません」

　金髪の竜騎士が、折り目正しく頭を下げた。
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「ルミアが騎士団に……？」

　フィーゴが驚くと、エメロードはこくりとうなずく。

「昨日のことですが、騎士団の詰め所に訪ねて来られまして。そうですか……、やはりアンヴィル殿はご存知なかったのですね」

　やや言いにくそうにエメロードは答える。椅子に座り、背筋がまっすぐに伸びた姿勢は、戦況報告をする軍人のような居住まい。

「ルミアはなんと？」

「今度の遠征、竜騎士団に同行させてほしい、と」

「おいおい」

　フィーゴは驚く。ルミアは遠征どころか、いわゆる『冒険』に出たことは一度もないはずだ。

「随行鑑定士として雇ってほしいとおっしゃいまして」

「なんでまた」

「ルミア殿がおっしゃるには、『片牙の牙神龍サーベルドラゴン』を探している、とのことで」

　彼は嫌な予感がする。

「ルミア殿は、腰に差したサーベルを見せて、それが牙神龍サーベルドラゴンの牙だとおっしゃっていました。なんでも、この牙の本来の持ち主を探しているから、騎士団に同行させてくれ、と」

「だから『片牙』か。しかしなぜ、そのドラゴンを探してるんだ？」

「そこまでは分かりません。拙者も質問しましたが、ルミア殿は何も答えませんでした」

「肝心の返事は」

「もちろんお断りしました。『職人マイスター』の資格がない者は、そもそも騎士団の規則で雇うわけには参りません」

「ま、そうなるよな……」

　あらゆる冒険は常に命がけだが、ドラゴン狩りは特に危険度が高い。素人しろうとが混ぜてもらえるような甘いところでないのは当然だ。

「アンヴィル殿も、随行鑑定士をなさっているとか」

「昔の話だよ」

「数々のダンジョンで、随行鑑定士としてあげた実績、先代の団長から聞き及んでおります。外殻獣の生息地域や特徴、危険予知にかけても、最高職人グランドマイスターの名に恥じぬご活躍だったと」

「そんな大したものじゃない」

「ご謙遜を」

　エメロードはお世辞でもなさそうに、真面目な顔で告げる。

「結局どうした？」

「それなんですが……」エメロードは言いづらそうに告げる。「随行鑑定士の件をお断りしましたところ、今度は雑用でもなんでもいいから雇って欲しいとおっしゃいまして……」

「すまねぇな。ウチのバカ弟子が迷惑ばっかりかけて」

「それはかまいません。ルミア殿にも何か事情がおありなのでしょう。ただ……ルミア殿、しょんぼりした様子で出て行かれまして。拙者も心配になって、悪いとは思いましたが、後をつけさせていただきました。そうしたら、何やら裏通りに入り、怪しげな店に入っていかれまして……」

「怪しげな店？」

「ブライトン酒場」

「それ本当か」

「はい」

　そこは、ギルドや治安官の目を盗み、非合法で仕事を斡あつ旋せんする闇の酒場だ。

　あのバカ……。

　そこから先は予想がついた。おそらくルミアは、闇ギルドに頼んで、冒険者の仲間に加えてもらうつもりなのだろう。金さえ払えば未経験者でも同行させる潜りの業者は少なからずいる。未経験者など何の役にも立たないことがほとんどだが、もし外殻獣を狩ってくれば分け前をピンハネできるし、殺されたとしても斡あつ旋せん料だけは懐ふところに入る。無知な素人しろうとを騙だまし、金も命も両方巻き上げるような輩やからはこのアル・メタリアにも巣食っている。いわばヤクザものの巣そう窟くつ。そうしたところは、腕は立つが、ワケありで表のギルドには入れない連中が利用するもので、当然ながらルミアのような素人しろうとはただのカモだ。

　あいつ、いったい何を考えて……。

　フィーゴの心配がますます募ったとき。




　カラン、と音が鳴った。




　──！

　玄関にはエルフの少女が立っていた。その青色の髪は乱れ、耳もしょんぼりと下がっている。顔もだいぶ疲れた様子だ。

「……おしさま」

　彼女はふらふらとした足取りで店内に入り、それから、椅子に座るエメロードを見つけて、ハッとした顔になった。

「遅いぞ。日没までに帰るって言ったよな？」

　言いながら、彼は心の底からほっとしていた。

「申し訳ございません」

　いつもなら色々と言い訳をしてくるところなのに、今日はただぺこりと謝る。他人行儀な印象すら受けた。

「本日はひとつ、おしさまにお願いがございまして」

　また、他人行儀に弟子は切り出す。それから、エメロードのほうをちらりと見て、視線を戻した。

「……ではアンヴィル殿、拙者はこれで」

　空気を察したのか、エメロードは立ち上がり、静かに店を後にする。ルミアとすれ違うとき、「すみません」「いえ」と短いやりとりが二人の間にあった。

　エメロードが出て、また鐘の音がカランと鳴ったあと、

「どこまで聞きました？」

「おまえがブライトン酒場に出入りして、何か怪しげな取引をしようとしているところまでは」

「…………」

　少女は目を一度小さく開き、それからうつむく。

　ソファーに座ると、いくらか沈黙があった。フィーゴは訊ききたいことが山ほどあったが、ルミアの口から語られるのを待った。あまり問い詰めるとまた出ていかれるのではないか、という懸け念ねんもあった。

「──これ、なんですが」

　しばらくして、彼女は口を開いた。手にしたサーベルを、静かにテーブルの上に置く。

「鑑定してほしいんです」

　意外な申し出だった。

「何を今さら。それは本物だって前にも言ったろ」

「鑑定書が欲しいんです。おしさま名義の」

　ピンとくる。先ほどまでいた騎士団長も、先日似たような一件で訪れてきた。

「売り飛ばすつもりか」

「…………」ぴくん、と少女の長い耳が揺れる。

「俺の鑑定書付きなら、高く売れるからな」

「それは」

「その金で何をするつもりだ？」

「……言えません」

「ブライトン酒場で使うのか？」

「…………」

「あのなルミア。おまえみたいな見習い職人、まともに雇ってくれる冒険者パーティなんてありゃしねぇぞ。だけど闇ギルドはやめとけ。歴戦の傭よう兵へいならともかく、おまえじゃ食い物にされるだけだ」

「お金が必要なんです。冒険に出るには、お金が。だからお願いです。鑑定書を出してください」

「おまえ、知ってんのか？　闇ギルドの連中は、おまえのカネが目当てで、旅先でおまえが死んだってかまわねぇ、いやむしろ死んでくれたら好都合って連中だぞ？」

「分かっています」

「なに？」

「それでも行くしかないんです。それしか道はないんです」

「おまえ……」

　フィーゴは驚きを禁じえない。今まで見たこともない、強くて、まっすぐで──だが、どこか思いつめた瞳。

「牙神龍サーベルドラゴンを討つつもりか」

「…………」

「仇あだ討うちか？」

「……ッ」

　その言葉に反応して、耳が硬直する。

　予想はついていた。彼女はおそらくどこかしらの高貴な生まれで……そして牙神龍サーベルドラゴンによって、大切なもの──肉親か故郷か、あるいはそれに類する何か──を失ったのだ。だから復ふく讐しゆうの旅に出て、このアンヴィル亭に流れ着いた。それくらいまでは見ていて分かる。

　問題はその先だ。

「ひとつだけ、答えてくれ」

　彼は弟子の目を見て言う。

「おまえは、そのサーベルで、これから冒険に出向いて……、何か『こと』を終えたとしよう。そのあと、また俺の弟子としてここで働くつもりはあるのか？」

「…………」

　図星を突かれたように、少女はうつむく。

　しばらく黙ってから、太ふと腿ももの上で、両の拳を静かに握り締めると、

「もし、生きて、帰れたなら──」

　その先は何か言おうとして、「わ、私は……」言葉にならず、またうつむく。

　──まったく……。

　本当は、もっといろいろと事情を訊ききたかった。しかし、五年もの間、頑かたくなに口を閉ざしていた少女がそう簡単に話してくれるとは思えなかったし、何より無む下げにつっぱねて、このままルミアが単身で死地に赴くことだけは避けたかった。

　ルミアの目的は何なのか。ルミアの過去に何があったのか。このサーベルは何なのか。そして──自分の後継者にふさわしいのかどうか。それらを確かめる上で、いま彼が取るべき選択肢はひとつしかなかった。

　やれやれ……。

　ガリガリと頭を搔かき、彼は立ち上がる。

「おまえは本当に、不肖の弟子だよ」

　そう言うと、ポコリと軽く少女の頭をこづいた。

「なっ……」

　少女は頭を手で押さえる。

「──俺が随行鑑定士」

「え？」

「で、おまえはその助手」

「え？　え？」

　何を言われているのか分からない、というようにルミアが何度も瞬まばたきをする。それから、やっと言葉の意味に気づいたように、

「おしさま、それって──」

　彼はハンマーをくるりと回した。




「牙神龍サーベルドラゴンなんて希少レアもの、なかなか拝めないしな」
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　一週間後。

　森の中では、二十台近い馬車が列をなしていた。アル・メタリアの周囲に広がる森林地帯は外殻獣の巣となっているが、その中を堂々と、荒あら鷲わしを象かたどった勇壮なる王国旗を翻ひるがえして進んでいる。

　そんな馬車のうちの一台に、アンヴィル亭の師弟は同乗していた。

「おしさま、これはどうすればいいんですか？」

　エルフの少女が短いナイフを掲げて尋ねる。

「貸してみろ」

　フィーゴはそれを受け取ると、ハンマーで軽く叩たたいてみる。直後、刀身にヒビ割れのような紋様が浮かび上がり、すぐに消える。

「こりゃ駄目だ。赤色の箱」

「赤色ですねー」

「あ、そっちの鎖鎌は黄色の箱。鎖だけ直せばまだいける」

「はーい」

　師弟は息の合った調子で作業を続ける。二人の前には武器や防具が山積みになっており、赤・青・黄の三種類の箱が壁かべ際ぎわに並んでいる。

　いま二人がやっているのは『仕分け』。この竜騎士団が普段使っている武器や防具のうち、金属疲労が溜たまっているものを選別する作業だ。まだメンテナンスなしで使えるものは『青』、修理すれば使えるものは『黄』、そして修理不能なものは『赤』といった具合だ。

「なんか、赤色と黄色ばっかりですね」

「歴戦の疲労ってやつだ。一見綺き麗れいな武器でも、金属疲労が溜たまっていることはよくある。そういう武器が戦闘中に折れたり曲がったりしたら命にかかわるからな」

「わ、責任重大」

「鍛冶屋ってのはそういう商売だぞ。さ、働け働け」

「頑張りまーす」

　二人は随行鑑定士の仕事をコツコツとこなす。一週間前には今回の冒険を巡ってひと悶もん着ちやくがあったが、今ではすっかりいつもの調子だ。

　牙神龍サーベルドラゴンを追う旅は、王国竜騎士団にお願いすることになった。エメロードに申し入れると、彼女は二つ返事で引き受けた。どんな冒険者パーティも、腕の良いい鑑定士を雇いたがるものだが、押しも押されもせぬ『最高職人グランドマイスター』のフィーゴが随行するとなれば文句の出ようはずもなかった。出陣式で紹介されたとき、百名以上の騎士団から大歓声が上がったほどだ。

　ルミアはもちろんフィーゴの助手ということで雇われ、今では何人かの騎士たちとは顔見知りになっている。無論、「どうしてエルフが鍛冶屋を……？」と眉をひそめる者もいるにはいたが、それもいつものことだった。

　──いったいなんでだろうな。

　結局、ルミアがなぜ牙神龍サーベルドラゴンのことを追っているのかは、今に至ってもまだ真相を聞けずにいた。しかし、当のルミアはいつもどおりの様子だし、「おしさま、おしさま」とベタベタしてくるところも変わらない。ちょっと前までは実に深刻そうな顔をしていたのに、どうにもこの少女は摑つかみどころがない。

「おしさま、この鎧よろい、すごくセクシーじゃないですか？」

「あ？」

　見れば、ルミアは一着の鎧よろいを手にしている。それは胸の部分と腰巻きの部分だけを重点的に防御した女性用の鎧よろいだった。

「これが超軽装胸部急所限定装甲ビキニアーマーというやつですね」

「そうだ」フィーゴは再び視線を戻し、手元のナイフを確かめる。

　しばらくして、

「どうです、似合いますか？」

　エルフの少女はいつの間にか上着とスカートを脱ぎ、鎧よろいを身に着けている。たわわな胸が胸部装甲からはみ出しており、防御力はあまり高くない。

「うわぁ、エッチな鎧よろい……」

「なぜ着た？」

「おしさまはこういうのが好きなんですね？」

「もう少し焼き入れをしっかりしたほうがいいな」

「いや金属の話じゃないですよぅ」
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　ルミアは露出度の高い鎧よろいを着たまま不満げにこちらを睨にらむ。

　──まあ、いつもどおり、か……。

　いつもと同じようにアプローチしてくる弟子をあしらいながら、フィーゴは手を動かす。あんまり普段どおりで、真面目に悩んでいるのがだんだん馬鹿馬鹿しくなる。

「お嬢様、とっても似合ってますよ！　そしてもっとお似合いのお召し物がここに！」

　隣では、執事風の格好をしたエルフが申し出る。その手には内部が透けて見えるチェーンメイル。

　マグネは当然のように冒険の旅についてきた。元々、ルミアといっしょに冒険者パーティを探していたこともあり、ルミアも今回は特に文句を言わなかった。例の『牙神龍サーベルドラゴン』の一件について、ルミア以外に何か詳しい事情を知っているとしたらこの忠誠深いエルフ少女だったが、今のところ何かを語る様子はない。ただルミアのそばに控え、それとなく気遣っている様子は、フィーゴにとっても実は頼もしかった。ルミアの過去のことに触れられない以上、彼女を気持ちの面で支えられるのはマグネをおいて他にいなかった。

　ちなみに、マグネもルミアと同様に『助手』ということで乗り込んでいる。

　ただしそれは、フィーゴの助手ではなく──

「マグネちゃ～ん、お茶～！」

　甘ったるい声が、後続の馬車から響いた。

「…………」

「マ・グ・ネ・ちゃ～ん！」

「…………」

　マグネは無視を決め込む。

「おいマグネ、早く行ってやれ」

「行きたくない」

　ぷいっ、とマグネはそっぽを向く。

「おめぇ、『あいつ』の助手だろ」

「だけどあの人間、全然仕事しないし、僕のことペットか何かと勘違いしてるし」

「そうは言っても、おめぇが『フィーゴの助手なんてヤダ！』って言うから、『あいつ』の助手ってことで登録したんだぞ」

「それは、そうだけど……」

　ボーイッシュなエルフ少女はなおもしぶる。

「マグネ、これもお仕事よ」

「お嬢様どうかお慈悲を」

「ゴーゴー（行きなさい）」

「キャン……（御意……）」

　エルフ語で命令されたあと、マグネはしぶしぶといった様子で立ち上がり、後続の馬車へと移っていく。今いる馬車から降りると、後続を走る馬車にひらりと飛び乗る様子が、幌ほろの隙間から見えた。こうした馬車が二十台ほどの列をなしているが、これらはすべて竜騎士団の馬車だ。フィーゴたちは二台の馬車をあてがわれ、一台は今いる荷馬車で、武器・防具の保管庫を兼ねており、もう一台は通常の馬車となっている。

　やがて、

「うぅもぉ～！　うおぉんもぉ～～!!」

　奇声が聞こえた。後ろの馬車からだ。

「大変だな」

「大変ですねぇ」

　師弟は他人ひと事ごとのようにつぶやき、また仕分けの作業を続ける。

　後続の馬車には、セレスティア・ダルンが乗っていた。どういうわけか、紫髪の美女はフィーゴたちの『ドラゴン狩り』を聞きつけたらしく、自分もついていくと言い出した。フィーゴと並んで『最高職人グランドマイスター』である彼女が断られる道理もなく、こうして随行鑑定士として竜騎士団に同乗を許された。出陣式の歓声もフィーゴより大きかったくらいだ。むさくるしい男ばかりの騎士団に妖よう艶えんな美女が乗り込むとあっては尚なお更さらで、当のセレスティアもにこやかな笑顔で手を振って歓声に応えており、今やちょっとした『お姫様』扱いだ。

　ただし、厳格なる団長エメロードが睨にらみを利きかせる騎士団においては、任務中に鼻の下を伸ばして美女のもとにやってくるわけにもいかない。そうなると、セレスティアの相手をするのは随行鑑定士の一行ということになり、彼女の『助手』として登録したマグネがその毒どく牙がにかかることになった。

「エ、エアフト～！（た、たすけて～！）」

　遠くから、くぐもったような悲鳴が聞こえる。セレスの胸に抱きしめられているのか、はたまた太ももに挟まれているのか。

「今日何度目だ」

「ちょうど十度目ですねぇ。あ、おしさまこれは？」

「それは青でいいぞ」

　師弟は地味な作業を静かに続ける。

「あっ、あっ、やめて、そこだけは……っ、あっ、あぁっ、だめっ……ウッ」

　何かが果てたような声がして、後ろの馬車は急に静かになる。

「こっちの槍やりはどうします？」

「それは赤で」

「了解です。……あの、おしさま」

「なんだ」

　ルミアはちらりと視線を後ろに送る。それはマグネの声が果てた馬車。

「セレスさんは、仕事しなくていいんですか？」

「いらん。邪魔だ」

「ですよねー」

　ルミアはニコニコと笑う。

「おまえ、なんか嬉うれしそうだな」

「いえ、べつに？　邪魔者が消えて嬉うれしいなんてちっとも思ってませんよ？」

　長い耳をピコピコと動かしながら、少女はご機嫌な鼻歌を歌うのだった。
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　異変が起きたのは翌日の午後。

「おしさま、この兜かぶとはどうしま──」

「……しっ」

　人差し指を立てて、フィーゴは静かにするように促す。「おしさま？」とルミアは首を傾かしげる。

　何かが、変だった。

　それは職人特有の勘とも言うべきもので、寒くもないのに、肌にぞわりと走る悪お寒かん。金属を鼻先に突き付けると、触れていなくても『気配』を感じるように、彼の全身が今、何かを知らせていた。それは一流の職人だけが感じうる『予兆』。

　畢ひつ竟きよう、

「フィーゴ君ッ!!」

　後ろの馬車から、セレスティアの声が聞こえた。直後、ダダッと地面を駆ける音がして、すぐに幌ほろが開き、紫髪の美女が飛び乗ってくる。

「おまえもか!?」「来るよ！　デカイのが！」「方角は!?」「北北東！」

　二人の最高職人グランドマイスターが矢継ぎ早に言葉をやりとりする。「え!?」「なになにっ!?」とエルフの少女たちは顔を見合わせる。

「警笛を鳴らすぞっ！」

　彼は首から下げていた笛を手に取り、思い切り吹いた。すると、ピーッと耳をつんざく高音が響き渡る。エルフたちは慌てて耳を押さえる。セレスティアも同じように笛を吹いている。

「なんだ!?」「襲撃かっ!?」と車列のあちこちで騎士たちが騒ぎ出す。

「何事ですかっ!?」

　ダンッ、と音がして、今度は金髪の美女が飛び乗ってくる。全身を黄金の甲かつ冑ちゆうに包んだ竜騎士団長だ。

「エメロード、陣形を取れ！　北北東から襲撃があるっ！」

「いったい何が来るのですか!?」

　その質問にはセレスティアが代わりに答えた。




「外殻獣モンスターに決まってるよ……ッ!!」




「全軍停止！」

　エメロードの声が響く。すぐに「全軍停止！」「全軍停止だ！」と騎士たちが連呼する。

「北北東から大型の外殻獣襲来ッ！　第一隊と第二隊は鶴かく翼よくの陣を敷け！　罠わな隊は全面展開！　それ以外は後方で弩ど弓きゆうを装備！　防炎盾を忘れるなよ！　急げ！　グズグズするな！」

　騎士団長の言葉が、伝令によって口々に伝えられていく。統率の取れた軍団はあっという間に迎撃態勢を構築し、馬車を林に隠し、自らもその陰に隠れるようにしつつ、包囲するような陣形を取った。

　次の瞬間。

　バキバキバキッ、と目の前の巨木が倒れた。土煙が舞い上がり、ルミアたちがケホッとむせたとき、そこには眩まばゆいばかりの外殻獣が出現した。




「双首ダブル金剛ダイヤ蜥蜴リザード……ッ!!」




　それはレベル50超えのＳＲ級外殻獣。樹木より高い背丈の巨大リザードが、二本の首をもたげてこちらを見下ろす。

「第四隊、弩ど弓きゆう！　てぇっ!!」

　騎士団長の号令で、巨大な弓矢が一斉に放たれる。それらはほとんどがリザードの硬い外皮に跳ね返されるものの、何本かは外殻と外殻の隙間に滑り込む。刺さった矢によって、悲鳴とも雄たけびともつかぬ咆ほう哮こうが轟とどろく。

「吐息ブレス来るぞっ……！　構えっ！」

　エメロードの号令で、騎士たちは全員が盾を構える。フィーゴも同じように全身を覆うほどの大きな盾を構えた。

　リザードの口が大きく開く。それから白い閃せん光こうのような気体が、あたり一面に吐き散らされた。それらは地面を凍いてつく湖面のように真っ白に染める。これは氷ではなく金剛石ダイヤだ。騎士たちの盾も真っ白な金剛石の粒でびっしり覆われる。

「今だ！　捕縛隊、前へっ！」

　ロープを手にした部隊が、前面に展開し、ぐるぐると縄を回し始める。鉤かぎ爪づめのついた縄が一斉に投げつけられると、それらはリザードの右脚に絡からみつき、幾重にも絡からまった。もちろんそれしきで倒れる外殻獣ではないが、縄の反対側が周辺の木々に結び付けられていたことから、動くたびに縄が絡からまり、ぐらりとバランスを崩した。ぶちぶちと縄を引きちぎって進むものの、動きは明らかに遅くなる。さらに、二つの首の双方にロープが巻き付き、ますますその動きは拘束される。

「第一隊、第二隊、我に続け！」

　団長の号令に、騎士たちが呼応する。エメロードが自ら先陣を切ると、ウオオオッ、と雄たけびを上げて三十名ばかりの騎士たちが突撃した。騎士たちは波状攻撃で、縄が絡からんで動きの鈍いほうの脚に、思い切り槍やりを突き刺していく。それは予あらかじめ矢で射られた場所を目印にして、正確に外殻の隙間から柔らかい皮膚へと到達する。やがて、いくつもの傷口から血が噴き出し、リザードが片膝をつくようにバランスを崩した。

　次の瞬間。

「ハアアアアアアッ……！」

　金髪の髪を翻ひるがえし、騎士団長がリザードの脚を一気に駆け上がった。巨大な竜殺しドラゴンキラーが天空に煌きらめくと、彼女はリザードの首筋にざっくりと切っ先を突き立てた。彼女の背丈ほどもある刀身があらかた皮膚の中に飲み込まれると、二本あるリザードの片方の首が、だらりと力なく垂れた。

　しかしリザードはまだ死んでいなかった。片方の首をやられたものの、残るもう一方の首がエメロードの背後から襲い掛かった。危ない、と思った瞬間、彼女はひらりと宙返りをして背後からの一撃をかわす。その手には鎖で繫つながれた竜殺しドラゴンキラーが握られており、彼女が振り子のように鎖を振ると、空中で一回転して竜殺しドラゴンキラーはまた主の手に収まった。

「とどめだ……っ！」

　竜殺しドラゴンキラーが、振り向きざまのリザードの首に突き刺さる。今度は金剛石の外殻を突き破り、バッサリと獲物の首を丸ごと斬り落とした。ズズン、とその首が地面に落ちて粉ふん塵じんを上げると、リザードの巨体は動きを止め、横倒しになってバキバキと木々を薙なぎ倒たおしながら森の中に沈んでいった。

　ふわりと、優雅に金髪をなびかせて、エメロードが地面に降り立つ。

　騎士たちから歓声が上がる。その間にも、後方で控えていた騎士たちが駆け寄って、倒れたリザードの口元を縛ったり、手足を鎖で拘束する。万が一にも復活して反撃を受けないようにという措置で、まったくぬかりがない。

「大したもんさねぇ……」

　セレスティアが煙管キセルをくわえながら、感心したようにつぶやく。「まったくだ」とフィーゴも同意する。

「おい、おまえら無事か？」

　フィーゴは背後に庇かばっていた二人の少女を見下ろす。

「怖かったー」

　ルミアが頭についた金剛石の粒を払い、ペッペと口からも吐き出す。「大丈夫ですかお嬢様？」とマグネがいつもの調子で引っ付く。

「その様子なら大丈夫そうだな」

　彼も自分の頭から宝石の粒を払う。

「皆さん、ご無事ですか!?」

　戦闘を終えたばかりのエメロードが駆け寄ってくる。その手にした竜殺しドラゴンキラーは、鮮血と金剛石の破片がびっしりとついて、それ自体がまた別の美術品のごとく煌きらめいている。

「バケモノじみた強さだな」

「ええ、強い外殻獣でした」

　いや、あんたのことだよ、と内心で苦笑するが、あえて訂正はしなかった。

　騎士たちは整然と後始末を始め、早くもリザードは首と胴体、手足が切り離され、持ち運びやすいように解体され始めている。

「アンヴィル殿、鑑定をお願いできますか？　全部は多すぎるので、希少部位だけ持ち帰ろうかと」

　フィーゴは腕をまくり、「よしきた」とうなずく。「あたしもやるー」とセレスティアが手を挙げて、ぺろりと舌なめずりをする。

「おしさま、私は何をすればいいですか？」

　ルミアが指示を求めて、彼に声を掛ける。

「…………」

「おしさま？」

「ああ、いや。……じゃあ、『吐息ブレス』でついた金剛石の破片を集めておいてくれ。外殻と違って体内から吐き出された金属のほうが純度が高いんだ。なるべく焦げてないやつを頼む」

「承知しましたー！　マグネ、行こう」

「はい、お嬢様！」

　二人のエルフは勇んで金剛石を拾いに行く。

　その様子を見ながら、

　──本当に、変わんねぇなあ……いつもと。

　彼はいくらか、拍子抜けする。

　死の森まで同行し、そこでルミアと過ごせばもっといろいろなことが分かると思っていた。しかし、少女はいつもどおり明るく振る舞い、鍛冶屋の仕事を時に熱心に、時に適当にこなしている。何か思いつめた様子もなく、悲壮感もない。例のサーベルも使う様子はなく、むしろ遠出してはしゃいでいる感じさえある。

　──俺の考えすぎだったのか……？　これでもしドラゴンが出なかったら、何のこっちゃねぇ、ただの遠足だ……。

「あ、これ、キレイ～！」「お嬢様のほうがもっとキレイですよ♥」というやりとりを見つめながら、彼はポリポリと頭を搔かくのだった。




　　　　６




　時間はあっという間に過ぎた。

　当初は長いかと思った一ヶ月ほどの日程は、順調に消化され、一行はすでに折り返し地点にたどりついていた。

　問題の牙神龍サーベルドラゴンは現れなかった。目撃情報があった場所も、皮膚や体液など、いくらか痕跡があるのみで、それ以上の収穫はなし。時おり出現する外殻獣はエメロードと王国騎士団が手て際ぎわよく倒してくれたので、終わってみれば一番最初に遭遇した『双首ダブル金剛ダイヤ蜥蜴リザード』が最も強敵だった。外殻獣を倒すたびに、フィーゴは鑑定を実施し、それをルミアたちが手伝って、ちょっとした鑑定の実地訓練という感じにもなった。『死の森』という名称は物騒ではあったが、今のところそこまで死を意識するような状況には陥っていない。

　そして、現地で過ごす最後の夜。

　深夜、フィーゴはふと目が覚めた。

　隣では、ルミアが静かに眠っており、さらにその隣にはマグネも眠っている。この執事エルフも相当に疲れているだろうに、気配を感じたのか、ぱちりと目を覚ました。フィーゴと目が合ったが、お互いに無言で、マグネはまた目を閉じる。こいつやっぱり大したもんだよな、とこの旅路で改めてフィーゴはこのエルフ少女を見直しつつあった。

　水筒から水を一口飲み、馬車を出る。厠かわやを済ませたあと、戻ってくるとセレスティアの姿が見えた。馬車に寄りかかり、煙管キセルを吹かしている。

「どうした」

「眠れない」

「おまえもか」

「ってことは、フィーゴ君も？」

　彼はうなずく。

　遠征に出てから、眠りが浅いのはある意味で仕方のないことだったが、今夜は特別だった。どこか神経が冴さえ、夜中に何度も目を覚ます。肌がひりつくような、寒くもないのに鳥肌が立つような。こんな感覚は、職人マイスター試験の前夜以来かもしれない。

「何か、感じるか？」

「いんや」

　セレスティアは首を振る。紫色の髪が、かがり火を受けて光沢を流す。

　今の質問の趣旨は、「外殻獣の気配を感じるか」というものだった。もちろん、感じた瞬間には警笛を鳴らすので、まだであることは分かっていたが、だからこそ質問には意味があった。

「なんだろうな。すげえ遠くから視線を感じるのに、相手の姿は見えないような」

「フィーゴ君もかー」

「どうする」

「何も分からないのに、鳴らすわけにもいかないしねぇ」

　セレスは胸の谷間から、ペンダント状にした笛を取り出す。なんでもかんでも胸に仕舞う癖はここでも変わらない。

「とりあえず、エメロードにだけは伝えておくかな」

「それくらいが──」

　セレスが言いかけたときだ。

　悲鳴が聞こえた。きゃっ、という声。ルミアのいる馬車からだ。

「どうした!?」

　フィーゴたちが幌ほろをバッと開く。すると、中から眩まぶしい光が飛び出してきた。

　サーベルが、光っていた。

　真夏の太陽をすべて閉じ込めたかのように、鮮烈な輝きを放つサーベル。それが、ルミアの手の中で光っている。

　──共鳴現象シンクロ！

　同時に、フィーゴは悪お寒かんを感じた。セレスティアと目が合い、うなずくと、二人で警笛を握った。

　深夜に鳴り響く、長い笛の音。「敵襲！」「敵襲～！」と騎士たちが一斉に飛び出してくる。最高職人グランドマイスターの二人だからこそ任されたその権限は、全騎士団を覚醒させる。エメロードが二人のもとに駆けつけ、「何事ですか!?」と叫んだ。

「すぐ近くに、サ──」

　言い終わる前に、森の木が倒れた。

　振り返ったとき、

「あ……」

　全身を白銀の装甲で覆った、山のような巨きよ軀く。長く太い首はこちらを威圧するように見下ろし、凶暴に伸びた牙が月夜に輝く。しかも、本来なら二本あるはずの片方が、根本から失われている。

　それは『片牙』の──




　牙神龍サーベルドラゴン。




「全軍、鳳ほう凰おうの陣!!」

　騎士団長が叫ぶと、騎士たちが一斉に隊列を組む。エメロードを中心に、騎士たちがぐるりと半円を組むような陣形。夜間戦闘であることを考慮し、この場で動かずに相手を迎え撃つ作戦だ。

「第四隊は弩ど弓きゆう準備！　それ以外は陣を崩さずに警戒態勢！　まだ手を出すな！　勝つことが目的ではない！　生き残ることを考えろ！」

　次々に指示を出す間も、ドラゴンはのっそりと接近してくる。まるで山が丸ごと迫ってくるような圧迫感。

「いいか、足元を狙え！　追い返すことを考えろ！　弩ど弓きゆう、ってぇ!!」

　弓矢がビュンビュンと飛び、ドラゴンの足元に刺さっていく。まともに戦えば全滅の危険もある相手に、団長はさすがの戦況判断だった。ドラゴンは足元にいくつか矢が刺さると、最初は造作もなく蹴散らしていたが、だんだんうっとおしそうにその場に足止めを食らった。

　一本だけの巨大な牙を振るいながら、ドラゴンは周囲の木々を薙なぎ倒たおす。そのたびに騎士たちが散開して回避行動を取る。まるで巨大な城を相手にするような圧倒的光景。

「アンヴィル殿！」

「なんだ！」

「今から脱出を図ります！　血路は拙者が開きますゆえ、援護を頼みます！」

「それについては提案がある。今から俺が──」

　互いに背中合わせで素早く段取りを合意する。

「かたじけない」

「生き残れよ」

「互いに」

　このときルミアが「おしさま……」と彼を見上げた。

「俺は後から行く。おまえはみんなといっしょに逃げるんだ。いいな？」

「でも」

「マグネ。ルミアを頼む」マグネがうなずく。

「セレスティア、この子らを先導してくれ」

「フィーゴ君、死んじゃ駄目だよ」セレスティアはフィーゴと目を合わせ、いつにない真剣な顔で言う。

　彼は笑ってみせた。

「おめぇこそな」

　エルフたちが馬車に乗り込むのを見届けると、

　すっと、エメロードが竜殺しドラゴンキラーを掲げた。

「ただ今から撤退する！　第一隊は殿を務めよ！　それ以外は全員馬車に乗り込み現場を離脱！　ドラゴンは拙者が引き付ける！　絶対に振り返るなよ！　合流場所は先日取り決めたとおりだ！　それでは──」

　竜殺しドラゴンキラーが振り下ろされる。

「撤退！」

　そう叫ぶと、エメロードがドラゴンに突撃した。

　次の瞬間。

　フィーゴはハンマーを打ち下ろした。近くの岩に向かって、ゴーンと振り下ろしたその音は、大地を伝い、地中の金属に反響して大気を震わせる。この数日間、近隣の地盤や地中にどんな金属成分が含まれるかはさんざん確かめたあとだったので、どこにどういった『地脈』があるのかは確認済みだ。

　ぴたりと、ドラゴンの動きが止まる。再び動き出すも、彼がそこにもう一度ハンマーで音を起こすと、また動きが止まる。ドラゴンの体に含有する金属成分が振動し、体内の『血脈』に音を流し込む。いわば地脈と血脈の共鳴現象シンクロ。

「ハッ！」

　エメロードが竜殺しドラゴンキラーを振るう。ギンッ、と乾いた音がして、その剣が跳ね返される。

　──なんて硬さだ！

　ドラゴンがまた動き出す。エメロードに食らった箇所は鱗うろこがわずかに剝がれただけで、ダメージはほとんどない。

「長くは持たねぇぞ！　急いでくれ！」

　フィーゴは時々、タイミングを見計らってハンマーを振り下ろす。しかし、これはあくまで向こうのドラゴンの不意を突いた作戦にすぎず、時間が経たてば相手の『血脈』は徐々に安定してくる。耳の近くで大声を出してびっくりさせる方法が何度も通じないように、ドラゴンは徐々に落ち着きを取り戻し、じりっ、じりっと足を前に進める。

　──くっ、そろそろ限界か!?

　戦場にいた騎士たちが、おおむね退却をし、残すはエメロードと殿の部隊だけとなる。

「エメロード！　潮時だ！」

「承知！」金髪の竜騎士は、ドラゴンを牽けん制せいするように武器を振るったあとに叫ぶ。「殿部隊も撤退する！　全員下がれ！」

　最後まで弓を放ち、戦線を保っていた殿の騎士たちが撤退を始める。ドラゴンは、足元にばらまかれた弓矢を忌いま々いましそうに踏み潰し、どこか足踏みした状態。

　どうにか、逃げられそうだな……。

　そう思って、フィーゴ自身も退却を始めたときだ。

「う、うあァアあああァ───────ッ!?」

　悲鳴が響いた。見れば、ドラゴンの『片牙』に、騎士の一人が刺されていた。足のあたりをズブリと刺され、そのまま玩具のように持ち上げられる。

「かまうな！　撤退だ！」騎士団長は非情な命令を発する。冷たいようだが、今このドラゴンとまともに戦えば、少なくともここにいる殿部隊は全滅必至だろう。団長として苦渋の決断と言えた。

　くっ……。

　フィーゴは歯を食いしばり、自身も撤退を決める。気の毒だが、助けにいくことは自殺行為だ。

「た、助けて……」

　騎士から、声が漏れた。

　勇猛なる騎士でも、死の恐怖には勝てない。見れば、まだ若い騎士だった。十代なかばに見える。

　しかし助けにいくわけにはいかない。今は断腸の思いで撤退するほかない。

　だが、そのとき。




「こっちよ……！」




　声がした。

　彼は我が目を疑った。そんなバカな、ありえない、そう思っても、眼前の現実を打ち消すことはできない。そこに立っていたのは──

　エルフの少女。

　あのバカ……！

　全身に悪お寒かんが走る。どんなときでも取り乱したことのない彼が、このときは背筋に冷たいものが張り付いた。それは恐怖。自分の命ではなく、自分の大切なものを失う恐怖。

　突如目の前に現れたエルフに、ドラゴンが気づく。ブンッ、と首を振ると、その牙から騎士が振り落とされた。

「ルミアッ……！」

　フィーゴが駆け出す。誰も助けるな、という騎士団の規律は、このとき彼の頭から飛んでいた。「ダメだアンヴィル殿……！」というエメロードの声が背後から聞こえたが彼は振り返らない。

　ドラゴンが、バキバキと森を突っ切ってルミアを追う。少女はサーベルを掲げたまま叫んだ。「さあ、これがあなたの牙よ！　取り返したいならこっちに来なさい！」ドラゴンが怒ったように唸うなり声を上げると、その太い首を振り下ろす。それは少女の背中をギリギリでかすめる。

　フィーゴはその背中を必死で追う。死の森の深くへ踏み込み、無謀なことは百も承知だったが、彼には弟子を見捨てることなどできなかった。

　逃亡劇は短かった。興奮したように走る巨大なドラゴンと、小さく非力なエルフ。

　ルミアが立ち止まると、そこは絶壁。もう逃げ場はない。

　ぎらぎらと光る唾液を滴したたらせて、ドラゴンが迫る。ルミアはがくがくと震えながらも、己の唯一の武器である『サーベル』を構える。それはかつて、目の前のドラゴンから落とされた一本の牙。今は共鳴しているのか、その牙は双方ともが光り輝いていた。

　──ルミア……ッ!!

　フィーゴが走る。だが間に合わない。ドラゴンの牙が少女に襲い掛かる。ダメだ、ルミア、死ぬな──

　次の瞬間。

　ルミアの前を、人影が横切った。




「お嬢様──っ！」




　マグネはルミアに飛びつくと、二人のエルフはもんどりを打って転がった。その頭上を巨大な牙が横切る。髪の毛が散ったのが見える。

　──よくやった！

　マグネを内心で褒ほめ称たたえつつ、やっとフィーゴが追いつく。それから彼はドラゴンの尻尾に向かって、ガン、と思い切りハンマーを打ちつけた。

　次の瞬間。

　尻尾が凄すごい勢いで回転して、彼の横っ腹を打ち払った。ガッ、と叫んだときには彼は吹き飛ばされ、林の中を何回転もして転がった。ドラゴンはくるりと方向転換し、バキバキと木々を倒しながら彼に向かってくる。

「ぐっ……」

　足をひねったのか、立ち上がろうとした瞬間に激痛が走った。ハンマーも手元にない。迫り来るドラゴンの唾液が、彼の足元に垂れる。絶体絶命。しかしこの場においても、彼の心は同じことを考えていた。

「ルミア……！　逃げろ……ッ!!」

　かろうじて覚えていたエルフ語で叫んだ。

「ゲラウト（逃げろ）……ッ!!」

　その言葉が伝わったかどうかは、分からない。

　自分の顔に、ドラゴンの影が打ちかかると、彼は死を覚悟した。それでも恐怖はなく、きっと、あの忠実にして勇敢な執事エルフが、ルミアを連れて逃げてくれただろう──そう願った。

　最後の瞬間、ふと──己の人生を振り返り、孤児だった自分、師匠に拾われた日、セレスティアと競った修業の日々、職人マイスター試験、師匠の死、ルミアと初めて出会った日、この五年の日々──俺の人生、悪くなかったな、と思った。

　獰どう猛もうなる牙が、彼の顔めがけて振り下ろされる──その瞬間。

　風が吹いた。

　ガィンッ、と硬い音が響き、見上げると、




　そこに黄金の竜騎士が立っていた。




　相手の牙を防いだ竜殺しドラゴンキラーを、ぎりぎりと鍔つば迫ぜり合あいのように支えながら、重い牙を薙なぎ払はらう。ドラゴンの牙は地面に刺さり、いったん動きが鈍る。

「アンヴィル殿……！」

　巨大な竜殺しドラゴンキラーを構えながら叫ぶ。

「動けますかっ……!?」

　足を動かす。どうにか立ち上がるが、またバランスを崩す。

「フィーゴ君！」

　そのとき、林を駆ける者がいた。紫色の髪をなびかせ、彼の幼なじみにして最高職人グランドマイスターが駆け寄り、

「こいつを……！」彼女は腕を振り、何かを投げた。回転しながら、彼の手によってキャッチされたのは──

　彼の愛用ハンマー──その名も『万能鉄てつ槌つい』。先ほど取り落としたものだ。

「すまねぇ！」

　フィーゴは立ち上がり、足の痛みを堪えながらも前進する。「アンヴィル殿!?」と驚くエメロードの横で、彼は思い切り、振り下ろした。




　ドラゴンの牙に向かって。




　直後、激しい音が響いた。

　──！

　共鳴現象シンクロなのか、音の波なのか。このとき、彼の頭脳に何かが走った。それは脳天を突き抜けるような『声』──胸に広がる想像だにしない感情。

　な、なんだ今のは!?

　彼の驚きよう愕がくに呼応するかのごとく、牙を打たれたドラゴンのほうも驚きよう愕がくしたように目を見開いていた。牙にメリメリと亀裂が走り、それが蜘く蛛もの巣すのように広がる。もちろん彼はこれを狙っていた。牙神龍サーベルドラゴンの最大の弱点は、最大の武器でもあるこの『牙』だと。

　ドラゴンが悲鳴のような声を出し、地面から牙を引き抜く。牙の先端はすでに欠けており、残る牙にもヒビが入っている。

　自慢の牙を穿うがたれ、戦意を喪失したのか。

　ドラゴンは、一歩、二歩と後退し、それから背を向けて、森の中へと消えていった。

　しかし、一件落着とはいかなかった。




「マグネ……！」




　叫び声が聞こえた。

　視線を向けると、そこには小さなエルフの少女が倒れており、もう一人のエルフの少女が、泣きながら呼びかけていた。




　マグネの下には、大きな血だまりが広がっていた。
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　竜騎士団の遠征が終わり、一ヶ月が経たった。

　アンヴィル亭は火が消えたように静かで、玄関には臨時休業の札がうな垂れたように斜めにぶら下がっている。




　マグネ・シュームは、あれから目を覚まさなかった。




　ドラゴンからルミアを助けたときに、背中を牙で斬られており、それが相当の深手となっていた。その場で応急処置を施し、一命を取り留めたものの、肝心の意識が戻らない。血色の良かった肌も今はげっそりと瘦せて青白くなり、病院のベッドでかすかな呼吸を繰り返すのみ。果物の汁などを細い管を使って飲ませ、かろうじて栄養を送り込んではいるが、このままだと衰弱死するのは間違いない。それでも一ヶ月の間も存命しているのは、ひとえにエルフ特有の生命力のためだった。

　ルミアはすっかり塞ぎ込んでしまった。

　毎日マグネの様子を見にいったあとは、自室にこもり、じっと己のことを責め続けるように押し黙っていた。マグネが目を覚まさぬうちは、この状態が続くだろうと思われた。

「メシ、食べないのか？」

　彼はドアの前で声を掛ける。最近のルミアは、ろくに食事も取っていなかった。

　食べないと体に悪いぞ、と言ってみても、中から返事はない。さすがに三日も飲まず食わずでは体に障さわる。そう考えた師匠は、そっと、ルミアの部屋の扉を開いた。

　部屋の奥では、一人のエルフが、静かに床に座っていた。

「ルミア……？」

　少女は師匠の呼びかけには答えず、こちらに背を向けて、何かの作業に没頭している。変だな、最近は何も仕事を言いつけていないのに──

　近づいて、ハッとする。




　ルミアは『サーベル』を研いでいた。




　それは例の牙神龍サーベルドラゴンのもので、少女は一人で何かブツブツと言いながら一心不乱に研いでいる。師匠が入室したことにも気づかず、「私が……無力……いで……」「……のとき……殺して……」とつぶやいている。

　私が無力なせいで。

　あのとき殺していれば。

　今度こそ殺す。

　およそ、普段の少女には似つかわしくない台詞せりふを吐きながら、少女は鬼気迫る様子で、『凶器』を懸命に研いでいた。

「ルミア……」

　師匠はパッとサーベルを取り上げた。

　すると、

「セーカ（返して）……ッ!!」

　エルフ語で、彼に向かって手を伸ばした。

「…………」

　フィーゴは無言で、サーベルを返す。すると、ルミアはそれを受け取り、また、床に座ってサーベルを研ぎ始める。何かに憑つかれたように、背を丸めて、「私が……無力な、せいで……」と繰り返す。

　そんな弟子の様子をじっと見つめながら、フィーゴはどうするべきかを思案していた。

　そのとき。カラン、と玄関の鐘が鳴った。

「悪いが、まだ休業──」

　言葉を飲み込む。そこに立っていたのは紫髪の女性。

　セレスティア・ダルンは、見たこともないような焦あせった顔で叫んだ。

「マグネちゃんが……ッ！」

　ガチャン、とルミアの部屋で激しい物音がした。
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「マグネ……ッ！」

　病室に入った瞬間、ルミアはベッドに駆け寄った。

　そこには、青白い顔をした少女エルフが横たわっており、ルミアに手を握られると、うっすらと瞼まぶたを開いた。

「お……じょう……」

「ほ、本当に……ご、ごめんなさい……私の、せいで、ごめんなさい……」

　溜たまっていた気持ちをいっぺんに吐露しながら、ルミアはベッドの前でひざまずく。マグネの左手を握り締めると、その手は弱々しく握り返される。

「おじょう……さま……」

　マグネは唇を動かし、何か言おうとする。しかし、まだ体力が戻っていないせいか、うまく舌が回らないようだった。

「うん、いいの、マグネ」

　そこでルミアは、どこか彼女の声ではないような、低い声で告げた。

「仇かたきは取るからね」

「あ……」

　このとき、マグネの顔が曇ったように見えた。

「ア・ルア・ジーベル・クライン・ギル・バール。ア・ルア・ホート（あの牙神龍サーベルドラゴンは、絶対に殺すから。だから安心してね）」

　そこで彼女は、唇を歪ゆがめて微笑ほほえんでみせた。

「おじょう、さま……」

　マグネが小さく首を振ったのにも、ルミアは気づかずに、血走った目でその台詞せりふを繰り返した。

　フィーゴはその様子を、じっと見ていた。
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　マグネは順調に回復していった。

　意識が戻った翌日には、果物の汁などを欲しがるようになり、むせないようにとろみのついたものを少しずつ口にするようになった。しばらくするとベッドから起き上がり、覚おぼ束つかない足取りではあるが歩行訓練を開始した。

　ルミアは毎日、かいがいしく病室に通った。マグネの意識が戻る前でも日に一度は必ず様子を見にいっていたが、目が覚めてからは朝から晩まで入り浸るようになった。マグネに食事を与えたり、歩行訓練の手伝いなどをするものの、それはどこか過保護な、もっといえば過剰な印象を受けた。

「じゃあマグネ、気をつけてね？　私がいないときに無理しちゃ駄目よ？　お粥かゆも美味おいしいの作ってくるからね？　着替えはまだある？　何か欲しいものはない？　痛いところはない？　それと──」

　最後には決まってこう付け加える。

「ア・ルア・ジーベル・クライン・ギル・バール（あの牙神龍サーベルドラゴンは、絶対に殺すから）」

「お嬢様……」

「また明日、来るからね」

　寝不足で、赤くなった瞳で微笑ほほえむと、今日も少女はマグネの手を握り締めて別れの言葉を告げる。

「ルミア」

　病室の入り口では、フィーゴが壁に寄りかかり、その様子を見つめていた。

「俺はちょっと寄るところがあるから、おまえは先に帰っててくれ」

「夕食のお仕度は──」

「いい。遅くなるからどっかで適当に済ませる」

「分かりました」

　ルミアはもう一度マグネに振り返り、微笑ほほえんでみせると、病室から出ていく。

　その様子を見届けたあと、

「──で、なんだ、話って」

　フィーゴは椅子に座り直した。ベッド脇に置かれた地下鉄アングラ製の椅子には、しくじったクッキーのような平べったいクッションが置かれており、そこにはまだ先ほどまで座っていたルミアの温もりが残っていた。

　話を振られると、マグネはベッドの上でうつむきながら、何度か瞬まばたきをした。日中、あとで話があるとマグネから告げられ、こうして残ることにしたのだった。

　病室の窓から月明かりが射さし込こみ、ベッドの端をわずかに照らすと、黒髪のエルフ少女は静かに口を開いた。

「──お嬢様の、ことだけど」

　なんとなく、話の内容に察しはついていたし、もっと言えばフィーゴから浴びせたい質問がたくさんあった。だが、今までそれをしなかったのはひとえにマグネの体調を慮おもんぱかったゆえだ。

　黒髪のエルフは、まだ癒えない背中の傷を庇かばうように、そっと肩のあたりを押さえたあと、ためらいがちに口を開く。今はその小さな唇が、ひどく乾いて見えた。

「おまえには……いつか話さなければいけないと思っていた」

　思いつめた瞳で、毛布を見つめる。

「本当は、もっと早くに、伝えるべきだったのかもしれない。おまえはお嬢様に、大変良くしてくれた。だけど、『人間』が本当に信用できるかどうか、僕にも迷いがあって……」

「いいさ」

　フィーゴは静かに返す。

「誰だって、大切なもんのためには慎重にもなるさ」

「…………」

　そこでマグネは顔を上げた。月光が瞳の中を滑った。

　垂れていた耳が、静かに持ち上がり、膝元に敷かれた毛布の上で両手が震えながら強く握り締められる。それは意を決しているような表情。これまでフィーゴには強気な姿しか見せていないこの少女にとって、それは初めて見せる素顔に思えた。

「お嬢様は──」

　それは予想してなお、驚きよう愕がくを禁じえぬ告白。




　エルフ族の王女だった、と。
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　三日が経たった。

　すっかり火が消えたようなアンヴィル亭のソファーで、彼は最近ほとんど振るっていないハンマーを磨きながら、先日のことを思い出していた。

　──ルミアお嬢様は、エルフ族の王女だった。

　三日前、マグネから聞かされた言葉は、ある程度予想していたとはいえ、それでも衝撃だった。

　マグネの話はこうだった。『かつて、エルフ族にも国土があり、王国があったことは知っていよう。深い森に囲まれた王国で、その名をヴァルトアインと言った』

　それはフィーゴも聞いたことがあった。エルフ族最後の国と呼ばれた王国。もうだいぶ前に滅んだと聞く。

『人間たちの間では、おそらく百年も前に滅んだ国と記録されていよう。だが、実際にはその後も、王族を中心に存続していた。数で言えば一万にも満たぬ小さな共同体として。お嬢様はそこの王女殿下であり、王位継承者だった。本名はルミアリア・アントワネート・アルテーシア・フォン・ヴァルトアイン三十八世という』

　冗談みたいな話だ、とこのときは正直思った。育ちは良さそうだと思っていたが、あのルミアが王女殿下？

『王国執事の名に懸けて』

　あくまでマグネは真面目な口調で答える。『ちなみに僕は、正式にはマグネリアヴァトラー・シュヴァルツヴァルト・ド・セヴァスチャンという』と、これまた舌を嚙かみそうな名前を付け加える。フィーゴは呆あつ気けに取とられたまま話を聞いた。

　マグネ、もとい本名マグネリアヴァトラーの話はこうだった。

　ルミアは王家に生まれ、小国ながらも歴れつきとした王女だった。両親に当たる国王と王妃も、国民に慕われ、静かな深い森で小さな集落を形成していたという。エルフ族は一般に人間よりも長命であり、綺き麗れいな水とわずかな果物さえあれば生きていけるので、豊かな自然の中で、国民は争いもなく平和に暮らしていた。マグネの家は、そんな王家に代々仕える一族で、ルミアとは生まれたときからのつきあいだった。王女殿下に専属の執事。それが天命のごとくマグネに与えられた役割だった。マグネもそれを受け入れ、ルミアに忠誠を尽くした。

　しかし、ルミアとマグネが幼少のころのある日、異変が起きた。

　ドラゴンの襲撃。

　数十匹のドラゴンの群れが、突如として集落を襲った。今まで平和に暮らしてきたエルフたちにとって、それは青せい天てんの霹へき靂れきだった。

『エルフ族は、争いを好まぬ平和主義なんだ。どんな森の生物とも共存し、互いの領分を侵さない。それで何百年も、いや、何千年も暮らしてきたんだ。百年前に人間たちが侵攻してきたときも、時の国王陛下は流血を避け、降伏の道を選んだ。……なのに、あのときは、ドラゴンが目を血走らせて襲ってきた。希少金属レアメタルの発掘と称して、人間どもが森を荒らしたために、外殻獣たちが住む場所を追われたからだ』

　このとき、フィーゴは以前に聞いた話を思い出していた。それはドワーフの長老の話だ──『ドワーフの聖域だった森の奥深くにまで、ダンジョン探索のために人間たちが入ってくるようになった。人間たちは、森の獣たちを『金属外殻獣メタルモンスター』と呼び、宝探しでもするように狩り尽くした。結果、ドワーフたちはますます棲すむ場所を追われた』

　マグネは続けた。病室のベッドの上で、最初はどこか生気のなかった横顔は、話が佳境になるにつれてキリリと引き締まったものに──そして険しくなっていくのをフィーゴは感じていた。

『あの日、僕とお嬢様は、果物の収穫に遠出していた。図らずもそれで難を逃れた。だが、国に帰ったとき、そこは地獄だった……』

　国民のほとんどが、ドラゴンの餌え食じきになり、無残な姿となっていたという。

　しかし悲劇は終わっていなかった。ルミアとマグネは、このあと、村の生き残りを見つける。集落から離れた場所の洞窟で、立てこもった国王と、わずかな国民たち。そしてその洞窟に、首を突っ込んでエルフをむさぼり食らおうとするドラゴン。

『お嬢様は、国王陛下たちを救おうとした。しかし、僕はそれを止めた。今行けば絶対に殺される。それが分かっていたからだ。僕は臆病者だった。だが、お嬢様まで失うわけにはいかなかった。そして、洞窟の中から、〈それ〉は出てきた。それこそが──』

　言葉が震える。

『牙神龍サーベルドラゴン』

　話がひとつに繫つながる。

『そのドラゴンは、長い牙に、まるで串焼きのごとく、エルフたちの遺体を刺していた。串刺しにされた中には、国王陛下と王妃殿下のお姿もあった。ほとんどは死に絶えていたが、国王陛下と王妃殿下はまだ息があった。そのとき、お二人と我々は目があった──ような気がした。遠目に、お二人は手を伸ばし、こうつぶやいた』

　エアフト（助けて）……。

　血だらけの顔で、そう口走った両親。ルミアはその場で愕がく然ぜんと座り込み、マグネもどうすることもできなかった。それが両親を見た最後だった。

　のちに、森では、折れた一本の巨大な『牙』が見つかった。それは血だらけだったが、エルフたちの血と衣服がまとわりついており、間違いなくあのドラゴンの牙だった。その牙に布地を巻いて持ち手をつけたものが、ルミアの持っているサーベルだった。

『お嬢様は、復ふく讐しゆうするつもりなのだ。あの片牙のドラゴンを見つけ出し、自らの手で、あのサーベルを突きたてて。それこそが、残された最後の王族の使命だと思われておられる。たとえ自分の命と引き換えになっても』

　そこまで話すと、マグネは一度押し黙った。

　それから、胸に手を当てて、切なそうな声で、

『お嬢様は』想おもいを吐露した。

『本来、とても泣き虫なのだ。小さいころはいつも、僕に頼り、雷が鳴れば耳を塞いで抱き付いてくるようなお方だった。……それが、あの悲劇があって以来──』唇を一度嚙かむ。『お嬢様は、まったく涙を見せなくなった。いつでも笑って、明るく振る舞って、私にも、生き残った国民たちにも不安を与えないように振る舞ってきた。おまえの店でも、そうだろう？』

　フィーゴの胸に、ルミアの姿がよぎる。いつでも底抜けに明るく、楽しげに家事をする姿。そういえば、泣いたところを見たことがない。

『ずっと楽しげに笑っている──だけど、本当はずっと泣いているのだ。それがお嬢様というお方の強さなのだ』

　話を聞き終えたとき、フィーゴは深く嘆息するしかなかった。

　この五年、ルミアと暮らしていて、うすうす気づいていたことがあった。ふとしたときに見せる教養、品性、立ち居振る舞い。そうしたことから、おそらくどこか高貴な生まれ、良家の娘か何かなのだろう。そんな想像をしたことはあった。しかし、エルフ族の王女殿下などという大それたものだとはついぞ予想しなかった。何より、あの笑顔の裏に隠された真実が、彼に少なからぬショックを与えた。ルミアはいつも笑っていたが、本当は泣きたかったのだろうか。

『いつしか、お嬢様は復ふく讐しゆうの旅に出られた。僕を巻き込まぬように、一人で。このアル・メタリアに来たのも、牙神龍サーベルドラゴンの手がかりを探し求めるためだと思う。冒険者たちが集うこの街なら、いろいろな外殻獣の情報が集まるからな。おまえの店に来たのも──』

　このとき、マグネは視線を伏せ、言いづらそうに声を小さくした。

『希少金属レアメタルを扱う高名な職人であれば、牙神龍サーベルドラゴンの情報も舞い込むんじゃないか。そう思ってのことだと思う。おまえからすれば、利用されたと思うかもしれないが……』マグネは複雑そうな顔で、そう教えてくれた。その疲れた顔と、悲痛な眼まな差ざしには、この忠義深い少女にも主人を探し続けた長い長い苦難の旅路があったのだろうと感じさせた。

　話が終わると、マグネは小さく息を吐き、ぐっと目を閉じた。

　その横顔を思い出しながら、彼も静かに目を閉じる。

　今まで疑問に感じていたことが、マグネの話で一つに繫つながった。ルミアが時おりのぞかせる、生来の気品のような雰囲気と、どこか思いつめたような表情。その訳がやっと分かった。

『僕では……』

　最後にマグネは言っていた。

『お嬢様を、守ることが、できない……』

『そんなことはねえよ』と彼はマグネの頭をポンと叩たたいてやった。しかし少女の瞳からつたう涙は止まらない。命がけで主君を守り通したこの忠義深く勇敢なエルフが、なお主君のことを案じて己の無力さを嘆いている様子は、健気を通り越してただただ切なかった。

　彼は静かに立ち上がると、

「ルミア」

　店の奥にある少女の部屋に声を掛けた。ほどなくして「はい」と答える声。




「大事な話がある」
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「職人マイスター試験……？」

　エルフの少女が目を見開いた。何を言われたのか分からないといった感じで、長い耳が一度動く。

「そうだ。おまえ、いつか受けたいって言ってたろう」

「でも……」

　ルミアが戸惑いを隠しきれずに訊きく。

「どうして、今なんですか？」

「職人マイスター試験の時期は、師の権限で決定する。そうだろ？」

「え、ええ……」

　職人マイスター試験。それは名前のとおり、『職人マイスター』の資格を取得するための試験だ。一般には、ギルド協会に出向き、認定された試験官によって行われるが、最高職人グランドマイスターは個人でその試験を実施する権限がある。

「それとも何か？　親の仇かたきが見つかったから、もうこの店には用済みか？」

「……！」

　ルミアが目を見開く。

「どこでそれを……ああ」言いながら、すぐに気づいたように「マグネ、ですね」とつぶやく。

「だいたいのことは聞いた。王女様なんだってな」

　わざと突き放すような口調になったのは、別に敵意からではない。正直、フィーゴもどう切り出せばいいのか分からなかったからだ。金属のことには自信があるが、こういう繊細な人間関係には自信がない。ましてや傷ついた年頃の少女の扱いなど今回が初めてだ。

「俺を利用していたのか」

　だから考えている以上に、発言がきつくなってしまう。

「ち、違います！」少女は焦あせったように叫ぶ。だが、すぐに「そんなつもりは……そんな」と歯切れが悪くなる。

「どうなんだ」

「あの……」

　少女自身も、気持ちの整理がついていないように、何かをしゃべろうとして、口をつぐむ。

　彼は少しだけ、待った。しかし少女の顔がうつむき、瞬まばたきを多くするだけで何も答えない様子を見ると、

「──明日の正午」

　目を合わせずに告げた。

「おまえが職人になる気があるなら、試験を受けろ」

　それだけ言うと彼は立ち上がり、仕事場に入って扉を閉めた。
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　翌日の昼。

　アンヴィル亭は、厳粛な空気に包まれていた。

　いつもは顧客との商談に使うテーブルを挟んで、奥にはフィーゴ、手前にはルミアが座っている。

　試験は実施されることになった。

　ルミアは午前中に、「試験を、受けさせてください」と神妙な面持ちで告げ、フィーゴは「そうか」とうなずいた。

　少女がどういうつもりで試験を受けるのか、詳しくは訊きかなかった。試験ですべて明らかになる。そう思った。

　ルミアは向かいのソファーに座り、緊張した様子で試験開始を待っている。その様子を見ながら、

　──どうして、今なんですか？

　昨日弟子から投げかけられた疑問を思い出していた。

　今しかない──それが彼の出した結論だった。黄金ゴールド鳳凰フエニツクスの『ニセ羽根』の一件で、彼はルミアの能力を目まの当あたりにした。まだまだ不安定にせよ、この少女に秘めた潜在能力があるのは間違いなく、その才能を育てて、自分の後継者にしたいという想おもいは日に日に強くなっていた。ただ、そのためにはルミアの抱えた過去の事情──両親と故郷を失った『仇あだ討うち』をしようとしていること──それを避けては通れないと思った。それは金属職人としての『資質』に関わることであり、それを見極めるには職人試験しかないと考えたのだった。

　もうひとつは、ルミアの今後についてだった。このまま放っておけば、いずれルミアはまた仇あだ討うちのために旅立つだろう。そうなれば今度こそ命の保証はないし、あのドラゴンを討つにせよ、返り討ちに遭うにせよ、今生の別れとなる。マグネの傷がまだ癒えぬうちの今こそが、職人マイスター試験を行う最初で最後のタイミングだった。

「ただいまより、職人マイスター資格判定試験を執り行います」

「……どうして、セレスさんがここに？」

　受験生が早速疑問を呈する。ソファーの隣に置かれた席には、セレスティア・ダルンが座っていた。紫髪が流れるように美しい『魔女』の異名を取る最高職人グランドマイスター。

「何って、立会人さ」

「それはギルド協会の人がやるんじゃ」

「だから、あたしが協会から派遣されたのさ。最高職人グランドマイスターには金属鑑定に関するあらゆる資格があるからね」

「……そう、なんですか」

　ルミアは戸惑いぎみに、師匠を見つめてくる。しかしフィーゴは何も言わない。少女の耳は緊張でずっと持ち上がったままだ。

「コホン。……では、立会人セレスティア・ダルンのもとで、ここにアンヴィル亭職人見習い、ルミア・ニュームの職人マイスター試験を開始します。試験官フィーゴ・アンヴィル、試験内容をどうぞ」

「承知」

　フィーゴは短く答え、テーブルの下からドサリと革袋を取り出した。

「貨幣は金属真しん贋がんの基本。こと金属の専門家を生業とする以上、金属貨幣の真しん贋がんを見抜けぬようでは金属職人を名乗る資格はない。よって、試験内容は慣習通り『三枚真贋トライアーツ』とする」

「あの、おしさま」

「試験官と呼べ」

　フィーゴが真顔で注意する。

「えっと、じゃあ、試験官。これって、その……アレですよね。ホントのヤツじゃないですよね？　だって私、まだ未熟だし、半人前だし、ええと、さっきの……不合格ならお店を出ていくっていうのも──」

「本当だ」

　フィーゴが即答すると、ルミアがびくりと震えた。

　今朝、ルミアが試験を受けると答えたとき、フィーゴは明瞭に告げた。「もし試験に落ちたら、おまえは破門だ」と。当然ルミアは驚き、あれこれ問いただしたが、フィーゴは多くを語らなかった。

「不合格なら破門だ。五年の修業期間で一人前になれなければ、この先も見込みはない。荷物をまとめて出ていくんだ」

「そんな……」

　ルミアは信じられないというように何度も瞬まばたきをする。ただ、目の前の師匠の険しい表情を見て取ったのか、これが冗談でも芝居でもないと悟ると、悪お寒かんを感じたようにぶるりと身を震わせた。

「セレスさん」

「今は立会人。悪いけどねルミアちゃん、これ以上の私語は減点対象だから。あたしも最高職人グランドマイスターの名に懸けて、試験自体は厳正に仕切るからね。恨みっこなしだよ」

「で、でも、こんな急に──」

「ルミア・ニューム受験生に警告。これ以上の私語は減点となります。質問があるときは挙手をし、試験官の許可があったのちに発言してください。また、質問内容に正当な理由がない場合、不規則発言とみなされる場合があります。減点二回で失格となりますのでご注意を」

　急に事務的な口調で説明すると、セレスティアはルミアをまっすぐに見つめた。いつもと明らかに違う雰囲気に、ルミアの耳が緊張でますます固くなる。

　ごくり、と喉が鳴り、エルフの少女は姿勢を正す。本当の職人マイスター試験。不合格なら破門。その意味を理解したらしく、顔から一切の緩みが消えた。

「試験内容を説明する」

　フィーゴが低い声で告げる。

「『三枚真贋トライアーツ』を三十三回、連続で実施する。合計九十九枚の真しん贋がんをすべて正解できれば合格、一枚でも外せば不合格。判定方法は熔よう解かいと破壊以外のすべてが認められる。制限時間は一回につき三分。時間切れは不正解となり、その場で失格となる。ただし、考慮時間として三分ずつ三回、計九分の延長が認められる。質問は？」

「……ありません」

　それは、職人マイスター試験の最も一般的な試験方法だった。『三枚真贋トライアーツ』とは、前にフィーゴとセレスティアもやっていたように、三枚の銀貨から一枚だけニセモノを当てる試験だ。ルミアもこれまで練習で何百回とやってきたことがあり、正答率もそれほど悪くない。ただし、九十九枚すべてを的中させるとなると、それは見習いの少女にとって未踏の領域だった。

「第一問」

　フィーゴが革袋を探り、三枚の銀貨を取り出す。それを一枚ずつテーブルに並べると、

「開始」

　と告げた。

　立会人のセレスティアが、胸元からニュッと懐中時計を取り出し、それをカチリと押す。三分間の制限時間が始まると、ルミアはひったくるように銀貨を手元に引き寄せた。

　三枚を手に取り、表裏を眺め、それから自らが普段使用しているハンマーで叩たたいてみる。それから小型の秤はかりで計量し、目を皿のようにして観察する。時間はあっという間に経過し、セレスティアが「残り一分」と告げる。ルミアはハンマーを置き、今度は目を閉じて音色に耳を澄ます。例の『ニセ羽根』の際に開花した能力をフルに生かし、試験に臨んでいるようだった。

「三十秒」

　うっ、と呻うめいたあと、彼女はもう一度、銀貨を秤はかりに載せる。目を凝らし、目盛りを読み取ると、また耳元に銀貨を近づける。長い耳が興奮状態を示してピコピコと小刻みに動く。「十秒、九、八、七、六──」

「わ、分かりました！」

　慌てた様子で、一枚の銀貨を前に出す。

「これがニセモノです」

「…………」

　フィーゴは無言でうなずくと、銀貨を指で弾いた。それはテーブル上を滑り、セレスティアの前で止まる。

　彼女が銀貨をつまみあげ、ペロリと舐なめると、

「正解」

　ほう、と息が漏れた。ルミアが脱力したようにソファーに座り込む。

「──第二問だ」

「えっ、もう!?」

　テーブル上にはすでに三枚の銀貨が並べてある。

「ほい、開始」

　カチリ、と立会人が時計を押す。受験生はほっとする間もなく次の試練に挑む。

　三分後。

「五、四、三、二……」

「これです！」

　ルミアは一枚の銀貨を差し出す。

「正解」

　セレスの声が響くと、また間髪入れずに『第三問』が始まる。こうしたことが五回、十回と続くと、ルミアの顔色がどんどん紅潮していき、呼吸も乱れてくる。

　ただ、肝心の『真しん贋がん』に関しては好調だった。四苦八苦しながらも、どうにか正答を続け、クリアーした銀貨の山がテーブルに積み上がっていく。十回目くらいから調子が出て来たようで、思考時間もだんだんと短縮していき、一分ほどを残して解答を告げることも多くなった。波に乗った、という感じだった。

　しかし、異変は最後に起きた。

「第三十三問」

　フィーゴが、心なしかゆっくりと銀貨を並べる。ルミアは慣れた手つきでそれをつまみあげ、耳元に寄せる。

　そこで、ルミアの顔色がさっと変わった。一つ前の問題では、三枚の『声』を一度聞いただけで的中させていたが、今は青い瞳を何度となくパチパチとさせ、首をひねり、もう一度耳に近づけ、さらに困った顔になり、腕組みをして銀貨を見据える。体が少し震え出し、呼吸も乱れ始める。

　フィーゴはその様子を、腕組みをして見ていた。ここまで試験をクリアーした弟子の成長を、素直に嬉うれしいと思う反面、最後の最後で、彼が危惧していたとおりの展開になったことを感じていた。

　表情を見ていれば分かる。ルミアは今、金属の鑑定をしながら、目の前の金属が見えていない。金属以外のことで己の精神を乱し、呼吸すら乱している。長年指導してきたフィーゴにはそれが手に取るように分かった。

　それはルミア最大の弱点──どれほど才能があっても、どれほど努力を重ねても、決して一人前の職人になれない理由を、彼はこの試験で試し、そして今それは明らかになろうとしていた。もちろん、アドバイスはできない。それは試験だからというだけでなく、一人前の職人は、当然自らの仕事を一人でやらねばならない。どんなに困ろうと、間違えようと、最後は自分一人で責任を負う。今ルミアは、この店に来て初めて、鑑定に責任を負っている。失敗したらこの店を追い出される。その事実がプレッシャーとなって、いま少女の心を激しく揺り動かしていた。そういう弟子のうろたえる様子を──失敗の坂を転げ落ちていく様子を、師匠は非情なまでに冷静に見つめていた。なぜなら、今日鑑定するのは金属だけではないからだった。

　ルミア・ニュームが己の後継者たるにふさわしいか。その人物鑑定こそが、この試験の主題だった。

　そして彼は見極めた。

「十秒、九、八、七……」

　時間は無情に過ぎる。それが最後の一秒になったとき、少女は思い出したように、

「こ、考慮時間！」

　と叫んだ。

　実はこのとき、セレスティアが何度も瞬まばたきをして合図をしていたが、フィーゴは咎とがめなかった。さすがに時間を余しての失格は不本意だろうという配慮ゆえだった。

「一回目の考慮時間に入ります。三分間です」

　しかし、結果は同じだった。ルミアはまた耳を立てて注意深く『声』を聞き取るが、一枚ずつ、計三枚について繰り返しても、その顔はいまだに晴れない。混迷の一途といった様子で、一回目の考慮時間も、二回目も無意味に過ぎていく。

　最後の考慮時間を投入したとき、少女はすでに顔面蒼そう白はくだった。

「十秒、九、八、七、六、五……（ルミアちゃん）」

　セレスティアが小声で促す。ルミアはハッとして、銀貨を握る。もはやどうしてよいか分からないといった状態だったが、手にしていた銀貨について何か気づいたのか、今度は耳ではなく、目にぐっと近づけた。

「こ、こ、これで！」

　残り一秒が告げられたときに、少女は叫んだ。

　フィーゴは、ピシッとその銀貨を隣に弾いた。セレスは硬い表情で、その銀貨を受け取り、ペロリと舐なめる。

「……え？」

　このとき、ルミアも異変を察知した。フィーゴはともかく、さっきまで応援してくれているそぶりだったセレスティアまで険しい表情をしていることに。

「ルミアちゃん、どうしてこれを選んだの？」セレスティアが微妙に気落ちしたような声で尋ねる。

「え、その、色がちょっと、違うような……」

「そう……色ね。『声』ではなく……」

　そして合否が宣告された。

「不正解」

「噓うそ……！」思わず口走る。「じゃ、じゃあ、どれがニセモノだって言うんですか!?　『声』を聞いても全部同じに聞こえるし、まさか全部ニセモノだとでも言うんですか!?」

「職人マイスター試験に答え合わせはない」

　フィーゴが厳しい顔で告げる。

「おまえには、職人にとって最も大切な資質が欠けている」

「資質……」

「せいぜい頭を冷やして、考えてみるこったな」

　そう吐き捨てると、フィーゴは立ち上がり、背を向けた。セレスティアも気の毒そうに立ち上がる。

　もうおしまい、とばかりに。

「じゃ、じゃあ、おしさま……」

　うろたえる弟子に、師匠は容赦なく裁定を下した。




「おまえは破門だ」
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　──どうしてこうなったのだろう？

　自問自答しながら、ルミアは自室で荷造りをしていた。

　あれからフィーゴは、すぐに荷造りを命じて来た。その顔には一片の情も感じられず、静かな怒りとも言うべき感情が瞳の奥に見えた。こんなふうに師匠が怒っているのを見るのは初めてで、試験の合否もさることながら、その冷たい視線こそがルミアにとって一番応こたえた。

　荷物は案外少なかった。

　いざ、自室で荷造りを始めると、自分の持ち物のほとんどが、このアンヴィル亭に昔からあったものだと気づいた。この五年で、自分の生活がいかにこの店と、そして師匠に依存していたかに気づく。いくつかの小物と衣服をまとめると、それだけで身辺の整理が済んでしまった。

　部屋を出ると、フィーゴがいた。ただ、試験のときと同じように、椅子に座ったまま黙っている。セレスティアは帰ってしまい、今は二人きりの空気がひどく重く感じる。

「荷造り……終わりました」

　ルミアは、どこかで自分が、まだ何かを期待していることに気づいていた。師匠の硬い表情が急に崩れて、「冗談だよバーカ」と言ってくれるのを待っていた。しかし現実はさっきと何も変わらず、フィーゴはじろりとルミアのほうを見ると、「そうか」と短く答え、

「じゃあな」

　顎をしゃくり、ドアのほうを見た。出ていけ、というメッセージがはっきりと伝わる仕草。

　本当にお別れなんだ。

　そう思ったとき、ルミアの心には、何か急に込み上げるものがあった。まだ別れたくないという気持ちが、何でもいいから彼女に言葉を紡つむがせた。

「不合格で……すみません」

「ん」

「今までお世話になりました」

「ん」

　おざなりに返事をされると、会話が続かなくなった。

　だけどルミアは、まだすがるように、

「あ、これ……」

　ポケットから、『羽根』を取り出す。それは前に偶然手に入れた『黄金ゴールド鳳凰フエニツクス』、本物の羽根。テーブルに置くと、試験で使った銀貨と並ぶ感じとなり、失敗の証あかしのようで少女は胸に痛みを覚えた。

「それは、マグネの入院費用です。ずっとおしさまに立て替えてもらってましたから」

「…………」

　言葉が返ってこない。フィーゴは羽根を一いち瞥べつしただけで、手に取ろうともしない。

「あの──」

「まだ何か用なのか？」

　い、いえ、と言葉に詰まる。

　もう行かなくては、という想おもいがあるのに、体は拒絶していた。五年の歳月があまりにも自分にとって分かちがたくて、別れがたくて、この店内の光景と、このぶっきらぼうだけど誰よりも自分に良くしてくれた恩師と、今生の別れになることが白昼夢のようだった。きっとこれは悪い夢で、目を覚ましたらベッドの上で、おしさまがいつものように仕事場でハンマーを打っているんだ。そう思いたかった。

　だけど夢は醒さめなかった。現実は、今ここにあって、足が震えた。

　──言わなきゃ。

　今、どんなに冷たい視線を受けても、五年の歳月はルミアにとって言葉にできないほど大きかった。故郷を失い、家族を失い、自暴自棄に陥って、あのドラゴンに復ふく讐しゆうするためだけに生きて来た少女は、このアンヴィル亭で、温かい食事と、惜しみない援助を受けた。

　最初は、復ふく讐しゆうのためだった。牙神龍サーベルドラゴンの手がかりを得るために、希少金属レアメタルの情報が集まりそうな鍛冶屋を片っ端から当たり、そして最も高名だと噂うわさを聞いたのがアンヴィル亭だった。

　ただ、ここに来た理由はそれだけではなかった。エルフである自分はどこに行っても無む下げに断られた。治安官を呼ばれることもしょっちゅうで、しまいには石を投げられた。しかし、フィーゴだけは違った。彼女を迎え入れてくれた。だからこの人間に、せめて一言だけでもお礼をしたかった。

「アー・ル・バータ、イ・ラ・ヌクーウ（今まで、大変お世話になりました）」

　エルフ語になったのは、それが王族として最も格式高い言葉だから──そう理由をつけてみるが、本当は分かっていた。怖いのだ。スチリア語──人間の言葉で話して、もしそれさえも目の前で否定されたら、とても立ち直れない。

　フィーゴは「エルフ語は分からねぇっての」と言ったが、それでも続けた。

「プル・ラ・ターヌン、フル・ア・ラガーン・ダー、ライ・トファーナ・ニ・ルン（五年前に、あなたに拾われて、わたくしは一命を取り留めました）」

　さまざまな思い出が蘇よみがえる。初めてこの店に来た日。人間の食べ物が苦手だった日々。フィーゴの不器用な優しさに戸惑いながら慣れていった日々。

「フィーゴ・アンヴィル、イ・ハール・エ・ラーン・テアハ、ダー、ホー・ハウ、ホー・フー、ケイン・ルース、アン・ミステア・クニーク（フィーゴ・アンヴィル。あなたは、わたくしに、温かな家と、温かな食べ物と、清潔な衣服と、鍛冶の技術を、与えてくれました）」

　少女の中で、フィーゴにしてもらったすべてのことが、感謝の念と共に湧き上がる。

「イ・ダア・ラ・ユーマ、サン・ファイ・ルーラ・ゼエ、バル、ラウ・イルゥエ・ダー（人間が嫌いでした。今でもどこか、距離を感じます。だけどあなただけは別でした）」

　瞳に、熱いものが浮かぶ。だけど涙だけは堪える。この五年間、ずっとそうだった。

　泣いてはいけない。どんなときも。

「イア・ラファール・マイスター、イ・ハーン・ラウフ・ニア・ダー──（わが親愛なるおしさま、あなたと過ごした日々は──）」

　万感を込めて。

「ラ・エス・シャル・レーム（夢のようでした）」

　そして彼女は、ギュッと胸に手を当てて、




「イア・ラファ・ル・ラウ（愛しています）」




　それはエルフ族の女性が、生涯にたった一度きりしか言うことのない愛の言葉。

　フィーゴは何も言わなかった。ただ、静かに少女を見つめ、目を閉じた。
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「ア・ルァダ・リェスタ（さようなら）」

　この日、ルミア・ニュームは、五年にわたって暮らしたアンヴィル亭を去った。




　　　　○




　さりとて、行く宛てなどあるはずもなく。

　その夜、アル・メタリア西部第三地区の郊外。

　水路のほとりで、一人座り込むエルフの少女の姿があった。

　緩やかに流れる水の音と、哀かなしげな旋律を奏かなでる虫の声を聞きながら、ルミアはさっきからずっと、この場に座り込んでいた。

　屋根のない場所で一夜を明かすのは五年ぶりだった。冷たい風が肌を撫なでると、五年前、街角で薄汚い布に体を包み、じっと世間を恨んでいた自分を思い出した。見慣れたはずの街が、今のルミアにとっては自分が荒すさんでいたころに見ていた大嫌いな人間の街に逆戻りしていた。

　──どうしてこんなことになったのだろう？

　何度も頭を巡った疑問が、また頭上を虫のように回り出す。だけど何度考えても答えは決まっている。未熟だったから。半人前だったから。自分がふがいないから。そう、あのとき──故郷を失ったときに何もできなかったように。

　無力。

　その言葉がよぎる。結局、いつも、そうだ。

　ふいに涙腺が熱くなる。

　だめ。泣いたらだめ。私は、王女なんだから、いつも明るくしていなきゃ──

　そのときだ。




「おや、奇遇ですな」




　声がした。

　顔を上げると、そこには白い髭ひげを生やした老人がいた。人間ともエルフとも違う肌の色と背格好。彫りの深い、温和そうな顔だち。

「あ……」

「覚えていてくださったか。この老いぼれを」

　そこに立っていたのは、前にも会った老ドワーフだった。確か、バルトン族の族長。

「……何か用ですか？」

　ふいっ、と顔を背ける。思わず声が冷たくなる。フィーゴの知人かもしれないが、ドワーフはエルフの天敵だ。

「よっこいせぇ」

　老ドワーフはルミアの隣に座る。ルミアはお尻をずらし、大おお袈げ裟さに距離を取る。何しに来たんだろう、今は誰とも会いたくないのに、と内心の不満を態度に表す。

「もう遅い。店に戻ったほうがよいのでは？」

「あなたには関係ないです」

　やはり言葉は冷たくなってしまう。八つ当たりだと自分でも分かっている。

「その様子だと、どうやら店を追い出されたようですな」

「……ッ！」

　思わず相手を睨にらむ。

「おや、図星か」

「何が言いたいんですか。馬鹿にしに来たんなら帰ってください」

「喧けん嘩かをしたのか、大失敗をしたのか、あるいは──」老ろう獪かいなドワーフはさらりと真実を言い当てる。「職人マイスター試験に落ちたか」

「…………」

　何も答えなかったが、顔が引ひき攣つったのが自分でも分かる。内心を見抜かれているようで落ち着かない。これ以上見抜かれたくないと、思わず膝に顔を埋める。

「ふむ……そういうことですか。ふむ」

　老ドワーフは変わらぬ口調で告げる。

「試験に落ちることは、恥ではない。わしも何度も落ちた。職人マイスター試験とはそれほど厳しい」

「…………」

「大事なのは、落ちた理由じゃ。自分に、何が足りなかったのか。それを知ることが試験であり、試されているのは己自身であると心得よ──と、わしも自分の師匠に教えてもらったことがある。お嬢さんもそうではないかな？」

「…………」ふと、フィーゴのことを思い出す。思い当たる節はある。ただそれも過去の話だ。今は師匠の顔を思い出すだけで胸が痛む。

　この老人、早くどこかに行ってくれないだろうか。いや、私がどこかに行けばいいのか。そうは思うが、他に行く先などない。

　顔を伏せたまま、聞く。

「わしの試験のときはな。三つの金属の見極めだった。三本の剣を並べてな、どれがドワーフの作ったもので、どれが人間の作ったものか当てろという試験だった。今でいう『三枚真贋トライアーツ』の原形となった試験とも言われておる。三本の剣は、一本が普通の品質の剣、もう一本がやや出来の劣る剣、そして最後が凄すさまじく立派な出で来き栄ばえの剣だった。わしはすぐに確信した。この出来の劣る剣が人間の作ったものだろう、と。当時は、まだ人間の技量は未熟でな。伝統的に鍛冶を生業とするドワーフの腕からは数段落ちた。どうせ人間の作るものなんぞ、ガラクタ同然──そう思っておった。だが」

　懐なつかしむような口調で、老ドワーフは続ける。

「正解は、最も出で来き栄ばえの良いい剣が、人間の作ったものだった。驚いたよ。だが言われてみればそのとおりだった。持ち手の形状や、刀身の長さなど、人間の身体からだに使いやすいような剣は確かにその一本だった。素直に観察すれば簡単に分かることを──いや、わしはあのとき気づいておった。気づいていて、あえて無視したんじゃ。人間がこんな立派なものを作れるわけがない──その先入観が、判断を誤らせた……」

　雲間から現れたのか、月明かりが再び水路を照らす。膝に伏せたルミアにも、おぼろげな光が足元に届いた。

「その剣こそが、アンヴィル亭の初代店主、ザル・アハル・アンヴィルの作りし逸品だったわけじゃ。わしとアンヴィル亭とのつきあいも、そのあたりから始まった。まさかそのアンヴィル亭の弟子に、エルフのお嬢さんが来るとは夢にも思わなかったが……」

「結局、何が言いたいんですか？」

　この老ドワーフが、何か大事なことを伝えようとしてくれているのは分かっていた。ただ今は、自分にそれを受け止める余裕がなかった。

「当時のわしは、人間が憎かったんじゃ。多くの仲間たちが、ドワーフというだけで虐しいたげられ、人間のせいで故郷を追われたのに、生きるために人間にヘイコラせねばならん。その『憎しみ』が、わしの目を曇らせたんじゃ」

「それじゃあ」さらにきつい言葉で言い返した。「私も、『憎しみ』を捨てれば試験に受かったって言うんですか？」

「ありていに言えばそうじゃな」

「そんなの！」

　夜の水路に大きな声が響く。

「口で言うのは簡単でも、実際には無理なんですよ！　だって、憎いものは憎い。復ふく讐しゆうは何も生まないとか、みんな綺き麗れいごと言うけど、復ふく讐しゆうせずに、仇かたきを許して、それで生きていく、なんて……」

　無理ですよ、と吐き捨てるように言うと、視線をそらした。

「今でも憎んでいるんじゃな、その牙神龍サーベルドラゴンを」

「どうして知ってるんですか？」

「わしも伊達だてに年を取っとらん。エルフの国が滅んだ顚てん末まつも聞き及んでおるし……お嬢さんのこともすぐに察したよ。特に、その腰のものでな」

　ルミアは腰に差したサーベルを握る。これこそが、ルミアの仇かたきであり、復ふく讐しゆう心を忘れぬための戒めの象徴だった。

「まだ、復ふく讐しゆうしたいのか？」

「決まってる！」

　サーベルの鞘さやを強く握り締める。

「あいつさえいなければ！　お父さまも、お母さまも、村のみんなも！　あんな目には遭わなかった！　みんな、平和に……、今でも、幸せ、に……」

　最後は嗚お咽えつ交じりになる。

　不思議だった。今まで、こんな剝むき出だしの復ふく讐しゆう心を誰かに吐露したことはなかった。マグネにも、フィーゴにも、自分の中のどす黒い感情を見せたくなかった。なぜ、天敵であるドワーフにこんなことを話しているのか、もう自分でも訳が分からない。

　少しだけ、間があった。老ドワーフは、こちらが落ち着くのを待つように、ただ黙ったままそこに座っていた。

　やがて、

「わしも、綺き麗れいごとを言うつもりはない」

　静かに口を開いた。

「同胞をひどい環境で酷使し、暴利を貪った悪徳な人間どものことは今でも憎い。だから、憎いのは構わん。憎しみというものは容易には消せん。──ただ」

　そこで眉毛が少し上がり、大きな瞳が覗のぞいた。

「その憎しみゆえに、今ある大事なものまで、失ってはならんのじゃ」

「今ある……大事なもの？」

「若かりしとき、わしはそれが分からんかった。そして……血気に逸はやり、さらに多くの仲間を失った。愚かじゃった……」空を見上げて、ぐっと、瞼まぶたを閉じた。顔の皺しわが深くなり、それが今は哀かなしみの刻印のように影を作る。

「なぜ、お嬢さんが試験に落ちたのか。そのときの気持ちを思い出してごらん。──なぜ、土ど壇たん場ばで試験の答えを間違えたのか」

「それが分かれば……」

　反論しかけたが、老ドワーフは「よっこらせ」と立ち上がり、

「邪魔したな」

　そう言うと、闇に溶け込むように、静かに街へと消えていった。

「いったい、何なのよ……」

　ルミアはなんだか落ち着かない気持ちで、彼の消えた街角を眺める。

　──なぜ、お嬢さんが試験に落ちたのか。

　ふと、先ほどの言葉を思い出す。

　──鑑定ってのは、鑑定する者の『心』が試されるんだ。

　それが師匠の言葉に重なり、思い出が蘇よみがえる。『知識や技術だけじゃなく、最後は自分の鑑定眼を──つまりは自分を信じられるかどうか』『職人の『眼め』ってのは、最終的には本人の欲とか心の持ちようが決めるんだ。肝に銘じておけよ』

「あ……」そこでルミアは声を漏らした。

　試験のときに自分が考えていたこと。

　最後の最後で、間違えてしまった理由。あのとき自分は──

　すっと、立ち上がる。




　そして少女は駆け出した。




　　　　＊




　ガラン、と強い音が響くと、フィーゴは顔を上げた。

　玄関には、エルフの少女が立っていて、水色の髪を振り乱し、肩で息をしていた。

「おしさま」

「俺とおまえはもう師弟じゃない」

　その冷たい返しにも、少女は怯ひるまなかった。

「もう一度、試験を受けさせてください」

　決闘を挑むように少女は強い口調で告げる。

　──答えを見つけたか。

　フィーゴはハンマーを引き抜き、くるりと回転させた。

「もう一度、試験を受けさせてください」

「職人マイスター試験に追試はない」

「お願いします！」

　ルミアは頭を下げる。

「追試はないけど」そこで、ソファーで寝転んでいたセレスティアが上体を起こす。「試験官の判定に異議がある場合、立会人が許可した場合に限り、追加の試験問題を出すことは妨げられない──だったかな？」

　紫髪の美女は、フィーゴの顔を見てニヤリと笑う。

「ふん、立会人はおまえだ。好きにしろ」

「じゃあ決定～！」

　セレスティアは煙管キセルをピッと振り上げ、

「受験生ルミア・ニュームの異議を認めます。立会人セレスティア・ダルンの許可に基づき、ただいまより最終試験のやり直しを実施します。問題形式は同じく『三枚真贋トライアーツ』、問題数は一問のみ、時間は三分。考慮時間はありません。では試験官フィーゴ・アンヴィル、どうぞー」

「ちっ」

　舌打ちをしながらも、フィーゴはまた銀貨を三枚取り出す。「さっきと同じものだ」と告げ、彼はテーブルに並べる。

「よろしくお願い致します」

　ルミアは頭を下げ、それから一枚、また一枚と銀貨を手に取る。それぞれ一度ずつ、自らの耳に近づけ、眼めを閉じる。

　それから静かに──自信に満ちた声で告げた。

「三枚とも、本物です」

「ほう」

　彼は眉を上げる。

「それだと不合格になるが、良いいのか？」

「かまいません。私は鑑定により、三枚ともこれが本物だと判断しました。たとえ試験に落ちたとしても、その判断を覆くつがえすことはできません。だからこれは三枚とも本物です」

「なぜ、さっきと違う答えを？」

「本当は、分かっていました。これが三枚とも本物だって。だけど私は、土ど壇たん場ばで自分の鑑定眼を信じることができなかった。最後の最後で、自分に自信が持てなかったんです」

「それはどうしてだ？」

「はい。理由は単純明快です。なぜなら、私はこの五年間の修業に……、師匠を前に、こんなことは本当に申し上げにくいんですけど……正直、身が入っていなかった。表面上は、真面目にやっているつもりでも、そこには覚悟が足りなかった」

「…………」師匠は黙って聞く。

「いつも、修業しているときも、師匠の教えを受けているときも、心で──心の奥底で、別のことに囚とらわれていたんです」

「それは……なんだ？」

　弟子は静かに答えた。




「復ふく讐しゆうです」




　それは単純にして、たった一つの答え。

「私は故郷を失ってから、ずっと復ふく讐しゆうのことばかり考えてきました。あのドラゴンを討ちとるまで、他のことなどどうでもいいと……鍛冶屋の修業でさえも」

「…………」

「軽かったんです、私の五年間は。復ふく讐しゆうに重きを置いていた私にとって、ここは仮の宿で、だからこそ、この店で絶対に一人前の職人になるという覚悟がなかった。だから、一番厳しい局面で、私は、勇気が出なかった。心が弱きに流れ、自分の鑑定眼を信じ切ることができず、結果、判断を誤った。そう……」

　──知識や技術だけじゃなく、最後は自分の鑑定眼を──つまりは自分を信じられるかどうか。

　その声が震える。

「私は、この、サーベルばかりを磨いていて……己の腕を磨くことを、怠ったんです……」

　フィーゴは静かに聞く。

　やはり、答え合わせはなく、ただ黙って「そうか」とだけ返した。

　すべてを話し終えると、ルミアは静かに頭を下げた。

「お伝えしたいことは、以上です。どうしても、おしさまにだけは、そのことを伝えたくて。……失礼します」

　少女は立ち上がると、ドアに向かった。

　ノブに手を掛けようとしたところだった。




「──一つだけ」




　フィーゴがつぶやいた。少女は立ち止まる。

「前に、俺は死の森で、あのドラゴンと対たい峙じした」

「え？」

　急な話で、少女は戸惑った様子を見せる。

「あのときのこと、覚えてるか？」

　フィーゴは穏やかな口調で語り出した。

「あのとき、俺はドラゴンの『牙』を、こいつでぶっ叩たたいた」彼はハンマーをくるりと回す。「それで気づいたんだ」

「何をですか？」

「あのとき、ハンマーで叩たたいたことで、あのドラゴンの牙からは『声』が聞こえた。思わず鑑定しちまったんだな。それで……牙からは、妙なもんが流れ込んできた。誰かの感情とか、想おもいとか、そういうものがな。おそらくは、あの牙に刺された者の記憶」

　ルミアの表情が変わる。「おしさま、それ、まさか」と目を見開く。

「エアフト（助けて）──かつておまえは、牙に刺された両親がそう叫んだと、マグネに話したらしいな」

「…………」

「だけど、あのときの俺には違って聞こえた。そんなふうに、恐怖の感情とか、痛みの感情じゃなくて──俺にはもっと、温かい感覚が伝わってきた。うまく言えねぇが──おまえの姿を見た両親は──」

　彼は思ったことを率直に告げる。




「きっと、おまえの無事な姿を見て、安心したんじゃないかな……」




「お……」

　少女は泣きそうな顔で、唇を嚙かみ締しめ、「おし、さま……」と耳をふるふると震わせる。

「今はどうだ？」

「え？」

「復ふく讐しゆう心も、憎しみも、仇討ちも──俺は構わないと思う。俺だって、おまえの立場ならそうやって仇かたきを憎むだろう。ただ、今のおまえは、どうしたいんだ？　それを聞かせてくれ」

「私は──」

　少女は涙を浮かべた瞳で、告げた。

「ずっと、復ふく讐しゆうを誓って、旅をしてきました。そのためだけに、生きてきた。……でも」

　顔を上げる。その瞳は零こぼれ落おちそうな水色の輝きを湛たたえている。

「この店に来て、五年もの間、過ごすうちに……気づいたんです。私の中で、復ふく讐しゆうの念が分かちがたいように、この店もまた、もう私の一部になっていると。それはこの店を出て行くときに、はっきりと、分かりました」

　──その憎しみゆえに、今ある大事なものまで、失ってはならんのじゃ。

　そしてルミアは、答えを告げた。




「ここにいたいです」




　大きな声で。

「この店で、修業して……一人前の職人になりたいです！　そのために、もっと腕を磨いて、今度こそ……」

　そこから先は、絞り出すように「大切な、ものを……見失わないように、したいです……」と続けた。

　そっと、フィーゴが歩み寄り、ポンと頭を撫なでた。すると、それで張りつめたものが切れたように、

「う……」

　少女は一度、嗚お咽えつを漏らし、それからこのアンヴィル亭に来て初めて涙をこぼした。ぽろり、ぽろりと、床に粒が落ちる。

「ルミア、ほら。後ろ」

「……？」

　フィーゴに促され、振り向くと、そこには黒髪のエルフ少女がいた。手に杖つえを持ち、顔色は相変わらず良くないが、それでもルミアのほうを微笑ほほえみながら見つめている。

「マグネ……」ルミアは歩み寄ると、これまでずっと自分を支えてくれた少女に抱きついた。

「ごめんなさい……」

「いいえ、お嬢様」

　マグネは優しくルミアを抱きしめたまま、

「僕はお役目を果たしただけですから」

　そういうマグネの瞳にも、涙が浮かび、そしてエルフの少女たちはお互いを固く抱きしめ合った。

　そしてフィーゴは、二人を見守りながら、

「ま、大甘もいいところだが、一応、正解したしな──」

「え？」

　ルミアが振り向くと、師匠はそこで試験結果を告げた。




「合格だ」








終章　師匠の噓うそ×事件の真相




──鑑定レベル？？【レア度不明】









　キン、コン、カァン、コオン。

　今日もアンヴィル亭に、楽しげな音が響き渡る。

「おしさま、おしさまー！」

「へーい」

　玄関から返事をすると、フィーゴは仕事場の扉を開ける。天井の低い室内の奥には、椅子に座ったルミアがいて、炉の熱気を浴びながらハンマーを打ちおろしている。金床では修理品の手甲が赤い光を帯び、できたての湯気を盛大に噴き出す。ちょっと前までは玄関からルミアが師匠を呼びつけていたが、最近は修業も兼ねてハンマーを握らせてもらえる機会が多くなり、こうしてルミアが仕事場から師匠を呼びつけるという逆のパターンが増えていた。

「世界樹炭が切れそうなので、補充お願いしまーす」

「あいよ」

「焼き入れ用の水みず瓶がめも補充お願いしまーす」

「あいよ」

「熱いんで、冷たい飲み物もお願いしまーす」

「調子に乗るな」

　ゴン、と痛くない程度に鉄拳を振り下ろす。脳天を押さえたルミアが、「いいじゃん、おしさまのケチー」とぼやく。その笑顔は、前と同じように明るかったが、心から少女が笑っているのがよく分かった。目元が緩み、ちょっとだらしない感じもするが、それでいて人を安心させる笑顔。五年いっしょに暮らして、この少女が、本当はどんなふうに笑うかをフィーゴは初めて知った。

　そんなふうに、いつもとは同じようで、ちょっとだけ違う日々が戻ってきた。

「おしさま、見てください」

「どれどれ」

　打ち上がったばかりの手甲を、彼は目の前でかざす。ひび割れていた部分が補修され、表面の滑らかさも、全体のバランスも上々。やはりこの少女は筋がいい。調子が出たときは実にいい仕事をするし、例の『試験』のあとは尚なお更さら好調だ。

「これからは、夫婦で立派にお店が切り盛りできますね？　あ・な・た♥」

「メシにするか」

「あーん、さらっと無視しないでくださいよぅ」

　ルミアはハンマーを置くと、ベタベタと彼にひっついてくる。

　マグネからは、これまでルミアが王女として無理に明るく振る舞おうとしてきた……みたいな話を聞いていたので、これで少しはおとなしくなるのかと思っていたが、実際には逆だった。以前にも増してベタベタとしてくるようになり、まったく始末に負えない。結局、フィーゴに対する愛情表現も猛アピールもこの少女の変わらぬ『素』の部分──金属でいえば地金といったところだった。

「お嬢様～♥　ご昼食の準備ができましたー」

　エプロン姿のマグネが、扉から顔を出す。今ではすっかり体力も回復し、ルミアが仕事場に籠っている分、専ら炊事や掃除を引き受けている。背中の傷はまだ少し突っ張るようだが、それも時間が解決するようだった。

「おい、お嬢様から離れろ人間」

「こいつがひっついてきてるんだよ。ていうかおまえ、なんだその怪しいエプロンは」

　マグネの着ているエプロンはやけに丈が短く、妙に体にぴっとり張り付いている。剝むき出だしの太ももが白くて艶なまめかしい。

「これはお嬢様用に買って来たんだ。そうしたらお嬢様がご遠慮されて……」

「おしさま、もしかしてこういうエプロンがお好みですか？　だったら着ます！　あ、まさかこれが伝説の裸エプ──」

「いいから飯にするぞ」

　つきあいきれない、とフィーゴはさっさと食卓につく。

「本日はスチリア産装甲牛のシチューと、銅鱗うろこトラウトのソテー、水色エシャロット添えでございます」

「今日はセレスさん、来てないんですね」

「珍しいこともあるもんだ」

「一生来なくていいのに」

「おまえはさらっとひどいこと言うよな」

「ライバルは少ないほうがいいです」

　セレスティアは、マグネの料理が気に入ったのか、最近は毎日昼と夜にアンヴィル亭を訪れている。ただ飯食らいめ、と悪態をつくと、「借りを返してもらってるだけさ～」と笑ってかわされる。実際、試験のときといい、彼女にはけっこうな借りを作っているのであまり強くも言えない。飯くらいで済むなら安いもんか、とフィーゴは思うようにしている。

　昼食を半分くらいまで食べたころだ。

　ズシン。

　店舗が飛び跳ねたように揺れる。

　地震か、と思って外に出ると、

「いやー、今朝は上物が取れましたぞ」

　金髪の竜騎士が、相変わらずの煌きらびやかな甲かつ冑ちゆうをまとって登場した。いかにも一仕事をした、というように額の汗を拭う。

「おいエメロード、今度はなんだ」

　見上げるような大型外殻獣を前に、フィーゴは額を押さえる。今日は両翼混血竜グリフオンズドラグーン。レベルはＳＲかＳＳＲ、確かに上物だ……と本能的に心は鑑定に入る。

「今月分の利息ですぞ」

「ナマモノはやめろとあれほど」

　もう何十度繰り返したか分からない注意をしながら、「通行の邪魔だ。納な屋やに仕舞っとけよ！」と叫んで、店内に戻る。

　そのときだ。

　キラッ、と何かが光った。玄関先、靴の隙間に隠れるように落ちている、何かの金属。

　なんだ……？

　中腰になって拾い上げると、それは金色をした鳥の羽根だった。

「あー、前のやつの残りか……」

　それは以前、さんざん巷ちまたを騒がせた『ニセ羽根』だった。黄金ゴールド鳳凰フエニツクスの羽根そっくりの贋がん作さく。

　彼は改めて、それをまじまじと見る。いまだにどこからどう見ても本物に見える。

　──いったいこれ、誰が作ったんだろうな……？

　ニセ羽根騒動では、ルーボック商会が逮捕されて以降、新たなニセ羽根が市場に流通することはなかった。ニセ羽根を誰が作ったのかという謎は残ったまま、事態は迷宮入りの様相を見せていた。

　なんか、引っかかるんだよな……

　羽根を道具箱に放り込むと、彼は首を一度ひねり、また食事に戻るのだった。







　そんな彼の姿を、遠目に見つめる者がいた。

　紫色の髪をなびかせ、豊かな胸を揺らして歩く美女は、どこにいても人の目を引く。こうして軒先で寄りかかって煙管キセルを吹かしているだけでも、どこか芸術作品のような趣おもむきがあった。

「あー、今日はマグネちゃんのご飯、食べ損ねたな～」

　独り言をつぶやきながら、煙管キセルをくわえて上下に動かす。あまり品はないが、人目を気にするようなタマではない。

　店のガラスごしに、師匠と親しげに話すエルフの少女が見える。水色の髪が今は少し伸びて、あの試験以来だいぶ大人びたようにも見える。

「あーあ、あのままルミアちゃん追い出しとけば、またフィーゴ君を奪い返せたのに……何やってんだろうなあ。なーんかあたし、損な役回りよね～」

　ぼやかないとやっていられない、というように、美女は天を仰ぐ。

　それから、ふと、谷間に指先を入れると、

「ま、でもいいか。今回は十分に楽しめたし……ね」

　その指先で、彼女が作った最高傑作のニセ羽根を弄ぶと、それをペロリと赤い舌で舐なめた。黄金の精霊ゴルディアスがわずかに浮かび上がったが、それは静かに羽根の中に戻っていく。それは彼女にしかなしえない、精霊と金属を結合する特殊技術──最高職人グランドマイスターのフィーゴすら手玉に取った能力。

「金属は噓うそを吐かない、か……」

　紫髪の魔女と呼ばれた最高職人グランドマイスターは、静かに歩き出す。

　妖よう艶えんな笑みを浮かべて、つぶやいた。




　でも、人間あたしは噓うそを吐くんだよねぇ、と。




　　　　○




　おやつのパンケーキの匂いが漂い出した、その日の午後。

「そろそろ休憩したらどうだ？」

　昼食後、まだ一度も休まず作業を続ける弟子に声を掛ける。ちょっと前まではサボりがちだったのに、今では師匠が心配するくらい仕事熱心だ。

「いえいえー」

　ハンマーを持った手で、ぐいと額の汗を拭きながら少女は言う。

「もっと頑張らないと！　だって私、もう一人前の職人マイスターですし！」

　自信満々といった様子で、ルミアはぐいと胸を張る。

　──あれ？

　何か肝心なことを忘れていたような気がして、彼は口元に手を当てる。

「おまえさ……」

　ルミアの背中に声を掛ける。少女は甲かつ冑ちゆうの脚部の穴とにらめっこをしながら、修理方針を考えている様子。

「セレスから、なんか聞いてないか？」

「はい？　セレスさんから？　何をです？」

「えーと、その……職人マイスター試験のこと、とか」

「いえ、特には」彼女は答えてから、「あっ、そういえば、そろそろ試験合格の記念メダルが届く頃合いですよね？　私、あれをもらうのが夢だったんですよ～」

「あー」

　ヤバい、と彼は久々に焦あせった。

「いや、その、喜んでいるところ、悪いんだが……」

　フィーゴは頭をボリボリと搔かきながら、言いづらそうに切り出す。

「おまえに、ちょっと伝え忘れていたことがあってだな」

「なんです？」

　純粋そのものといった青く大きな瞳が彼を映す。

「おまえの受けた、あの職人マイスター試験だけど、実は……ちょっと手違いというか、アレでな」

「はい？」

「あれ、協会に届けていないから、正式な試験じゃないんだ。なんていうか、いわゆるひとつの──」

　その答えを聞いた瞬間、ルミアの絶叫が轟とどろいた。




「模擬試験～～～～～!?」




「わりぃ」

「じゃあ合格は!?」

「ナシで」

「職人マイスター資格は!?」

「おあずけで」

「そんなぁ～～～!!」

　少女は師匠の胸板を叩たたき、涙目で怒りを露あらわにする。長い耳がピコピコと動いて、興奮の度合いを物語る。

「『金属は噓うそを吐かない！』とかエラソーに言っといて、おしさまが大噓うそつきじゃないですかァ～～!?」少女は師匠をポカポカと叩たたいて抗議すると、

「悪かった悪かった。お詫わびに──」

「結婚してください！」

「するかバカ！」

「じゃあせめて今晩いっしょのお布ふ団とんで！」

「それとこれとは話が別だ！」

「じゃあチュー、お詫わびのチュ～～!!」

　ルミアが必死に抱きついてくるが、師匠はそれを容赦なく引き剝がす。

　まさか、試験自体がニセモノだったとは──




　天才職人の卵をもってしても、その真しん贋がんは見抜けなかったのであった。




　　　　○




　無骨で、頑固で、堅物で、ぶっきらぼうで、「俺は弟子なんか取らねぇ」と公言していた金属職人フィーゴ・アンヴィルが、生涯でたった一人、弟子を取ったことがあった。そのことだけでも、アル・メタリアを騒がすほどの大ニュースだったが、その弟子が他ならぬエルフ族の少女だったことは、驚きを通り越して、誰もがこのニュースを誤報ではないかと疑った。

　さらには、この少女が師匠を超えるほどの伝説的職人になるとは、いったい誰が予想したであろうか。




　──これは、そんな頑固職人と、エルフの少女の物語。





（了）
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あとがき






　ご無沙汰しております、松まつ山やま剛たけしです。電撃文庫では前作の『魔術監獄のマリアンヌ』以来、一年四ヶ月ぶりの新刊となります。よろしくお願いいたします。

　本作では『鍛冶屋』が主人公です。鍛冶屋といえば、ＲＰＧなどに出てくる定番職業の一つですが、私が小学生のときには（今ほど）メジャーではありませんでした。要するに、武器と防具は一度入手したら絶対に壊れず、錆さびず、永久に持つというのが一般的で、鍛冶屋にメンテナンスしてもらわなくてもずっと使い続けられる、という設定でした。今でも多くのゲームはそうだと思います。ただ、現実には刀剣はぶつけあえばすぐに刃こぼれしますし、血液や体液が付着すれば錆さびたり劣化したりします。実戦で一つの武器を長く使い続けるには、よほど丁寧なメンテナンスが必要でしょう。

　しかし私が小学生のころ、こうしたゲーム設定の隙間をつく思い出深いゲームが発売されました。具体的なタイトルは差し控えますが、そのゲームには武器に『耐久度』があり、使い続けるとだんだん劣化して最後は壊れるのです。これは衝撃でした。武器は使えば壊れる。防具も使えば壊れる。だからメンテナンスが必要不可欠──現実に照らせばなるほど確かにそのとおりだよねというシステム。それで、定期的に武器をメンテナンスしてくれるのが街にいる『鍛冶屋』であり、高いお金を払えば冒険の旅に随行してくれるという設定でした。作中の『随行鑑定士』もこのへんの着想です。

　というわけで、こうした名作ＲＰＧからインスピレーションを得たのが本作です。ちなみに、作中に出てくる『ヘパイストス』は、鍛冶の神様の名前であり、ゲームでも似た鍛冶屋の名前が出てきます。いま調べたらそのゲーム、一九八七年発売でした。三十年以上前ですね。私も歳としを取るはずだ……。




　本作も、多くの方のおかげで世に出すことができました。担当編集である阿あ南なん様と土つち屋や様にはこのたびも粘り強く改稿にお付き合いいただき大変感謝しております。

　イラストを担当して下さったオウカ様には、超絶キュートで可愛かわいらしいルミアをはじめ、個性的なキャラクターたちで作品世界を彩いろどり豊かにしていただきました。誠にありがとうございます。

　本作の制作・販売・流通に携わる全ての皆様にこの場を借りて厚く御礼申し上げます。

　何より今この本を手に取って下さっている読者の皆様。本作は無骨な鍛冶屋とエルフの弟子のお話です。ＲＰＧで武器や防具を使うときに、ふとエルフのいる鍛冶屋さんのことを少しでも思い出していただけましたら、著者として望外の喜びです。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「松山 剛先生」係

「オウカ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]










おねだりエルフ弟で子しと凄すご腕うで鍛か冶じ屋やの日にち常じょう








松まつ山やま 剛たけし





電撃文庫





2019年4月10日　発行





©Takeshi Matsuyama 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『おねだりエルフ弟子と凄腕鍛冶屋の日常』

2019年4月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		もくじ



		第一章　黄金の竜騎士×白銀の竜殺し　──鑑定レベル25【Ｒ】



		第二章　髑髏兜のドワーフ×青銅堅牢亀　──鑑定レベル43【ＳＲ】



		第三章　紫髪の魔女×黄金の鳳凰　──鑑定レベル66【ＳＳＲ】



		第四章　碧眼のエルフ×片牙の牙神龍　──鑑定レベル88【ＵＲ】



		第五章　傷心のエルフ×最後の職人試験　──鑑定レベル∞【ＧＲ】



		終章　師匠の嘘×事件の真相　──鑑定レベル？？【レア度不明】



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p041.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p117.jpg





item/image/titlepage.jpg
O°NE°DA-RI
EIf Deshi to

SUGOUDE

Kajiya no

Nichijou
HEC. TRET. BY T . 5oESFDT.
[MBlFRFIFANESAZ ]
EREUVCVEEBBAT—3- 72 Ja)UhN
EECeofe— A BF RO ED BT,
TDIEEITHE,
T I AFU P RN T FEDARZ2—RfEofehl.
TDHRFHMIESH IV IO T IEofc Tl
EEmEb#EU C OO 1—R%
FRER ClIE VD ERRDTC,

N TATTEEREA L,
TILDODBLZD¥EE.

Bl

Ilu

A%h





item/image/p193.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
Ouka

#l B

Matsuyama Takeshi






item/image/p291.jpg





item/image/allcover-001.jpg
#1310

BT P

[aMis . 2HTHIETREY
HAN? BAELTELETESL~? ]
[ECOEBOE] TI - X5 )T, i

HOBTRES < Dbt - i
SUEBHED, TS E R T T RO A
E T HBA 0755 50 ¢ SR BRRDOOBEEE (KRB,
20T Al & LCh s S AS
BRI - 74 =D LD 3B N
KCERDNE, P& T RUIADL Y
PIEF DR, LT BFODKIE 7, The Elfin Pupil
NZ7 4 =TSR LT 0L B Loves the
ZOBROBIN 70 R LTHEIE, Grandmaster.
120 SO N—? q >
[ZAGIELYBLEE VITEE ) ¢
LozelELe?) —_—
SBFOBRIY LI LD,
L HBIERAT 4 =IO S |
AFAb A
BABRNEELTEETEY.

ESTEBULBRILET.

ExEE W






item/image/p151.jpg





item/image/p095.jpg





item/image/p321.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
BENI1—IDBEICE
RUETILIDL R BT
ELTREDDI(—TAD)
7TO—FERDEEN.

e
 ZA7IEALIREEANQE
A SSETITE e T

HEROTVBESIED 0

\ \





item/image/gaiji-001.png
1]





item/image/kuchie-002.jpg
|
|
1
]

The Elfin Pupil
Loves the Grandmaster.

(U

g—= S20DBHT « Eﬁ@%ﬁb + P.O10
— BEUAILSS GEED
—= BERORD—T <« SiHEEE + p.o9o

A

— EELAILAS GELED
s REDBLZ x @xDBRE + pas2

_ﬁib«’bee FIIWA—N—LT

Y—~NIIRST>

ms EROITILD x H‘ﬂza)?ri‘%‘é + p.198

DIVNSUT

gH2 B0DIILD <« REDOBAGER + p2ss

ISVRVT

—{REUANILoo ¢ GRID

= BMEDNE x BHDEAE « p310
—EEEULAIL??

=== oo s e oo s m e

- Design BEE-PEE





item/image/kuchie-003.jpg
K28 The Elfin Pupil
,’/\», Loves the P

W Grandmaster.

\ la ’
7)) &
(F%13

3
R
& 3
g o
S 2
R S
7 2
© e
LG >
: =2t
L21
At

]
S
=)
$p)
1
(%)
TN
7a))
]
<
oo
YN
U=}
ke

- (W) NS H

<E)ooo






item/image/p229.jpg





